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　湯ゆ澤さわ直なお登とは、目の前の棚をじっと見つめた。

　深夜のコンビニエンスストアには、様々な種類のおにぎりが並んでいる。直登はおかかのおにぎりが好きだ。よくマイナーだと言われるが、好きなのだから仕方がない。

　しかし手を伸ばしたのはオムライスおにぎりという、ある意味斬ざん新しんな代しろ物ものだった。チキンライスを薄焼き卵で包んで握ってある。特別好きなわけではないが、今はこれでなくてはならない。

　はあ、とため息を落とし、オムライスおにぎりを空からのカゴに入れる。後はレジでおでんを買うつもりだ。木こ枯がらしが吹き荒すさぶ中、わざわざ近所のコンビニにやってきたのだから、温かいおでんは必ひっ須すである。

　夜中におでんとオムライスおにぎりを二個買う中年男ってどうよ……。

　ていうか中年男って、世間一般では何歳くらいなんだろうな。

　十代の頃は三十をすぎたら中年だと思っていた。しかし三十四歳になった今、中年になった実感はない。ただ、もう若くはないと思う。

　深夜一時半をすぎたところとあって、レジは空すいていた。カゴを置くと、いらっしゃいませと店員の男が応じる。三ヵ月ほど前からよく見かける店員だ。胸のポケットについた名札には「北きた見み」と記されている。恐らく近隣の大学に通う学生だろう。

「おでんもお願いします」

「大根と玉子とちくわでいいですか？」

　サラリと尋ねられ、ああ、はい、と頷く。

「それでお願いします」

「かしこまりました」

　頷いた北見は、慣れた仕草でおでんの前へと移動する。おでんの販売が始まって以来、週に二日は来て同じ具ばかり頼んでいるため、覚えられてしまったようだ。そういえば三日前に来たときも、こちらが口にする前に注文を当てられた。

「だいぶ冷えてきましたね」

　おでんを器うつわに入れながら話しかけられ、少し驚く。

　まさか俺のこと知ってるのか？

　四、五年ほど前、テレビや雑誌に頻繁に顔を出していた時期があるのだ。

　できる限り平静を装よそおって、うんと頷く。

「そうだね、今日はおでんがよく売れたんじゃない？」

「はい、よく出ました」

　湯澤さんですか、と問われるかと思ったが、彼はそれきり口を噤つぐんでおでんをよそった。

　俺を知ってるわけじゃないのか……。

　内心でほっと息をつく。直登を知らないのに話しかけてきたということは、不審人物とは思われていないようだ。──いや、不審だからこそ、妙な行動に出ないように声をかけてきたのかもしれない。

　着古したジャンパーに、下はスウェットのズボン、足元は薄汚れたスニーカーだ。しばらく美容院へ行っていないから髪も伸びているし、無ぶ精しょう髭ひげも生はえている。そんな男が深夜にオムライスおにぎり二個とおでんを買っていくのだ。まっとうな社会人には見えないだろう。

　直登はちらと北見を見た。おでんを器に入れ終えた彼と視線が合う。

　何を思ったのか、北見はニッコリ微笑ほほえんだ。怪しまれているかもしれないが、嫌われてはいないようだ。

「たまには野菜も食べないと体壊しますよ」

　オムライスおにぎりをレジに通しながら言われて、直登は苦笑した。

「大根食べてるけど」

「大根は根こん菜さいでしょう。緑りょく黄おう色しょく野菜も食べないと。あと、肉と魚も食べた方がいいですよ」

「あー、だね」

　二は十た歳ちそこそこの若者に説教される三十四歳のオッサン……。

　心の内で自嘲した直登は、一度そらした視線を再び北見に向けた。

　直線的な眉まゆとくっきりとした二ふた重えの瞳、高い鼻筋が印象的な、男らしい目鼻立ちだ。百七十二センチの直登より十センチほど背が高い。肩幅の広いバランスのとれた体つきのせいで、コンビニの制服すらも垢あか抜ぬけて見える。

　いい男だけど好みじゃないんだよな。

　直登はバイセクシュアルである。男と遊ぶときはいわゆる「タチ」だが、男にしろ女にしろ、きれい系が好みだ。もっとも、ここ一年ほどは好みであろうがなかろうが、男とも女とも遊んでいない。二十代の頃に比べて噓のように品行方正になったのは、だらしない性生活を反省したわけではない。必死で仕事をするうちに、声をかけたり口く説どいたりする気力が失せたのだ。当然、恋人はいない。

「四百四十二円です」

「あ、はい。じゃあこれで」

　ポケットに手を入れた直登は、そこから直接千円札を取り出した。財布を持たないのもいつも通りだ。

　会計を済ませると、ありがとうございました、と北見はきっちり頭を下げた。この男はいつも礼儀正しい。

「今度はサラダか惣そう菜ざいも買ってくださいね」

「ああ、うん、考えとく」

　どうも、と応じて店を出る。気を付けて、という北見の言葉と、リロリロリロ、というコンビニ独特の電子音を背に、マンションへと歩き出した。

　ひょっとしたらリストラされた中年男だと思われて、同情されているのかもしれない。犯罪に走らないように声をかけたつもりか。

　俺、そんなに追いつめられてるみたいに見えてるのかな……。

　実際、追いつめられているのだから無理もない。自然と漏れたため息が、夜の街に白く映る。レジ袋の中でカサカサとオムライスおにぎりが音をたてた。

　これでなんとか仕事が捗はかどるといいのだが。










　直登は脚本家である。

　大学在学中、演劇サークルに入って脚本を書いていた。それなりに評価を受けたが、プロになるつもりはなかった。

　脚本の賞に応募したのは、就職活動に明け暮れていたときだ。憂うさ晴らしに書いた脚本が完成したものの、サークルを引退していたために発表する場がなかったので、深く考えずに応募した。

　直登自身は出したことを忘れていたくらいだったが、なんと大賞を受賞した。あれよあれよという間にドラマ化され、それが脚本家としてのデビュー作になった。このドラマが思いがけずヒットし、二つほど続けて脚本の仕事が舞い込んだ。それらのドラマもそこそこ視聴率がとれて、どうやらこの道で食っていけそうだと思ったとき、大学の演劇サークルの先輩だった男が、自分が設立した作家事務所に入らないかと声をかけてきた。

　よほどのコネか大ヒット作がない限り、フリーでは継続して仕事をもらうことは難しい。多少のマージンはとられるものの、ギャランティの交渉やスケジュールの調整もやってくれると聞き、所属することに決めた。もともと細かい事務作業は苦手だったので、渡りに船だった。

　順調に仕事をこなしていくうちに、二十代後半で手掛けた恋愛ドラマがヒットし、名前が知られるようになった。そのすぐ後に演劇の脚本を書き、有名な賞をもらった。薄味ながらも整った顔立ちだったせいでイケメン脚本家などと持ち上げられ、メディアにも顔を出した。

　いやらしい話だが、この頃にギャランティが跳ね上がり、男にも女にもやたらもてた。こちらから声をかけなくても、いくらでも誘いがあった。恋人がいたこともあるが、浮気を理由にふられた。しかし恋愛もセックスも相手には不自由しなかったので、少しも気にしなかった。今振り返ると、まさに我が世の春だったと思う。恐らくもう二度と訪れない春だ。

　脚本を担当したドラマの視聴率に陰かげりが出てきたのは、ここ一年ほどのことだ。娯楽が多様化し、テレビ自体が昔ほど重要なコンテンツではなくなったことも大きいと思うが、言い訳にはならない。

　そんな中、若い男と十歳以上年上の女の恋愛を描いた小説をドラマ化する話がきた。三十代から四十代の女性に人気のその小説を、直登のかつてのヒット作と同じテイストで書いてほしいという。正直、原作の湿度の高い内容はあまり好みではなかったが、「かつてのヒット作と同じテイストで」と言われて引き受けた。ある意味割り切ったせいか、脚本自体はスムーズに書くことができた。

　しかし一話分を書き上げ、初めて一緒に仕事をすることになったプロデューサーの寺てら本もとに見せたところ、激しいダメ出しを食らった。あのセリフを削けずれ、このシーンは長すぎる等、やたらと注文が多い。しかも直登がここは譲れないと思っている箇所に限って変えろと言われる。このところ視聴率がとれていないせいで、多少無茶を言っても大丈夫だと思われているようで遠慮がなかった。中高大学とラグビー部で、いわゆる体育会系らしく、声が大きくて根性論を出してくるのも直登の苦手意識を煽あおった。

　そんなに変えたら俺が前に書いたドラマと全然違うテイストになっちゃうだろ！　俺が書く意味ないだろうが！

　心の内ではそう思ったが、口には出さなかった。ちょっと名が知られただけの中ちゅう堅けんの脚本家なんて、そんなものだ。

　リテイク続きの現状を打開するため、直登が何をしたかといえば、マンション近くのコンビニエンスストアでオムライスおにぎりを二つ買って食べることだった。以前、ヒット作の脚本を執筆中、たまたま差し入れでオムライスおにぎりを二個もらった。自分では絶対に買わないおにぎりだったので、よく覚えていたのだ。

　あのヒット作をもう一度。

　そんな一いち縷るの望みをかけ、同じものを食べるようになった。要するにゲン担かつぎである。

　しかしキャストが決まり、直登も出席する制作発表の予定が組まれたというのに、相変わらず意見は衝突し続けている。凹へこんでオムライスおにぎりを買いに行く、また衝突する、オムライスおにぎりを買って食べる、という悪循環に陥おちいっている。

　今週はもう三回目だもんな……。

　先週も二回、つまり四個は食べている。ゲン担ぎとはいえ、いい加減飽きてきた。今書いている脚本も、来週の打ち合わせでこてんぱんに言われるのだろうと思うだけで暗い気持ちになる。無駄に熱血なプロデューサーに気を遣いながら意見を言うのはメンタルを削られる。ここまで苦戦するのは脚本家になって初めてだ。

　あと何個特別好きなわけでもないおにぎりを食べればいいのか。そして何度コンビニの店員、北見に憐あわれまれなければいけないのか。

　先が全く見えてこない。










「んー、悪くないと思うけどねえ。原作でちょっと冗じょう長ちょうだなって思ったとこは、ちゃんとドラマ用にテンポよくなってるし、それでも原作の良さは失ってないし、あんたらしい飄ひょう々ひょうとした感じもまあまあ出てるし、あたしはいいと思うわ」

　プリントアウトした脚本を見つめてつぶやいたのは、がっちりとした長身の男である。大学の演劇サークルの先輩であり、作家事務所の所長である尾お沼ぬまだ。

　場所は所属する作家事務所が入っている雑居ビルの一室である。事務所といっても作家が出勤して仕事をするわけではないので、応接室と事務室があるだけだ。

　来客用のソファに腰かけた直登は、デスクの尾沼を見上げた。

「やっぱりそんなに悪くないですよね。それなのにあっち直せ、こっち変えろってうるさくて」

「そうなの？」

　首を傾げた尾沼は短髪と顎あご髭ひげという精せい悍かんな容よう貌ぼうだが、身に着けているのは派手なピンク色のシャツに豹ひょう柄のストールである。仕草もなよやかだ。学生時代から明るく面倒見の良い性格だったが、ごく普通の男性に見えていたので、再会したときにはその変貌ぶりに驚いた。ずっとゲイであることを隠していたらしい。

　昨夜ゆうべ、マンションに戻っておでんを食べた直登は、少し脚本を書いてから眠った。目を覚ますと既に昼をすぎていた。シャワーを浴びた後、オムライスおにぎりを食べ、再び脚本にとりかかった。しかしどうにも進まなくて尾沼にＳＯＳを送ったのだ。

「プロデューサーの寺本君、確かあんたと同い年でしょ。転職してきたのが遅くてプロデューサーになったばっかりらしいし、変な対抗心とかあるんじゃないかしら」

　尾沼は背もたれに背を預け、自みずから入れたハーブティーを小指を立てて飲む。

「そんな個人的な感情であんなにつっかかってきますか？　仕事なのに」

　直登も入れてもらったハーブティーを口に含んだ。微妙な味だったので、思わず顔をしかめる。

「変な味。何ですかこれ」

「あんたねえ。人がせっかく気持ちが落ち着くように入れたげたのに、何なのもう。まああんたらしいっちゃあんたらしいけど」

　苦笑した尾沼は小さく首をすくめた。

「世の中にはいろんな人がいるからねえ。寺本君は局の社員じゃなくて制作会社のプロデューサーでしょ。今回のドラマの出来にこれから仕事がもらえるかどうかがかかってる部分もあるだろうし、それなりに名の知れたあんたの脚本に注文つけて、自分が作ったーって言いたいんじゃない？」

「そんなもんですかね」

「そんなもんだと思うわよ。あんたは今まで運がよかったの。恵まれてたのよ。山やま口ぐちさんも浮うき田たさんもプロ意識が高いし、懐ふところが深いしね」

　デビュー作のプロデューサーだったのが山口だ。浮田はヒット作を手掛けてくれたプロデューサーである。二人とも、その後も何度か一緒に仕事をしたが、納得のいかない直しを要求されたことは一度もなかった。

「ま、そういうことを頭に置いて、譲れるところは譲る、譲れないところはおだてるなり泣き落とすなりして、うまくやんなさい」

　励はげます口調に、ええー、と直登は声をあげる。

「向こうに言ってくれないんですか」

「甘えてんじゃないわよ。あたしはあんたの保護者じゃないんだから、そこまで口は出せません。わかってるでしょ」

　尾沼は肩をすくめた。事務所は仕事の管理はしてくれるが、脚本の内容にまでは口を出さない。そこは脚本家の責任だ。

　はあ、とため息をつくと、尾沼は眉を寄せた。

「ていうかあんた、その汚いナリは何なの。まさかそれで打ち合わせに出てるんじゃないでしょうね」

　昨夜と同じくジャンパーにジーンズ、スニーカーという格好だ。しかも無精髭を剃そってこなかったから、清潔感は全くない。

「髭はちゃんと剃って行ってますよ」

「そんなの当たり前でしょ！　あんたも三十代になったんだから二十代と同じ格好してちゃダメ。もう若さじゃ勝負できないのよ。どんなにイケメンでも、小ぎれいにしてなきゃもてないんだから！」

　脚本の相談をしていたときよりも熱ねつ弁べんをふるわれ、直登はぼりぼりと頭をかいた。

「俺、世間で言われるほどイケメンじゃないですよ。それに別にもてなくてもいいです。そういうの面倒だし」

　尾沼は大きく目を見開き、両の頰に手をあてた。本人は衝撃を受けた可か憐れんな乙女のつもりだろうが、傍はた目めにはムンクの叫びだ。

「あんた、本気で言ってんの？」

「本気です。誰かに声かけるとかめんどくさくて。前みたいに性欲もなくなったし、出会いがなくても別に困ってないですから」

「やだ、だめよう！　そんなんじゃ！」

　バン！　とデスクを叩いた尾沼は、勢いよく立ち上がった。そしてつかつかとこちらに歩み寄ってくる。

「恋愛ドラマ書いてるのに、そんな枯れたこと言っててどうすんの！　なんだったらあたしが誰か紹介してあげようか？　あんた好みのきれい系のコ、何人か知ってるわよ」

「いや、ほんとにいいですって。あと別に恋愛してなくても恋愛は書けますから。ドラマはあくまでフィクションですからね」

「そんなドライなこと言って！　あんたの場合はその通りだけど！」

　直登の淡々とした口調に、尾沼は体をくねらせて身み悶もだえた。彼は常に恋をしていたいタイプなのだ。今も確か三年来の恋人と同棲しているはずである。

「あんなにとっかえひっかえして遊んでたのに、なんでそんな無気力になっちゃったの？」

　心配そうに問われて苦笑する。

「もともと俺から声かけてたわけじゃなくて、寄ってきた人の相手をしてただけですから。誰も寄ってこなくなったら終わりですよ。最近話した人って、寺本さんとコンビニの深夜バイトのお兄ちゃんくらいですしね。ほとんど引きこもりです」

「寺本君はあんたの好みじゃないし、性格も合わないみたいだからナシとして。もうこの際だから、そのコンビニのお兄ちゃんにしときなさいよ」

「しときなさいよって、お兄ちゃんに失礼ですよ。そもそも北見君は俺の好みじゃないし、向こうもこんなむさいオッサン嫌でしょう」

　直登は清潔感ゼロの胡う散さんくさい中年男だ。憐れみこそすれ興味などないだろう。

　しかし尾沼はキラキラと目を輝かせる。

「北見君っていうのね！　名前聞いたの？」

「名前くらい名札に書いてあるでしょ。ほんとにそういうのはもういいんです。とりあえず仕事がんばりますから、時間あるときにでも旨うまい飯食いに連れてってください。あ、変に気をまわして若いコを連れてきたりしないでくださいね」

　念を押すと、尾沼は酸すっぱいものを食べたような顔をしてつぶやいた。

「不ふ憫びんなコ……」










　事務所を出た直登はどこへも寄らずに電車に乗り、最寄りの駅まで帰ってきた。尾沼に会って少し気が晴れたものの、脚本を書く気力が湧いてきたわけではない。マンションに戻るのが億おっ劫くうで、ふらふらと歩く。

　秋は日が暮れるのが早い。既に太陽は西に傾きかけていたが、見上げた空はよく晴れていて明るかった。日があるうちに外へ出るのは久しぶりだ。冷たい風と相まって、決して強くはない日差しが目に染みる。

　ああ、どっかから小人さんが出てきて、かわりに脚本書いてくれないかなあ……。

　ダメな大人の典型のようなことを考えながら歩いていると、大学の大きな校舎が見えてきた。有名な総合大学のキャンパスの一部がここにあるのだ。講義を終えたらしい大学生が通りを歩いている。北見もこの大学の学生なのかもしれない。

　正門から男子学生が三人、連れ立って出てきた。そのうちの一人が残りの二人と別れ、こちらに歩いてくる。北見だ。

　ちょうど彼のことを考えていたところだったので、あ、と思わず声をあげる。

　北見も驚いたらしく、あ、と声をあげた。

「オムにぎりの人」

　思わず、といった風につぶやいた北見に、ぶ、と噴き出す。どうやら陰でそう呼ばれていたようだ。

　北見はばつが悪そうに、すんませんと謝る。いつもは感じられない訛なまりが言葉に出た。彼は関西の出身らしい。

「いや、いいよ。オムライスおにぎりばっかり買ってるのはほんとのことだし。講義終わったの？」

「はい。あの……」

　北見は珍しく口ごもった。そういえば直登は彼の名前を知っているが、彼は直登の名前を知らないのだ。

「湯澤です」

「え？」

「俺の名前」

　湯澤さん、とつぶやいた北見はニッコリと笑った。

　私服だと更にいい男だな。

　何の変哲もないこげ茶色のダウンジャケットにジーンズという服装だが、彼の長い手足によく映えている。

　しかしつくづく好みではない。どちらかといえば、彼は尾沼の好みだ。とはいえ尾沼も「タチ」なのだが。

「湯澤さんは仕事帰りですか？」

「ああ、うん、そう」

　頷いてから、己の格好がとても仕事帰りの社会人には見えないことに気付いた。

「あー、俺、クリエイティブ系の仕事してるんだよ。だから汚い格好でも平気なの」

　脚本家だと言わなかったのは、最近の「湯澤直登」の脚本の評判がよろしくないとわかっているからだ。ネットで叩かれているのも知っている。北見にはただの変なオッサンと思われていた方がましだ。

　直登が服装に似合わないスタイリッシュなビジネスバッグを持っていたせいもあるだろう、そうなんですか、と北見は納得したように頷いた。

「服は何でもいいと思いますけど、食生活はちゃんとした方がいいですよ」

「うん、そうだね」

　はははと乾いた笑いを漏らす。

　またしても二十歳の若者に説教される三十四歳……。

「湯澤さん、これからの予定は？」

「ないよ。コンビニに寄って帰るだけ」

「コンビニで夕飯買うんですか？」

　うんと頷くと、北見は眉を寄せた。

「だめですよ。せっかく明るいうちに外に出てるんだから、スーパーで食材買って自炊するなり、定食屋でバランスのとれた飯食うなりしないと」

　どこまでも真面目な口調で言いつのる北見に、直登はからかう視線を向けた。

「コンビニでバイトしてるくせに、そんなこと言っていいの？」

「いいですよ、今はバイト中じゃないですし」

　少しばつが悪そうに、しかし今時の青年らしく、北見はしれっと言ってのける。

　おかしくて頰が緩んだ。

「俺、自炊したことないから、スーパー寄るのはなしかな」

「え、そうなんですか？　じゃあ家に誰か作ってくれる人がいるとか」

「作ってくれる人がいたら、週に何回もコンビニ行ったりしないよ」

「ああ、そうか。そうですね」

　寂しい生活だなと同情したのか、北見は口許を手で覆って視線をそらした。が、すぐに気を取り直したように顔をあげる。

「とりあえず今日は定食屋へ行きませんか？　俺もこれから行くところだったから、一緒に」

　思いもかけない提案に、直登は瞬まばたきをした。

　なんで俺と一緒に食事？

　憐れまれているだけではなく、からかわれているのか。あるいは集たかるつもりなのか？

　俺もついに若者にバカにされるオッサンになったか……。

　内心で情けなく思いつつ、同時に警戒しつつ、曖あい昧まいに微笑む。

「や、けど誰かと行く予定だったんじゃないの？　さっき一緒にいた二人とか」

「いえ、二人ともこれからバイトだから、もともと一人で行くつもりだったんです。あ、コンビニの店員っていうだけなのに食事に誘ったら失礼ですよね。すみません」

　急に我に返ったらしく慌てて頭を下げた北見に、いやいや、と首を横に振る。どうやらからかっているわけではないようだ。

「そんな謝ってもらわなくても大丈夫だよ。今この大学の学生さんだってわかったし、名前は知ってるし。北見君こそ、こんなオッサンと一緒で嫌じゃないの？」

「オッサンって、湯澤さん何歳なんですか」

「三十四になったとこ」

「今時三十四なんて、全然オッサンじゃないでしょう」

　あっさり言われて、内心かなりテンションが上がった。しかしすぐ、いやいやいや、と自分を諫いさめる。真に受けてはいけない。二十歳そこそこの若い男が言う「オッサンじゃない」なんて、ただのお世辞だろう。

　まあ、お世辞でも嬉しいけど。

「自分では若いつもりだけど、なかなか若い頃と同じようにはいかないよ」

「そうなんですか？　じゃあ余計に食生活に気を付けないと」

「ああ、うん、そうだね。今日は定食屋で夕飯食べるよ、北見君と一緒に」

　直登の言葉に、北見はパッと顔を輝かせた。黙っていると大人びて見える精悍な面おも立だちが、急に年相応に見える。

　──なんだ、かわいいとこもあるじゃないか。

　意外だ。でも悪くない。










　北見が連れて行ってくれたのは、大学の近くにある小さな定食屋だった。学生向けのボリューム満点のメニューもあるが、栄養バランスのとれた惣菜もたくさん置いてある。しかも値段はお手頃だった。直登は焼き魚定食を、北見はフライ定食を頼んだ。

　二人で定食を食べながら、北見良よし敬たかというフルネーム、商学部に通っていること、大阪出身だということを終えてもらった。

　定食は文句なしに旨かった。連れて来てくれてありがとうと礼を言うと、北見はさも嬉しそうに笑った。

　ろくでもない食生活を送っている中年男に焼き魚定食を食べさせることができたのが、そんなに嬉しいのか。

　なんだその実家の母ちゃん的な発想。

　不自然極まりない。

　しかし悪い気はしなかった。

　そうしてすっかり奢おごるつもりで財布を出したのだが。

「えっ、いいですよ、そんなの」

　北見は勢いよく両手を横に振った。慌てたように尻ポケットから財布を取り出す。

「俺が強引に連れて来たんだから、俺がご馳ち走そうします」

「いやいや、それはダメだよ。学生に払わせるわけにはいかない。ここは俺が払う」

「でも」

「凄すごく美お味いしかったし、ほんとに連れて来てもらえてよかったから俺に払わせてくれよ。おかみさんが見てるんだから、社会人の顔を潰すな」

　レジの前でニコニコと笑っているおかみさんを見て、冗談まじりに言う。北見は困った顔をしつつも財布を引っ込めた。

　二人分の会計をしている間に、おかみさんが北見に声をかける。

「年上の人がご馳走してくれるって言うんだから、ありがとうございますって礼を言っときゃいいんだよ」

「そうそう、おかみさんの言う通り」

　はあと北見は頷いた。しかし精悍な面立ちには困った表情が浮かんだままだ。どうやら最初から自分が払うつもりで、直登をこの定食屋へ連れてきたらしい。

　俺、飯代にも事こと欠かく貧乏人だと思われてるんだろうか……。

「こう見えてまあまあ稼かせぎはあるから、ほんとに気にしないでいいよ」

　ぽんと広い肩を叩く。

　すると北見はまた慌てたように首を横に振った。

「そんな、湯澤さんにお金がないとは思おもてません。ほんまです」

　また関西の訛りが言葉に出た北見に、おつりを受け取りつつ直登は笑った。いちいち一生懸命なのが微笑ましい。

「わかったわかった。変なこと言ってごめん。おかみさん、美味しかったです。また来ます。ご馳走様でした」

　ありがとうございました、という朗ほがらかな声を背に、北見と連れ立って店を出る。

　外は既に暗かった。西の空にわずかに夕暮れの気配を残すのみだ。芯しんから凍こごえた冷たい風が吹きつけてきたが、腹が満たされたせいか寒さは感じない。

「湯澤さん、すみませんでした」

　北見が暗い表情で謝る。直登に払わせたことがよほど不本意だったらしい。

「謝るんじゃなくて、礼を言ってくれた方が嬉しいんだけど」

　あ、と北見は声をあげた。そして慌てて頭を下げる。

「ありがとうございました。ご馳走様です」

「こっちこそ連れてきてくれてありがとう。魚と野菜が食えてよかったよ。それじゃ」

　素直な態度を好ましく感じながら踵きびすを返そうとすると、あの！　と呼び止められた。

　振り返った先にいたのは、これ以上ないほど真剣な表情の北見だった。

「今日奢ってもらったお礼に、俺が作った料理を食べてもらいたいんです。実家、洋食屋っていうかレストランっていうか、早い話が町の食堂なんですよ。子供の頃から見よう見まねで料理してたから得意なんです」

「や、そんな気にしなくていいよ」

「でも奢ってもらいっぱなしじゃ申し訳ないです。俺も何かお返しがしたい」

　やけに必死な様子に、直登は思わず破は顔がんした。

「じゃあ材料費は出すから、何か旨いもの作ってくれる？」

　刹せつ那な、パッと精悍な顔が輝く。

　おお、やっぱりけっこうかわいい。

「ただし、オムライス以外でお願いします」

「え、オムライス好きじゃないんですか？」

「好きだけど、特別好きってわけじゃないよ。一番好きなのはおかかのおにぎりだし」

「じゃあなんでオムにぎりばっかり食べてるんですか」

　目を丸くした北見に、直登は苦笑した。やはり誤解されていたようだ。

「前にあれ食べたときに仕事がうまくいったから、ゲン担ぎだね。オムライスが好きだったら、おにぎりじゃなくてそっち食べるよ」

「あ、そうか。そうですね」

　はは、と楽しげに笑った北見は、まっすぐにこちらを見つめてきた。

「じゃあオムライスはやめておきますね。他に苦手な食材ってありますか？」

「いや、ない。何でも食べる」

「ハンバーグはどうですか？」

「お、いいね」

「わかりました、ハンバーグにします」

　うんと頷いてみせると、北見はさも嬉しそうに笑った。まるで自分が好物を作ってもらえるかのようだ。

「じゃあ連絡先教えてもらえますか？」

「ああ、うん。あ、でも俺、今スマホ持ってないや。ごめん」

　尻ポケットに手をやったものの、そこに財布しか入っていないことに気付いて謝る。出かけている間に寺本から電話があると面倒だと思ったので置いてきたのだ。

「今度コンビニに来てくれたときに教えてください」

「わかった。近いうちに行くからそのときに」

「夜中だからって忘れないで、ちゃんと持ってきてくださいよ」

「はいはい」

　北見君、また実家の母ちゃんみたいになってる。

　本当に手料理をご馳走してくれるのか、今だけの社交辞令なのかはわからないが、どちらにしても気分はよかった。










　プリントアウトした紙の束に視線を落とした寺本を、直登は横目で見遣った。がっちりとした体格の彼は指も太い。その太い指がちまちまとページをめくる。

　テレビ局の会議室にいるのは、直登と寺本の二人だけである。防音が徹底されているせいだろう、物音ひとつしない。

　これだけ何も言わないのも珍しいな……。

　北見と交流を持って気分が変わったせいか、新たな気持ちで脚本に向き合えた。その成果が出ているのかもしれない。

　北見と定食屋で食事を共にしてから五日。深夜のコンビニエンスストアで連絡先を尋ねられ、社交辞令じゃなかったんだと少し驚きつつアドレス等を交換してから三日。今度の週末に、北見が直登のマンションに料理を作りに来てくれる約束をしたのは昨日のことだ。

　お誘いしておいて今更なんですけど、うち狭いんですみません。申し訳なさそうな顔をした北見に、じゃあうち来る？　と言ってみた。自炊しないけどコンロは二つあるし、ダイニングもあるから。

　すると彼は大きく目を見開いた。いいんですか？　と問われ、いいよと応じると、じゃあお邪魔します、と嬉しそうに笑った。その笑顔に、不覚にもドキッとしてしまった。それくらい北見は可愛らしかった。

　全く好みではないものの、嬉しそうな顔をされると弱い。北見がどういう意図で直登と親しくなろうとしているのかはわからないままだが、わからなくてもかわいいからまあいいかと思った。話したり触れ合ったりしなくても、ただ若いコを見るだけで和なごむオッサンの感覚が初めてわかった気がした。

「まあ、だいたいいいんじゃないですか」

　渋い顔で言った寺本に、知らず知らずのうちに肩に入っていた力が抜けた。初しょ見けんの脚本を肯こう定ていされるのは初めてだ。

「そうですか。ありがとうございます」

「ただ、やっぱり直してもらいたいところはあります」

「ああ、はい。どこでしょう」

　寺本はむっつりとした表情のまま、あれこれ指摘し始めた。きついダメ出しは変わらなかったが、あまり気にならない。

　そのことに気付いたのか、寺本は次第に仏ぶっ頂ちょう面づらになっていった。プロデューサーになって間がないみたいだし、変な対抗心とかあるんじゃないかしら、という尾沼の推測は本当だったのかもしれない。

「すみません、このセリフはちょっと省はぶきたくないんですけど」

　なるべく穏やかに言うと、寺本は眉み間けんに皺しわを寄せてこちらを見た。

「あっても意味ないでしょう」

「いえ、意味はあります。次の次のシーンの伏線になりますから」

「視聴者は気付きませんよ、こんな短いセリフ。あってもなくても同じでしょう」

「同じなんだったら入れておいてほしいんですけど。お願いできませんか」

　自分であってもなくても同じだと言った手前、寺本は言葉につまった。が、渋々頷く。

「……わかりました、そのままでいきましょう」

　おお、けっこうあっさり折れた。

　今までこちらも必要以上に意地になっていたのかもしれない。視聴率がとれていなかったことで、気持ちが後ろ向きになっていたのは間違いない。

　北見君のおかげだな。










　打ち合わせを終えた直登は、局の近くの居酒屋で一人、一杯やりながら夕飯を食べた。一応寺本も誘ってみたが、仕事があるからと断られた。

　帰りに北見が働くコンビニエンスストアへ行くことにした。深夜勤務が始まる時間には早いからいないだろうが、もしかしたら早めに来た彼に会えるかもしれないと思ったのだ。

　大学を通りすぎ、足取り軽く歩いていたそのとき、湯澤さん？　と背後から呼ばれた。

　肩越しに振り返ると、北見が駆け寄ってきた。

　あ、ほんとに会えた。

　嬉しくて立ち止まった直登を、彼は目を丸くして見つめる。

「やっぱり湯澤さんだ。どうしたんですか」

「どうって……。ああ、今日は打ち合わせがあったから」

　いつもと違う出いで立たちに驚いているのだと気付く。今日は久しぶりに丹念に髭を剃り、髪も整えている。ジャケットとパンツ、革靴という小ぎれいな服装だ。ジャケットの襟元を正して北見に向き直ると、彼は鋭い頰のラインをわずかに赤く染めた。

　あれ、北見君もしかして俺のこと恋愛の意味で好きなのか？

　ノンケだと思っていたが、まだ男もいけると気付いていないだけかもしれない。

　ぐるぐると考えている間に、北見は眩まぶしいものを見るように目を細めた。

「誰かと思いました。そういうきちんとした格好も似合いますね」

「ありがとう。ちゃんと社会人って感じがするだろ？」

「はい、かっこいいです。あ、いつもの湯澤さんもかっこいいですけど」

　頰を染めつつもはっきりと褒ほめた北見に、直登は笑った。

「お世辞言わなくてもいいよ。いつもはほんとだらしないし」

「普段着なんだからだらしなくてもいいでしょう。仕事のときにパリッとしてるのはギャップがあってかっこいいですよ」

　熱心な口調に、内心で首を傾かしげる。

　恋愛とかじゃなくて、単純に年上の男への憧あこがれなのかな。

　けど俺、いくらオシャレな格好してても憧れられるような感じじゃないと思うんだけど。

　マスメディアに顔を出していたときも、女性やゲイの若い男性に受けはよかったが、一般男性にはそれほど支持されなかった。なまじ端整な面立ちだったので、かっこつけやがって、と思われたのかもしれない。

　とにかく、好意を持たれていることは確かのようだ。

「北見君はこれからバイト？」

「あ、はい」

「そうか、がんばって。週末、楽しみにしてるから。あ、そうだ、今お金渡しとくよ。北見君がバイト中に渡すのも変だし」

　道の端に寄ってポケットから財布を取り出す。抜いたのは一万円札だ。

「北見君の手間賃込みで、これで足りるかな」

　差し出すと、北見は慌てたように首を横に振った。

「こんなにもらえません。この前のお礼なんだから、手間賃もらったら意味ないですよ」

「じゃあ出張費ってことで収めといてよ。そのかわり旨い飯作ってね。楽しみにしてる」

　ぽんと広い肩を叩く。

　するとようやく北見は万札を受け取った。

「わかりました。特別美味しいの作りますから、期待しててください」

　真剣な口調で言う北見に、直登は思わず微笑んだ。こういうところはなんとも好ましい。

「北見君、実家の洋食屋さん継がないの？」

「はい。親は好きにしろって言ってくれてますし、今高一の弟が継ぐって言ってるんで」

　並んで歩き出しながら話をする。

「そうか。じゃあ北見君は卒業したら東京で働くんだ」

「そのつもりです。就職できるかどうかわかりませんけど、文具メーカーで働きたいと思ってます」

「食品業界じゃないんだ？」

「叔父が文具メーカーで働いてるんですよ。いろいろ話聞いたりして、子供のときから憧れてたんです」

「へえ、そうなんだ」

　弟がいるから面倒見がいいっていうか、母ちゃん的な発想になったりするのかも……。

　年下らしい素直さと強情さも、年より大人びて感じられる物言いも、どちらも嫌いではない。

　これから北見との関係がどう転ぶかはわからないが、週末が楽しみだ。










　北見は約束した時間の五分前に直登のマンションにやってきた。両手に大きなエコバッグを提さげていて、それが妙にツボにはまった。

　二十歳の男子学生がエコバッグ。かわいいじゃないか。

　ちょっと時間がかかるんで、仕事があるなら仕事しててください。できたら呼びますから。

　そう言われて一度は仕事部屋に引っ込んだものの、どうしても気になって、一時間もしないうちにキッチンへ足を向けた。ドアを開けた途端に食欲をそそる香りが鼻び腔こうをくすぐって、ぐううと腹が鳴る。

　うわ、匂いだけですげぇ旨そう。

　直登に気付いた北見は顔を上げ、微笑んだ。黒のエプロンがよく似合っている。腕まくりをした袖そでから覗く筋肉質な腕は、こんがりとした小麦色だ。

「すみません、まだもう少しかかります」

「そっか、ありがとう。仕事がひと段落したからダイニングで待っててもいい？　せっかく来てくれたのに一人で料理させとくのも悪いし、俺も北見君が料理してるとこ見たいから。あ、でも俺がいたら邪魔になるか」

「いえ、全然邪魔じゃないです。傍そばにいてくれたらいろいろ話せるし、嬉しいです」

　照れくさそうに言った北見に、直登も嬉しくなった。好みではない容姿だが、反応がかわいい。

　ダイニングのテーブルに腰かけた直登は、キッチンでせっせと料理をしている北見を眺めた。本人が得意だと言っていただけあって手際がいい。

「凄いな、北見君。それだけ料理できたらもてるだろ」

「もてませんよ。だいたい、好きでもない人にもてても意味ないですし」

「ていうことは、やっぱりもてるんだな」

　それなりにもてた己の大学生活を思い出す。料理も掃除もろくにできない、その上貞操観念も若じゃっ干かん緩ゆるい男だったにもかかわらず、男女が言い寄ってきた。そこそこ有名な演劇サークルで脚本を書いていることも、もてる要素のひとつだったと思う。年上が多かったのは、直登に甘やかされるより、甘やかしたかったのだろう。

「北見君はサークルとか入ってるの？」

「一応マラソン同好会に入ってます。中高と陸上部だったんで。でもバイトと講義が忙しくて、あんまり活動はできてません」

「へえ、陸上か。爽さわやかな恋愛してそうだなあ」

　からかうように言うと、北見はちらとこちらを見遣った。

「湯澤さんこそ、もてるでしょう」

「もてたことはあるよ。けど今は全然」

「ほんとですか？　キッチンもずっと使ってないって言ってたのに凄くきれいだし、鍋とかフライパンとか最低限の調理器具はちゃんとそろってるし、皿もいろんな種類があるし」

　拗すねているように聞こえるのは気のせいだろうか。

「北見君が来てくれるから、午前中にクリーニング頼んだんだよ。せっかく作ってくれるのに、汚いとこで料理させるわけにいかないだろ。フライパンとか皿は通販で買った」

　どちらも本当のことだ。湯を沸わかすぐらいしかしていなかったキッチンは、あちこちに埃ほこりが溜まっていた。自分で掃除するのは無理だと思ったので業者に来てもらったのだ。調理器具や皿はネット通販で少しずつ集めた。脚本がスムーズに書けていることも影響していたのだろう、自分でも浮かれているのがわかって一人苦笑した。

　北見は瞬きをした後、ばつが悪そうに視線をそらす。

「それは、ありがとうございます」

「なんで北見君が礼を言うんだよ。礼を言うのはこっちの方だ。外食はお金さえ払えばいくらでもできるけど、手料理はそうはいかないから」

　直登の真面目な口調に、北見の鋭いラインを描く頰が緩んだのが見えた。

　仕事でアシスタントディレクターや俳優など、十歳以上年の離れた人と話すことはあった。姉の子供である六歳と三歳の甥おいっ子と遊んだことはあるが、彼らは子供なので若者とは違う。プライベートでこんなに年の離れた人──青年と呼べる年齢の人と付き合うのは初めてである。新鮮だ。

「はい、お待たせしました。できましたよ」

　北見が明るい声で告げる。

　直登はついていた頰ほお杖づえをはずした。

「ありがとう。俺、何か手伝おうか」

「いいですよ、座っててください」

　北見はきれいな白い厚紙を二枚、テーブルに置いた。ランチョンマットの代わりらしいそれの上に、料理が盛り付けられた皿と箸を次々に並べていく。

「できるだけ野菜がとれるようにしましたから」

「わ、すげぇ旨そう！」

　ハンバーグはまだじゅうじゅうと音をたてていた。醬しょう油ゆベースのたれを染み込ませた大根おろしで食べるらしい。付け合わせは山盛りのにんじんとブロッコリーだ。他に野菜ときのこがたっぷり入った味噌汁と、ワカメと春はる雨さめのサラダもある。想像していたのとは少し違う和風のメニューだ。最後に出てきたのは、ほくほくと湯気をたてる白いご飯だった。

「うち炊飯器ないのにどうやって炊たいたの？」

「鍋で炊きました」

「ご飯って鍋で炊けるんだ！」

　鍋どころか炊飯器ですらご飯を炊いたことがない身としては、感心しきりだ。

「炊飯器があった方が楽だし、もうちょっと早くできたんですけどね」

「そうか、そうだよな。ごめん」

　思わず謝ると、エプロンをはずした北見は仕方ないなあという風に笑った。

「炊けたんだからいいですよ。多めに炊きましたから、後で湯澤さんの好きなおかかのおにぎり作っておきますね」

　定食屋からの帰りに少しだけ話したことを覚えていてくれた北見に驚く。

　すると彼は悪戯っぽい視線を向けてきた。

「ゲン担ぎも大事ですけど、好物を食べた方が仕事が捗るんじゃないかと思って。具は削けずり節ぶしに醬油かけたやつでいいですか？」

「うん、それがいい」

「じゃあ食べやすいように小さめのをいくつか作りますね。今日の夜食か明日の朝に食べてください」

「ん、嬉しい」

　自然と笑顔になりながら、正面に腰を下ろした北見にありがとうと礼を言う。

　二年前に引っ越してきてから、遊ぶことはあっても恋人はいなかったので、このテーブルに自分以外の誰かが座るのは初めてだ。しかも美味しそうな料理が並んでいて、好物のおかかおにぎりまで作ってくれるという。幸せだ。

「じゃ、いただきます」

　軽く頭を下げ、早さっ速そく箸はしを手にとる。口に運んだハンバーグは、肉汁がたっぷり含まれていた。中までしっかり火が通っている。大根おろしのおかげで後口はさっぱりだ。

「旨い！」

　直登を見守っていた北見は、ほっと息をついた。

「そうですか、よかった」

　北見もいただきますと手を合わせて食べ始める。

　直登は更に箸を進めた。サラダも味噌汁もご飯も、付け合わせの野菜まで旨い。

「あー、ほんと旨い。どれも旨い。北見君、凄いな」

「ありがとうございます」

　白米を頰張りつつ、北見は嬉しそうに笑う。

　その笑顔に、旨い料理でただでさえ緩んでいた頰がますます緩んだ。

「なんか、あのとき奢って逆に申し訳なかったな。俺の方がいい思いしちゃった」

「いえ、いい思いしたのは俺の方です」

「鍋でご飯を炊かされたのに？」

　からかうように言ったが、はいと北見は真面目な顔で頷いた。静かに箸を置き、まっすぐに直登を見つめる。

「湯澤さんと話せるようになったし、連絡先を交換できたし、うちにあげてもらえたから」

　直登はハンバーグに伸ばした箸を思わず止めた。

　え、北見君、俺のことそういう意味で好きなの？　しかもそれをよりによって今言う？

　内心で焦あせっている間に、北見は真剣な顔で続けた。

「俺、コンビニで湯澤さんを見かけるようになって、ずっと気になってたんです。話せるようになって、もっと好きになりました。俺、まだ学生やし十四歳も年下やし、湯澤さんにしたらすげぇガキだと思いますけど、好きなんです。もしよかったら、俺と付つき合おうてくれませんか」

　直登は視線をそらすこともできず、北見を見つめ返した。言葉に滲んだ関西の訛りが、北見がいかに緊張しているか、そしていかに本気かを伝えてくる。

　──悪い気はしない。

　ていうか、けっこう嬉しい。

　こんな風にまっすぐに、一いち途ずに想いを告げられたのは随分と久しぶりだ。

「……だめですか」

　黙ってしまった直登に不安になったのか、今し方までの強い口調はどこへやら、北見は恐る恐る尋ねてくる。

　直登はハッと我に返った。宙に浮かせたままだった箸をゆっくり下ろす。

　心の内に戸惑いがないと言えば噓になる。が、嫌悪は全くなかった。

「あー、いや、だめってことはないよ」

「ほんとですか？」

　パッと顔を輝かせた北見に、うんと頷いてみせる。

「北見君のこと嫌いじゃないのは確かだから。けど正直、そういう意味で好きになれるかどうか、今んとこよくわかんないんだ。だからずるいかもしれないけど、とりあえず付き合ってみるってことでいいかな」

「はい……！　よろしくお願いします！」

　北見は勢いよく頭を下げた。その耳は歓喜からか赤く染まっている。

　うん、やっぱりかわいい。

　抱けないこともないかもしれない。

「北見君」

　呼ぶと、北見はまた勢いよく顔を上げた。精悍な面立ちはやはり真っ赤だ。

「もう食べていい？」

「え、あっ、はい！　すみません、どうぞ」

　直登は再び箸を動かした。頰張ったハンバーグは、告白される前と変わらずに──、否いな、それ以上に旨かった。










「遅くまですみませんでした」

　玄関で靴を履はき、律儀に頭を下げた北見に、いいよ、と直登は笑った。

　時刻は夜の十時だ。二人で後片付けをした後、他愛もない話をしただけなのに楽しくて、あっという間に時間が経たってしまった。そろそろ帰りますと言った北見に、もっといればいいのに、と思ったのは秘密だ。

「あの、また来てもいいですか？」

　真剣な面持ちで尋ねてきた北見に瞬きをする。一応でも付き合うことになったのだから、いいに決まっている。

「もちろんいいよ。またおいで」

　頷いてみせると、北見はパッと顔を輝かせた。

　あ、すげぇかわいい。

　衝動的に腕が伸びた。玄関口に降りているために、いつもより低い位置にある北見の頰に手を添え、ちゅ、と音をたてて唇に口づける。
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　刹那、北見は硬直した。

「ちょ、湯澤さんっ」

「付き合ってんだからキスくらいいいだろ」

　ニッコリ笑ってみせた直登に、そうですけど、と北見は口ごもった。顔だけでなく、首筋や耳も見事なほど真っ赤になっている。

「あの、また連絡します。お邪魔しました」

「うん、気を付けて帰ってね」

　ぎくしゃくと頭を下げた北見は、名な残ごり惜おしげにしながらもドアの向こうへ消えた。

　ほんとかわいいな、北見君。

　胸の辺りがくすぐったくなって、直登は無意識のうちに鼻歌を歌った。足取り軽くダイニングへ戻る。

　テーブルの上には、ラップがかけられた皿が置いてあった。小さめに握られたおかかのおにぎりが三つ並んでいる。北見が作っておいてくれたのだ。

　直登はラップをはがし、そのうちの一つを手にとった。がぶりと頰張ると、小さめだったせいか、すぐにおかかにたどり着く。ほどよい醬油味に頰が緩んだ。

　おかかだけではない。柔らかく握られた白米といい、しっかり巻かれた焼き海の苔りといい、好みそのものだ。

　もしかしたら俺は、凄くいいコと恋人になったのかもしれない。










「湯ゆ澤さわ、何かいいことあった？」

　若じゃっ干かん無理がある上目遣いで見つめてきた尾お沼ぬまに、直なお登とは正直に頷いた。

「ありました」

　尾沼に連れられてやってきたのは、彼の行きつけの小料理屋だ。居酒屋のような賑にぎやかさはなく、落ち着いた雰囲気が心地好い。前に飯食いに連れてってくださいと言ったことを覚えていてくれたらしく、奢るから食べに行かない？　と誘われた。

「やっぱり。この前と違って顔色いいし、目に力があるからそうだと思ったわ」

　尾沼はニコニコと笑う。今日は大きな花柄のジャケットを纏まとい、両の耳に金のピアスをつけている。

「仕事、うまくいってるの？」

「そこそこうまくいってますよ。この前は相談に乗ってもらってありがとうございました」

　かぼちゃの煮物を口に運びつつ、直登はペコリと頭を下げた。脚本も残すところ三話となり、物語の佳か境きょうに入った。

　主人公は年下の男と付き合い始めたものの、ジェネレーションギャップや周囲の好奇の視線に戸惑い、本当にこのままでいいのかと悩み始める。そんなとき、同い年で彼女に好意的な男が支社から転勤してくる。彼女も一緒にいて楽しく、気を遣わなくてもいいその同僚のことが気になる。さて、彼女の選択は、という最終回に向けての山場だ。

　主人公の苦悩を書きながらも、直登自身は、この人真面目すぎるっていうか保守的だな、と若干冷めている。

　好きなんだったら誰にどう思われてもいいじゃん。自分が年下のカレシを選んだくせに、ぐだぐだぐだぐだ愚痴こぼしてめんどくさい。そんなに悩むんだったら別れりゃいいのに。

　しかしその気持ちは脚本には出ない。主人公に感情移入して書くタイプの脚本家もいるが、直登はそうではないのだ。だから自分が書いた脚本を読んで、泣いたり笑ったりしたことはない。そのことが寺てら本もととぶつかる原因のひとつにもなっていると最近気が付いた。脚本家の直登より、寺本の方が感情移入している。だから意見に相違が生まれる。

　寺本とはいまだにぶつかっているが、以前よりはましだ。うまく自分の意見を通すことができている。

「仕事がそこそこうまくいってるだけじゃ、そんなに浮上しないわよね。枯れたこと言ってたけど、ひょっとしてカレシかカノジョでもできた？」

「うん、まあ」

　隠す必要もないので頷くと、尾沼は目を丸くした。

「何その余裕な感じ！　じゃああのとき言ってたことは噓だったの？」

「噓じゃないですよ。あのときはほんとに枯れてました」

「じゃあつい最近できたのね。よかったわあ」

　尾沼は両手を胸の辺りで組み、上半身をくねらせる。

　北きた見みに付き合ってくれと言われてＯＫしてから約二週間が経たった。深夜のコンビニエンスストアへ通う目的がオムライスおにぎりとおでんを買うためではなく、北見の顔を見るために変わった。ちなみにおでんは買い続けているが、オムライスおにぎりを買うのはやめた。

　北見は尽くす男だった。時間があると食事を作りに来てくれる。掃除もしてくれる。しかし少しも恩着せがましくなく、こちらが物で返そうとしても拒こばむ。以前北見に連れていってもらった定食屋で食事を共にしたときも、バイト代が入ったからと奢ろうとした。金がないときでも、自分の分は自分で払おうとする。

　メールを返すのが遅くなっても文句を言わない。仕事で出かけただけなのに、どこで誰と会っていたのか、どういう関係なのかと問いつめてくることもない。どこかへ連れて行け、何かを買ってくれとねだることもない。にもかかわらず、こちらが寂しいと感じない程度に連絡をくれる。

　だからといって、直登の機嫌を窺うかがっているばかりではない。そこは実家の母ちゃんで、あまりだらしなくしていると叱られる。

　すげぇラク、というのが正直な感想だった。

　もともと来る者拒まず、去る者追わずの受け身の恋愛ばかりしてきたが、相手にはいろいろなタイプがいた。尽くしてくれるタイプがほとんどだったけれど、束縛が激しかったり、嫉妬心が強かったり、あるいは何でもかんでも直登の言う通りにするイエスマンになってしまうこともあった。また、年が少しばかり下だと、物や旅行をねだられることが多かった。メールやラインにすぐに返信しないと責められた。

　北見は十四歳も下なのに、何もねだらない。直登が自分の家用に炊飯器を買っただけで、たいそう喜んだ。いい炊飯器を買ってくれたから、美お味いしいおかかおにぎりができますよ。

　その言葉の通り、うちに来てくれたときには必ずおかかおにぎりを作り置いてくれる。これがまた漏れなく旨い。いくらゲン担かつぎとはいえ、オムライスおにぎりを食べ続けていた自分が滑稽に思えた。どうやら必要以上に意固地になっていたようだ。

　外見が俺好みだったら完璧なんだけどなあ、などと勝手なことを思ったのは最初のうちだけだった。とにかく、北見は健けな気げでかわいい。

「で、もうやったの？」

　声を落として問われ、ごほ、と直登はむせた。

　正面に腰かけた尾沼は興味津しん々しんの顔をしている。

「まだやってません」

「え、ほんと？　付き合ったその日のうちに、ノンケも処女もあんあん言わせてたあんたが？」

「ちょっと、人をケモノみたいに言わないでください。尾沼さんだって据すえ膳ぜんは食う主義でしょ」

「そりゃ食うわよ。当たり前でしょ。ま、今は操みさおを守ってるからお断りしちゃうけど」

　間かん髪はつをいれずに言った尾沼に、直登は首をすくめた。

「俺も同じですよ。今回の相手は、そう簡単にはいかないんです」

「やだ、凄すごく大事にしてるのね……。一回枯れたのがよかったのかしら」

　尾沼は感心したようにうんうんと頷く。

　北見とは軽く触れ合わせるキスはしたが、ディープなキスはしていない。もちろんセックスもしていない。なにしろセックスできそう、と思ったのはごく最近なのだ。北見もそのことに気付いているのか、過剰な接触はしてこないし、誘ってもこない。

　そこがまた健気っていうか、かわいいっていうか。

　北見は二十歳そこそこの健康な男だ。よほど我慢しているに違いない。

「まあでも、そろそろかなとは思ってます」

「そうなのね。どんなコか知らないけど、うんと優しくしてあげるのよ。あと、仕事も油断しないでがんばってちょうだい。期待してるわよ！」

　ぽんと肩を叩かれ、はいと素直に頷く。

　俺が付き合ってるのが十四歳年下の体格のいい男だってわかったら、尾沼さんびっくりするだろうな……。










　その日の深夜、直登はコンビニへ向かった。無ぶ精しょう髭ひげを生はやしたまま、ダウンジャケットにスウェットのズボン、スニーカーといういつもの格好だ。

　中へ入ると、レジにいた北見とすぐに目が合った。いらっしゃいませ、と声をかけてきた彼は嬉しそうに笑う。暖房のきいた暖かい空気のせいだけでなく、その笑顔を目にしたせいで自然と直登の頰も緩ゆるんだ。

　深夜零れい時をまわった店内は、そこそこ混雑していた。カゴを提さげて直行したのは惣そう菜ざいの棚だ。おからの煮物とグリーンサラダをカゴに入れる。北見がご飯を冷凍しておいてくれたので、おにぎりは買わない。

　少し考えて、菓子売り場へと移動した。新商品のチョコレート菓子の箱がたくさん並べられている。菓子にしては高価なそれもカゴに入れた。

　ちょうど空いたレジへ行くと、北見は再びいらっしゃいませ、と言った。煮物とサラダが入っているのを確認してニッコリと笑う。実家の母ちゃん的には合格だったらしい。

「今日はおでんはどうします？」

「ください。大根とちくわ」

「大根とちくわですね。かしこまりました」

　早さっ速そく器うつわにおでんを入れ始めた北見が話しかけてくる。

「湯澤さん、甘いもの好きでしたっけ」

　カゴに入れたチョコレート菓子に目をとめたらしい。

「いや、そんなに好きじゃないよ」

「じゃあなんでチョコ買ったんです？」

「北見君が甘いの好きだから」

　え、と小さく声をあげた北見に、ニッコリ笑ってみせる。

「この前テレビでＣＭやってたの見て、食べてみたいって言ってただろ」

「俺のために買ってくれたんですか？」

「これだったら受け取ってくれるだろうと思って」

　直登の言葉に、北見はうっすらと頰を染めた。高い物を買ってあげたり、旅行へ連れて行ったりするより、彼はこういうさりげないプレゼントの方が嬉しいらしい。

「明日、うちに来たときにあげる」

「今くれないんですか」

「うちに来る楽しみがあった方がいいだろ」

「チョコがなくても湯澤さんに会えるっていうだけで、俺は楽しみで仕方ないですよ」

「そう？　嬉しいな」

　赤面しながらも言い返してきた北見に、直登は笑った。大人ぶろうとしているのか、恋人らしくしようとしているのかはわからないが、微笑ましい。

　品物が入った袋を受け取るついでに、防犯カメラや外から見えないよう、袋の陰で指先を触れ合わせる。

　北見は、びく、とわずかに肩を震わせた。が、避けようとはしない。

「じゃあ明日、待ってるから」

「はい、楽しみにしてます」

「俺も」

　囁いて指先を離し、バイバイと手を振る。北見は照れたようにうつむき加減になりつつも、手を振って返してくれた。

　やっぱりかわいい。今の北見君なら抱ける。

　よし、決めた。明日抱こう！










　約束の時刻の五分前に、北見は家で作ったという煮に豚ぶた持参でやってきた。白いご飯とよく合うその煮豚の他、焼いたほっけ、小松菜と油あぶら揚あげの煮びたし、タマネギの味噌汁を出してくれた。どれも文句なしに美お味いしかった。

「北見君の実家って洋食屋さんなんだろ？　でも作ってくれるのは洋食屋っぽくないメニューが多いよね」

　北見が洗った皿を布巾で拭ふきながら、直登は首を傾かしげた。こうして二人で後片付けをするのが習慣になりつつある。

「野菜がたくさん食べられて、脂肪とか糖分少な目のメニューを考えたら、自然と和食っていうか家庭料理になったんです。和食、嫌いですか？」

「いや、好きだよ。ただ洋食以外も凄すごく美味しいから凄いなと思って。ていうか、俺のために和食作ってくれてたんだな。ありがとう」

「いえ、そんな。湯澤さん好き嫌いがないから作りがいがあるし、楽しいですよ。今日もおかかのおにぎり作っておきましたから、食べてくださいね」

　北見は茶碗を洗いながら嬉しそうに言う。

　胸の奥がじわりと熱くなるのを感じた。かわいいなあとしみじみ思う。

　こういうの、ほんとに久しぶりだな。

　もてていたときにもこんな感覚はなかったから、大学生の頃以来かもしれない。いや、へたをしたら高校生の頃以来か。

「チョコひとつあげるぐらいじゃお返しにならないな」

「そんなことないですよ。食費も光熱費も出してくれてるのは湯澤さんですから。俺は料理してるだけだし」

「社会人がお金を出すのは当たり前です。ほんとは俺も料理ができるといいんだけど、全然だめだしなあ」

「湯澤さんが料理できたら、俺が湯澤さんにしてあげられることがなくなっちゃうでしょ。できないままでいいですよ」

　皿を洗い終えた北見は、タオルで手を拭きながら笑った。

「そう？　じゃあとりあえずチョコ以外のお返しはこれでいいかな」

　十センチほど背が高い北見の肩に手をかけ、頰に軽くキスをする。

　すると北見は瞬またたく間に赤くなった。

「……もうちょっともらってもいいですか？」

　直登が今日、北見を抱こうとしているのが伝わったのかもしれない。わずかに掠かすれた甘い声と、こちらを見つめる潤うるんだ瞳から、北見が欲情しているのがわかる。直登も体の芯が熱くなるのを感じた。

「ん、いいよ」

　囁いて、今度は唇に軽くキスをする。すぐに離したのはわざとだ。

「湯澤さん」

　物足りなかったのだろう、北見が焦じれたように呼ぶ。彼の若さと青さを実感して頰が緩むのを感じながら、もう一度唇を合わせた。今度はすぐには離さず、男らしいくっきりした唇を食はむように啄ついばむ。

　するとぐいと肩をつかまれた。薄く開いた唇の隙間から、もどかしげに濡れた感触が差し込まれる。荒々しく口内を探る舌に己の舌を押しつけ、落ち着けと宥なだめる。

　しかし北見の勢いは止まらなかった。更に深く唇を重ね、貪むさぼるように口づけてくる。

　ぬるぬると舌が絡からみ合あった。くちゅ、ぴちゅ、と淫らな水音が頭の中に響く。

　こんな前ぜん戯ぎのような激しいキスは、随分と久しぶりだ。気持ちがいい。

　が、主導権を握られているのは不本意だ。どうにか優位に事を進めようと舌を動かすが、北見の方が体格がいいため、なかなかうまくいかない。息苦しくて仰あおのく形になった頭を、北見の大きな手が支えた。筋肉質なたくましい腕が腰にまわる。

「ん、ぅん……」

　喉のどの奥から漏れた声は、苦しげでありながら艶なまめかしく濡れていた。

　それが合図だったように、ようやく北見が口づけを解く。ちゅ、という淫いん靡びな水音をたてた唇と唇が、ごく細い糸で結ばれた。儚はかないそれは、ふ、とすぐに切れる。

　うっすら目を開けると、ごく近い距離に北見の顔があった。意外と睫まつげが濃い。熱っぽく潤んだ漆黒の瞳に一いち途ずに見つめられ、ただでさえ激しく脈打っていた心臓が跳ねた。

「……俺、下へ手たでしたか？」

　恐る恐る問われ、思わず笑いが漏れる。

「下手じゃなかったよ。上手でもないけど」

　囁いた声は甘く掠れた。

　北見はしゅんと目を伏せる。

「すみません……」

「謝らなくていいよ。若いのに、あんまり上手かったら引く」

　しょげている青年の唇に、直登は、ちゅ、と音をたててキスを贈った。

「ベッド行って続きしようか」

「え、いいんですか？」

　目を見開いた北見の頰に手を添え、親指で撫でてやる。

「うん、いいよ。北見君は俺とするの嫌じゃない？」

「まさか。凄くしたいです」

「正直だな」

「だめですか？」

　尋ねた北見の掌てのひらが、彼の頰に添えた直登の手に重なる。ひどく熱い手だ。

「だめじゃないよ。俺もしたいから」

　ごまかさずに本心を告げた直登は、北見の手をつかみ返した。その手を引いて寝室へ導く。

　ためらうことなく仕事場にもなっている部屋のドアを開けたのは、こういうことになるかもしれないと整理整せい頓とんしておいたからだ。パソコンや資料等の仕事関係の物はクローゼットにしまっておいたし、掃除機もかけてシーツも取り替えておいた。ベッドサイドに置いてある棚にローションとゴムも準備済みだ。

「ベッド、シングルなんだ。狭くてごめん」

「狭い方が湯澤さんとくっつけるから嬉しいです」

「かわいいこと言うなあ」

　クスクスと笑いながらベッドの脇で北見に向き直り、キスをする。すぐに口づけが深くなった。あふれた唾だ液えきをすすられ、舌をきつく吸われる。夢中になっているのがわかるキスだ。

　若いな。かわいい。

　愛いとしさと官能を覚えながら敢あえて好きにさせた直登は、北見の方へ体重をかけた。予想していなかったのか、彼はベッドに腰を落とす。

　離れた唇から、あ、と小さく声をあげたのは北見の方だ。その唇に上から口づけた直登は、彼をベッドに押し倒した。そしてこのときとばかりに持てる限りのテクニックを使い、キスをする。

「ん、ん……」

　喉の奥から声を漏らしたのは、やはり北見だった。直登の肩を撫でていた手が、もどかしげにセーターとシャツをたくしあげる。

　露あらわになった素肌に、暖房がきいているはずの空気が冷たく感じられた。それだけ体が熱くなっているのだ。

　直登もキスを続けながら、北見のシャツのボタンをはずした。たちまち石せっ鹼けんと彼自身が持つ青い匂いが混じり合った香りが鼻び腔こうをくすぐる。

　ああ、いい匂いだ。そそる。

　張りつめた肌に掌を這わせる。今まで抱いてきた男の瘦やせた胸とは違って、筋肉質な硬い胸だったが、萎なえることはなかった。

　よし、いける。

「ん、ふ……、あ、湯澤さん……」

　すんなりと伸びた首筋に吸いつきながら、うん？　と返事をする。

「あっ……、あの……、俺も、したいです……」

「いいよ、北見君は何もしなくても……。俺が、気持ちよくしてあげるから……」

　しっかりとした骨太な鎖さ骨こつに舌を這わせ、引き締まった腹を撫でながら囁く。北見はびくびくと体を震わせた。形の良い唇から押し出される息は甘い。

「けど……、俺も、湯澤さんに、触りたい……」

「そうなんだ……？　やっぱりかわいいな、北見君」

　頰を緩めて囁いた直登は、再び唇に口づけた。

「んう、ん」

　舌を差し入れて口内の敏感なところを愛撫してやると、北見は低い声を漏らした。震える手が直登の綿のパンツのファスナーを下ろす。続けて背中にまわった手が、パンツと下着をまとめてくぐり、中に入ってきた。そのまま熱い掌で宙に浮いた尻をやや乱暴に撫でまわされ、ぞくぞくと背筋に痺しびれが走る。

　我知らず腰を揺らすと、強引に下着ごとパンツを下ろされた。たちまち性器と尻が剝むき出だしになる。

　積極的なのは嬉しいけど、それはまだ早いだろう。

　まずは北見の中を解ほぐさなくては入らない。

「北見君、だめだよ……」

　わずかに唇を離し、吐息まじりに叱る。

　北見は荒い息を吐きながら、苦しげに眉を寄せた。

「なんで……、嫌ですか……？」

「まだ早いって……」

「したいって、言ってくれたじゃないですか……」

「うん……、したいし、するけど……。ちょっと待って」

「嫌です……。ここまできて、もう待てへん……」

　関西の訛なまりで言った北見の手が尻を撫で、外気にさらされた後ろに指をひっかける。

　ぅわ！　と直登は思わず大きな声を出した。考えるより先に北見の上から飛とび退のく。

　が、腿の辺りまでパンツと下着が下げられていたため、ベッドに尻もちをついてしまった。

「す、すんません！　痛かったですか？」

　慌てたように上半身を起こした北見を、直登は呆然と見つめた。
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　こちらを見つめ返してきた目には、怯おびえと猛たけ々だけしい情欲とが映っていた。ボタンがはずれたシャツから覗く胸は上気していてたくましい。

「き、北見君……」

「はい……」

「もしかして、俺を抱くつもりだった……？」

「そうですけど……」

　なぜそんな当たり前のことを聞かれるのかわからない、という顔で頷いた北見に、一瞬で血の気けが引いた。

「え、俺、北見君より十四も年上の中年のオッサンだよ？　きれいでもないしかわいくもないしだらしないし、無精髭だし料理もできないし」

　ほとんど衝動的に言いつのると、北見は瞬まばたきをした。精悍な面おも立だちに浮かんだのは、直登には場違いに見える照れたような笑みだ。

「俺、年上の人が好きなんです。俺から見たら、湯澤さんは凄くかわいいですよ。だらしないところも無精髭もかわいい」

「カワイイ……？」

「はい。湯澤さんみたいに何もかもかわいい人に会ったのは初めてです。それに凄くエロくて色っぽい」

　真面目な顔で頷いた北見だったが、ふいに赤面した。

「あの、俺が脱がせといてアレですけど、ズボン上げてもらえますか」

　へ、と間の抜けた声をあげた直登は、尻と性器が丸出しであることに気付いた。北見の困ったような、しかし熱っぽい視線をそこに受けて、慌ててパンツを下着ごと引き上げる。

　一部始終を見ていた北見は、ふと我に返ったように瞬きをした。

「もしかして湯澤さん、俺を抱くつもりだったんですか？」

「あ、うん……」

　外見が全く好みではない北見を抱けるのか。それが一番の問題であって、自分が抱かれるなんて欠片かけらも考えていなかった。

　しかし北見は相当驚いたらしく、目を見開く。

「俺、かなり筋肉質な男らしい男ですよ。かわいくもないしきれいでもないし。あ、もしかしてそういう男を抱くのが好きなんですか？」

「いや、そういう趣味の人もいるけど、俺は違う。きれい系の男が好きだ」

「けど俺、全然きれいじゃないですよね」

「それはそうだけど、好きになっちゃったから……」

　抱かれそうになった衝撃から抜けきれなくて呆然と本音をつぶやくと、北見はパッと顔を輝かせた。

「ほんとですか？　嬉しいです」

「いやいやいや、喜んでる場合じゃないだろ。あのね、俺、生まれてから今まで一回もアナル使ったことないの。こう見えてバリタチなの」

「そうなんだ」

　眩しいほどの笑みを浮かべた北見に、嫌な予感がして顔をしかめる。

「……なんでそんなに嬉しそうなんだ」

「湯澤さんの初めては、まだ大事に取ってあるってことでしょう？　嬉しいです」

　本当に嬉しげな物言いに、直登は頰がひきつるのを感じた。

　だめだ。これだけ言ってもまだ俺を抱く気満々だ。

「別に大事に取ってたわけじゃない。それに俺の初めてを北見君にあげるとは一言も言ってないぞ。ていうかなんで俺が抱かれる前提になってんの。北見君が抱かれてくれたら全部解決するんだけど」

「なんでですか。湯澤さんの方がずっとかわいくてエロいのに」

「俺はかわいくない。あとエロいのは経験の数が違うから、若い奴よりはかなりエロいと思うけど、北見君が言ってる種類のエロじゃないから。やられる方じゃなくてやる方のエロだから！」

　自分でも何を言ってるのかよくわからなかったが、とにかく言い返した直登は深呼吸した。

　落ち着け。セックスの経験だけじゃなくて、人生の経験も恋愛の経験も、俺の方が確実に上だ。

　なんといっても、北見より十四歳も年上なのだ。

　ゴホンと咳せき払ばらいをしてベッドを下りる。

「……とりあえず、今日はもうやめておこうか」

「はい、そうですね」

　やけに素直に、そしてやはり嬉しそうに頷いた北見に、直登は顔をしかめた。

「時間置いてから抱かせるとか、そういうわけじゃないからね」

「でも俺のこと、好きになってくれたんですよね？」

「それは、そうだけど……」

　口ごもると、北見は愛しげに目を細めてこちらを見た。ドキ、と心臓が跳ねる。

「今はそれで充分です」

　北見は嚙かみしめるように言う。

　抱かれそうになったパニックはまだ治まっていなかったが、そんな彼を嫌だとは思えなくて、直登は狼狽うろたえた。どうやら自分で考えていた以上に、北見のことを好きになっていたようだ。

　でも、抱かれるのは無理だから！










　北見は実にいい笑顔で帰って行った。直登が自分を抱こうとしていたことより、好きになってもらえていたことの方が、彼にとっては大きかったらしい。

　セックスは落ち着いてからすればいいですよ。

　別れ際、本来なら直登が言うべき言葉を、北見は口にした。

　落ち着いてからって……。北見君若いし、したいだろ？　我慢できるの？

　できますよ、と北見はけろっと言った。

　したいですけど、無理矢理はしたくないですから。せっかく好きになってもらえたのに、そんなことして嫌われたら元も子もないじゃないですか。だから凄くしたいけどしません。

　肉食系なのか草食系なのか判然としない発言をどう受け取っていいかわからずに沈黙すると、北見はニッコリと笑った。そして、また連絡しますね、今度はグラタン作りますから、と言った。思わず頷いたのは、彼が作ってくれるグラタンを食べたいと思ってしまったからだ。完全に胃袋をつかまれている。

　それにしても何なんだろう、北見君のあの危機感のなさっていうか、ポジティブさっていうか、人の話を聞いてるようで聞いてない感じは……。

　最近の若い子って、皆ああいう感じなのか？

　もしかして、最終的には俺が折れてくれると思ってるんじゃないだろうな。

「いや、俺は折れないよ」

　直登はパソコンの画面に向かって言った。思いがけず大きく響いた自分の声に、ハッと我に返る。

　仕事場は早くも夕暮れ色に染まりつつあった。ブラインドの隙間から茜あかね色の空が見える。

　もうこんな時間か……。

　動揺が静まらないまま朝になり、直登は北見が用意しておいてくれたおかかのおにぎりを食べた。文句なしに旨かった。

　それから北見のことを頭から追い出して脚本にとりかかったが、いつのまにか彼について考えてしまっていた。キーボードを打つ手も止まっている。

　画面の中では、主人公の女が若い恋人と揉もめていた。

　やっぱり最初から無理だったんだと思う。年が離れすぎてるよ。

　自分で書いたセリフだが、はあ？　と直登は憤いきどおった。

　年が違うぐらいで文句言うな。年が離れてたって、男と女はやること同じだろうが。男と男はそうはいかないんだよ。やるかやられるかなんだよ！

　──いやでも、北見君との年の差は気にならなくても、俺自身の年齢はネックになってるかも……。

　もう少し若ければ、好きな相手が望んでいるならネコもありかと思ったかもしれない。しかし直登は三十四歳だ。高校二年で初めて女性と寝てから約十七年間、相手が男でもずっと抱く立場だった。そのせいか男に組み敷かれるイメージは全く湧かないし、正直に言えば怖い。

　貪るようにキスをしてきたあの勢いでペニスを突き入れられると想像しただけで、いろいろ無理だ、と思う。

　ふいにデスクに置いておいたスマホが電子音を奏でて、びく、と体が強こわ張ばった。北見からメールがきている。

　今度の木曜日の夜、時間ありますか？　昨日言ってたグラタン作りに行きます。

　グラタン……。

　指が勝手に、木曜日大丈夫だよ、と返信する。直後にハッとした。

　──だめだ。これじゃなんか俺が折れたみたいな感じになってるじゃん。

「あー、もー、なんだよ……！」

　直登は頭を抱えた。

　なんとかして北見に抱かれてもいいと思ってもらわないといけない。

　金を出しても北見は喜ばない。そもそも金で釣るなんて、北見を買うようで嫌だ。だからといって今更彼の世話を焼くわけにもいかない。そもそも直登は人の世話をするのは得意ではない。

　ふと視線を横にずらすと、昨夜、北見を押し倒したシングルベッドが視界に入った。

　俺から見たら、湯澤さんは凄くかわいいですよ。湯澤さんみたいに何もかもかわいい人に会ったのは初めてです。

　北見に言われた言葉が耳に甦よみがえる。

　今の俺って、そんなにネコっぽく見えるのか？

　直登がバイだと知っている尾沼は何も言わなかった。気を遣われていたのか。

　いや、あの人はそんな気の遣い方はしない。やだー、あんた最近メスの匂いがしてるわよー、ぐらいのことは言いそうだ。

　それとも、敢えて黙っていておもしろがっていたのか。

　直登はすっくと立ち上がった。

　とりあえずゲイバーへ行こう。行って、自分はネコではないと確かめるのだ。










　直登は厭いや味みにならない程度に、一目ではそれとわからない高級ブランドの衣服を身につけ、髪も念入りに整えて街へ出た。打ち合わせのときの小ぎれいな服装とはまた違う、男を誘うための出で立ちだ。

　冷たい風が吹く中、二年ほど前までは頻繁に訪れていたバーへ足を向ける。

　俺、ほんとに全然遊んでなかったんだな……。

　いかに仕事に必死になっていたかを思い返しつつ、ビルの二階にあるバーをめざす。

　扉を開けると、いらっしゃーい、という太い声が聞こえてきた。たちまち暖かい空気が全身を包む。こぢんまりとした店内は、相変わらず落ち着いた雰囲気だ。

「あらやだ、ナオちゃんじゃない！　随分ご無ぶ沙さ汰たじゃないのう！」

　二年前と変わらないふっくりとした体形のママが、カウンターの中から声をかけてきた。

「久しぶり。元気だった？」

　ニッコリ笑ってカウンターに腰を下ろす。店にいた男たちの視線が集まってくるのがわかった。あからさまに熱っぽい目を向けてくる者もいる。

　おお、俺もまだいけるな。

「元気よう。相変わらずいい男ねえ」

　四十代半なかばのママも熱い視線を送ってくる。寝たことはないが、ママはネコだ。ちなみに直登も何度か誘われたが、丁重にお断りした。大勢のゲイを見てきたママは、タチとネコを見間違えたりはしないだろう。

　誰かを誘うことが目的ではないので、正直もう帰ってもよかったが、一杯も飲まないのはさすがに失礼だ。直登はママに声をかけた。

「水割りお願いします」

　はいはーい、と軽やかに返事をしたママは、早速水割りを作り始める。その間に二十代後半くらいのスーツ姿の男が隣に座った。スラリと細身で整った面立ちだ。直登好みのきれい系の男である。

「ママ、僕にも水割りお願い」

　カウンターの中に告げた男は、ニッコリと笑いかけてきた。

　いいな、とは思ったものの心は全く動かない。体も反応しない。

「こんばんは。お一人ですか？」

「ああ、うん。そっちは？」

「僕も一人です」

　嬉しそうに応じた彼に、ちょっとぉ、とママが割り込んでくる。

「早速いい雰囲気になるのやめてくれない？」

「いい男は早いもの勝ちだよ。ね」

　男は直登の腕をつかみ、体を寄せてくる。

「ちょっと若くてかわいいからってズルイッ」

　切れつつも水割りをきちんとカウンターに置いたママをよそに、直登は男を見下ろした。タイプの男に言い寄られてラッキーと思うより先に、彼がどちらなのかが気になる。ネコだと思うけれど、ネコに見せかけてタチかもしれない。

　直登はできる限り余裕の雰囲気を醸し出しながら、男を優しく見つめた。

「ちょっと聞いてもいいかな」

「何？」

「君は俺に抱かれたい？　それとも抱きたい？」

「そんなの、言わなくてもわかるでしょ」

　上目遣いで見上げてきた男に内心苛立ちながらも、敢えて色っぽい声で問う。

「君の口から聞きたいんだ」

「やらしいなあ。でもそういうの嫌いじゃないよ。──抱かれたいに決まってるでしょ」

　声を落として囁いた男から、直登は顔を背そむけた。よっしゃー！　と心の内で拳こぶしを握りしめる。

　俺がネコ化してるわけじゃないんだ……！

　すっかり夜を共にする気になっているらしい男には申し訳ないが、もうここに用はない。再びカウンターに向き直った直登は、がっとグラスをつかんだ。そのまま水割りを一気に飲み干し、立ち上がる。

「ごめん、用事思い出した。ママ、お会計お願い」

「え、噓、帰っちゃうの？」

　直登の腕をつかんだまま、男が驚いたように声をあげる。

「ああ、うん、ごめん。用事があるの忘れてたんだ」

　言いながら男の手を引きはがした直登は、万札をカウンターに置いた。自分の分と男の分、水割り二杯の代金としては充分だろう。

「ごめん、ママ。彼の水割りの分もこれでお願い」

「はぁい。久しぶりだっていうのに残念だわあ。今度はゆっくりしてってね！」

　眉を寄せつつも嬉しそうなママとは反対に、男は不満顔のままだ。

「ほんとに帰っちゃうんだ」

「うん、ごめんね。また今度。それじゃ」

　軽く手をあげてバーを出る。ありがとうございましたー、というママの声を背に街へと足を踏み出す。夜が更けて風の冷たさは増していたが、足取りは軽かった。

　よかった！　俺は間違いなくタチだ！










　電車で最寄りの駅まで戻ってきた直登は、意気揚よう々ようと駅からマンションへの道のりを歩いた。メディアに顔を出すようになった頃から、ゲイが集まる街への行き来はタクシーを使わなくなった。一部の人にはバイだと知られているから今更だが、自分からネタを撒まくような真似はしたくない。

　まあ俺のことを覚えてる人なんか、もういないかもしれないけど。

　白い息を吐きながら空を見上げる。今日は満月だ。降り注ぐ光が快こころよい。

　前方に北見が働くコンビニエンスストアが見えてきた。

　北見君、いるかな。

　バーで好みの男に声をかけられたときにはぴくりとも動かなかった心が弾はずむ。

　ちょうどいい。一いっ張ちょう羅らを着ていることだし、改めてカッコイイと思ってもらおう。今日のような男と遊ぶための格好は見せたことがないから、もしかしたら抱かれてもいいと思ってくれるかもしれない。

　直登はコンビニの中を覗いた。レジにも棚にも北見の姿はない。彼の勤務は深夜が多いから、まだ出勤していないのだろう。

　今日は会えないのか……。

　がっかりしていると、湯澤さん、と呼ばれた。アスファルトに落としていた視線を上げる。

　ダウンジャケットを着た北見が、白い息を弾ませながら駆け寄ってきた。それを見て自然と頰が緩む。北見も嬉しそうに笑った。

「いつもより来るの早くないですか？」

「さっきまで出かけてたんだ。今帰ってきたとこ」

　そうなんですか、と頷いた北見は、直登の頭の先から足元までじっと見つめた。

　お、凄く見てる。

　さすがの北見君も、今日の俺を見れば惚れ直すに違いない。

　すると北見は、コンビニからあふれてくる光でもはっきりわかるほど頰を染めた。

「今日はなんでそんなエロい格好してるんですか」

「かっこよくない？」

「かっこいいっていうよりエロいです」

　やばい、と小さくつぶやいた北見は口くち許もとを手で覆い、視線をそらした。

　その「やばい」は、どういう意味の「やばい」だ。

　バーで声をかけてきた男が「ネコ」なのか「タチ」なのかも、よくわからなかった。北見に抱きたいと言われてから、自分の中の基準が壊れてしまったようだ。今までは苦もなくできた判断が難しくなっている。

　眉を寄せていると、北見は二人にしか聞こえない声で言った。

「できたら外でそんな格好しないでほしいです。変な虫が寄ってきちゃうでしょう」

「それってヤキモチ？」

「ヤキモチっていうより心配です。そんなエロい格好して、誰かに襲われたらどうするんですか」

　耳元で熱っぽく囁かれ、ぞく、と背筋に甘い痺れが走った。

　──いやいやいやいや、こんな反応しちゃだめだろう！

　ていうか北見君今、襲われるって言ったよね？

　北見は直登の、男──ネコを誘う格好を見ても、やはり直登を抱きたいと思うらしい。むしろタチっぽい格好であればあるほど、彼には色っぽく見えるようだ。

　どんなに多くの男に抱かれたいと思われても無意味なのだと、今更ながら気付く。

　俺はバカだ。タチに見られたからって浮かれてる場合じゃなかった。北見君に抱かれたいと思ってもらわないと、何の意味もないのに。

　しかし、どうしたら抱かれたいと思ってもらえるかがわからない。

　ただ、従来の方法ではだめだということだけはわかった。新しい方法を考えなくてはいけない。

「湯澤さん？」

　固まってしまった直登を不審に思ったのか、北見が呼ぶ。

「北見君」

「はい」

「ちょっと、しばらく距離を置こう」

　え、と北見が驚きの声をあげる。

　直登は苦労して北見から離れた。

「ごめん、今仕事が忙しいんだ。木曜の約束もなしで。また連絡するから、ほんとごめん。じゃ、バイトがんばって」

　一気にそれだけ言った直登は、くるりと踵きびすを返した。数メートル歩いたところで、湯澤さん、と呼ばれ、反射的に振り返ってしまう。

　北見はコンビニの前に佇たたずんでいた。自分が置き去りにしたというのに、ズキ、と胸が痛む。

　なぜ急に約束を反ほ故ごにするのだと問いつめられるのか、あるいは文句を言われるのか、泣きつかれるのか。

　しかし北見はニッコリ笑った。

「気を付けて」

「ああ、うん。ありがとう」

　つられて笑みを浮かべた直登だったが、いたたまれなくて駆け出した。










「という感じでお願いします。ちょっと湯ゆ澤さわさん、聞いてます？」

　トントンと机を叩かれて、直なお登とは我に返った。

　眉間に皺を寄せた寺てら本もとが、こちらを不審げに見つめている。

　場所はテレビ局の楽屋だ。既にスーツに着替え、局つきのメイクさんにヘアメイクをしてもらった。ソファの正面には寺本が、隣には尾お沼ぬまが腰かけている。

　その尾沼に脇をつつかれ、直登は慌てて頷いた。

「はい、聞いてます。わかりました」

　ほんとですか？　と寺本は胡う乱ろんな目を向けてくる。

「質疑応答の内容はある程度決められてますし、俳優さんたちへの質問が主になりますけど、不意打ちで話を振ってくるレポーターもいますから、しっかりしてくださいよ」

「すみません」

　ぼんやりしていたのは本当なので、直登はとりあえず謝った。

　これからドラマの制作発表が行われる。直登が脚本を担当したことも、一応ドラマの「売り」の一つなので、出席してくださいと言われた。その打ち合わせをしている最中だ。

　コンビニの前で北きた見みと別れてから三日。北見は一日に二回ほどスマホにメッセージを送ってくれた。

　仕事が忙しくても、ちゃんと食べてくださいね。

　湯澤さんの仕事が一段落したら、どこかへ遊びに行きませんか？

　本当に仕事が忙しいと信じているのか、あるいは直登が怖おじ気けづいているとわかっているのかは謎だ。それでも好意がはっきりと伝わってくるメッセージは直登を安心させた。

　抱かれるのは嫌だけど、北見君と別れるのも嫌だ。

　そんなどうしようもないことを、ぐだぐだと考え続けている。これではドラマの主人公をバカにできない。

「まあ湯澤さんは今までにもたくさん制作発表に出ておられますから、余計なお世話かもしれないですけど」

　ため息を落とした寺本は、ゴホンと咳せき払ばらいした。

「今回のドラマは、僕のプロデューサーとしての初めての仕事でしたから、力が入って意地になってたとこがありました。湯澤さんも頑がん固こでしたけど、僕も悪かったなって反省してます。いろいろ意見の違いがあったのは事実ですが、結果いい脚本になったと思います。最終回の脚本もよろしくお願いしますね。それじゃ」

　そこまで一気に言って、寺本は席を立った。振り返らずに楽屋を出て行く彼を、半なかば啞あ然ぜんとして見送る。

「やだ、彼ツンデレ？　ジャガイモみたいだしかわいいじゃない、かわいいじゃなーい」

　尾沼が色めき立つ。考えてみれば、武ぶ骨こつで体格の良い寺本は尾沼の好みだ。

「別にかわいくはないですけど、俺の脚本を認めてくれたみたいですね」

「そうみたいね。よかったじゃない。ていうかあんた何ぼけっとしてんのよ。制作発表まで一時間しかないのよ。しゃんとしなさい」

　あっという間に仕事モードになった尾沼に、すみませんと謝る。が、次の瞬間には、はー、とため息が漏れた。

「尾沼さん」

「何よ」

「ネコやったことあります？」

　ぼそっと尋ねると、尾沼は眉を片方だけ跳ねあげた。

「ないわね」

「ですよねー……」

「何？　あんたの新しい恋人男なの？　カレシに抱かせてほしいって言われたの？」

　再び仕事モードを解いた尾沼は、興味津しん々しんの顔で矢や継つぎ早ばやに尋ねてくる。

「……言われました」

「ええっ、ほんと？　やだ、あんたバリタチなのに。あ、でも性格的には甘え上手だし、面倒見てあげたくなるタイプだもんね。そこがツボで抱きたいって思っちゃうコがいるのもわかる気がしないでもないわ。あたしは全然、全くそそられないけど。寺本君の方がずっとそそるわぁ」

　早口で一気に言われて、直登はじろりと尾沼をにらんだ。

「真剣に悩んでるんだから茶化さないでください」

「真剣に悩んでるってことは、抱かれるってことね」

　あっさり言ってのけた尾沼に、はあ？　と直登は思わず大きな声をあげた。

「抱かれません」

「でもそのカレシと別れる気はないんでしょ」

「ないけど……」

「じゃあ抱かれるしかないじゃない」

　そうなのだ。北見の気持ちを変える方法が見つからない以上、抱かれるしかない。

　あるいは北見と別れるか。

「……抱かれるのはやだ」

「やだとか言うな」

「でも別れるのもやだ……」

　心の内をそのまま言葉にすると、尾沼はため息を落とした。

「そんな駄々こねても始まんないでしょうが。好きなんだったら覚悟決めな」

　ドスのきいた低い声で言われた後、バシ！　と背中を強く叩かれる。

「はい、ほら、気持ち切り替えて！　制作発表は明日、ワイドショーとかスポーツ新聞に載るんだからね！　脚本家の湯澤直登の顔になってちょうだい！　もしかしたらカッコイイあんたを見て、カレシがネコやってもいいって思うかもしれないでしょ」

「え、あ、うん！　そうですね！」

　意気込んで頷いた直登だったが、すぐにがっくりと肩を落とした。

「カッコイイのはダメなんですよ……。カッコイイのがカワイイって思うらしいんです……。だったらいっそカワイイ方がいいのかな」

「あーもう鬱うっ陶とうしいわね！　あんたがかわいくなれるわけないでしょ！　てかあんたそんなウザイ男だった？　仕事なんだからちゃんとしてちょうだい！」










　制作発表の会場には、かなりの数のマスコミが集まっていた。脇には寺本をはじめとする制作陣の他、俳優たちが所属する事務所の関係者がズラリと並んでいる。尾沼も彼らの中に混じっていた。

　主人公を演じる女優は二十代後半になってブレイクし、同年代の女性を中心に人気がある。主人公と恋に落ちる若い男を演じるのは、最近注目され始めたばかりの若手男優だ。主人公に想いを寄せる同年輩の男は、名脇役として知られる舞台出身の俳優である。ちなみに四十すぎの彼は以前、直登が書いた脚本の舞台に出演してくれたので、何度か飲みに行ったことがある。

　公おおやけの場に出るのは随分と久しぶりで、それなりに緊張したが、話題の中心は専もっぱら三人の俳優だったので、ニコニコと笑っているうちに進行していった。ドラマとは関係のない主演女優の熱愛報道に関する質問が飛んだのはご愛あい嬌きょうだ。

　まあ、そういうのも含めての制作発表だからな。

　ドラマの制作に合わせて、話題作りのために事務所が噂を流すこともある。

「湯澤さんにお尋ねしたいんですけど、よろしいですか？」

　若い女性記者に問われ、ああ、はい、と頷く。複数のカメラがこちらに向いた。パシャパシャと音がしてフラッシュがいくつも瞬またたく。

「私、湯澤さんの代表作のラブモニターが大好きで、ＤＶＤも持ってます」

　頰を染めた彼女にありがとうございますと頭を下げている間に、マイクが手渡された。ピンマイクをつけていなかったのだ。

「ラブモニターにはご自身の恋愛経験が生かされているとおっしゃってましたが、今回のドラマでご自身の恋愛とかぶることはありますか？」

　どうやら直登のファンらしい彼女に、そうですねえ、と気さくに応じる。

「今回は小説のドラマ化ですから、小説の世界を大事にしました。だから僕自身の恋愛はあんまり関係ないですね。でも書いてて共感する部分はありましたよ」

「どういった部分に共感されましたか？」

「ごめんなさい、ネタバレになるから言えません。ドラマを観て想像してもらえると嬉しいです」

　軽い口調で言うと、笑いが起こった。その笑いが治まるのを待って、ゆっくりとした口調で続ける。

「今言えるのは、月並みですけど、好きな人は大事にしたいなあと思ったってことですね」

「ということは今、好きな人がおられるんですね？」

　いますよ、と答えた瞬間に頭に浮かんだのは、他の誰でもない北見だった。直登を見つけてパッと明るく輝く顔。ニッコリと嬉しそうに笑った顔。照れたような顔。かわいいと思った顔ばかりだ。

　ああ、俺はやっぱり北見君のことが好きなんだ。

「僕も三十四歳ですから、いない方がおかしいと思うんですけど。ねえ」

　隣にいた舞台出身の俳優に同意を求める。ちなみに彼は去年、大学の同級生だった女性と結婚したので既婚者だ。俳優は笑って応じる。

「湯澤君はもてますからねえ。僕は個人的にはそろそろ落ち着いてほしいと思ってます。うちの奥さんが湯澤君のファンなんで気が気じゃないんですよ」

「僕の心配じゃなくて、そんな理由なんですか」

「そんな理由だよ」

　また会場が笑いに包まれた。それきり話は男優の方へ移る。ちらと尾沼を見遣ると、彼は手でＯＫ印を作った。

　よかった。うまく答えられた。

　内心でほっとすると同時に、やはり北見と別れたくないと思う。彼が好きだ。

　どうやら尾沼が言ったように覚悟を決めるしかないらしい。










　制作発表が終わった後、久しぶりに舞台出身の俳優と飲みに行った。予想外に盛り上がり、自宅マンションへ戻ったのは深夜だった。そのまま眠り込み、起きると既に昼をすぎていた。

　こういうとこが自由業の良いとこだな……。

　幸い二日酔いにはなっていなかったのでシャワーを浴び、冷凍ピザを解凍してリビングのソファで食べた。以前はよく食べていたそれは、ひどく味気なく感じられた。

　北見君の手料理が食べたいな、と思う。北見君が握ってくれたおかかのおにぎりが食べたい。

　北見君に会いたい。

　ぎゅっと胸が痛むのを感じつつテレビをつけると、ちょうどワイドショーで昨日の制作発表を流していた。

　おお、俺がしゃべったとこは見事にカットされてる。しかもほとんど映ってない。

　や、まあこれぐらいでいいんだけど。

　今回のドラマでどれだけ視聴率がとれるのか、撮影も始まっていない現段階ではまだわからないのだ。過去の栄光だけで注目されても困る。

　テーブルの上に置いておいたスマホから、ふいに電子音が聞こえてきた。画面を確認して、ドキ、と心臓が跳ねる。北見からメールがきていた。急いで開く。

　──こんにちは。今テレビ見てます。湯澤さんて、脚本家の湯澤直登だったんですね。びっくりしました。

　気付いてなかったのか……。

　苦笑しつつ返信を打つ。

　──メールありがとう。隠してたわけじゃないんだ。わざわざ言うこともないかと思って。テレビ、ほとんど映ってなかったのによくわかったね。

　送信すると、すぐに返事があった。

　──急にメールしてすみませんでした。お仕事中でしたか？

　びっくりして思わずメールしちゃったのか。

　微笑ましくて頰が緩んだ。

　──いや、大丈夫だよ。うちにいるから。昨夜ゆうべ飲んで帰ってきて、さっき起きたとこ。北見君は大学にいるの？

　それほど時間が経たたないうちに返信がきた。

　──いえ、俺もうちにいます。今日は午後の講義が休講になったんで、帰ってきてテレビをつけたら湯澤さんが映ってました。

　そうなんだ、と文字を入力しようとして手を止めた。ちまちまと文字を打っているより、電話で話した方が早い。北見の番号を呼び出し、発信する。

　一度呼び出し音が鳴っただけで、北見はすぐに出た。

『湯澤さん？』

「急にごめん。直接話したいと思って」

　応じながら、胸がじんと熱くなった。北見の声を聞くのは四日ぶりだ。毎日一緒にいないと嫌というタイプではないし、逆に毎日一緒にいたいと言われても面倒だと思うけれど、声が聞けて嬉しいと思う気持ちに噓はない。

　相手が北見君だからだ。

　やはり覚悟を決めるしかないらしい。情けない話だが、初めてだからそっと優しくしてくれと頼むしかないだろう。

「脚本はほとんど書き上がったから、ちょっと落ち着いたんだ」

『でも取材とかで忙しいんじゃないんですか？』

　遠慮がちに問われて、ああ、まあ、と曖あい昧まいに頷く。確かに雑誌の取材がいくつか入っている。

「取材はないことはないけど、俳優さんほどじゃないから。俺はそこまで忙しくないよ」

　そうなんですか、と応じた声にはどこか硬い響きがあった。

　あれ、どうしたんだろう。

　俺がそこそこの有名人っていうか、芸能界と関係あるのが嫌だったのかな。

　週刊誌やワイドショーだけでなく、ネットなどで一般人に晒さらされることを恐れたのか。あるいは単純に、そういう業界が嫌いなのかもしれない。

「昨日はたまたま制作発表に出たけど、ああいうのはほんと珍しいんだ。ほら、脚本家で顔が知られた人ってせいぜい四、五人だろ？　俺は売れっ子脚本家じゃなくて、その他大勢だから」

『……でも、俳優さんとか監督さんとか、芸能界の人とも交遊がありますよね』

「大学のときに演劇サークルにいたから、その関係者で芸能界に入った奴とは今も仲良いけど、それだけだよ。キャストを指名するプロデューサーばりの脚本家もいるけど、俺はそんなの一回もしたことないし、芸能界の友達ってそんなに多くない」

　今までとは違う北見に不安になり、矢や継つぎ早ばやに言葉を紡つむぐ。

　しかし電話の向こうの硬い雰囲気は少しも軟化しない。

『なかなかとれない演劇の脚本の賞もとってますよね。ワイドショーで言ってました』

「賞はもらったけど、あれもらったから売れっ子ってわけじゃないから」

『湯澤さん』

「はい、何？」

　食い気味に尋ねると、北見は少しの間沈黙した。

『ちょっと時間ください』

「え、なんで？」

　思わず尋ねてしまってから、なんでって何だ、と心の内で己自身につっこむ。直登の職業が想像を超えていたので、北見は戸惑っているのだ。

　別にそんな引くようなことじゃないだろ、と思うのは、自分自身にとって今の職業が「普通」だからだ。しかし北見にとっては「普通」ではない。

　頭では理解できたが、ショックだった。ほんの四日前、直登も自分勝手な都合でしばらく距離を置こうと言った。北見を責めることはできない。

　直登は意識して大きく息を吐いた。

「なんでとか聞いてごめん。わかった。時間置こう」

　一度言葉を切り、できる限りゆっくりとした口調で続ける。

「でもさっき俺が言ったこと、覚えておいてほしい。俺はそんなに有名人じゃないし、北見君が思ってるような華やかな世界にいないよ。もちろん宣伝で表に出ることはあるし、スタッフさんとか俳優さんと打ち合わせすることはあるけど、基本的にはうちに引きこもって一人で書いてるだけだから」

　はい、と返事をしてくれたものの、北見の声は硬いままだった。

『それじゃ、また連絡します』

　うんと頷くと、電話はまるで逃げるように呆あっ気けなく切れた。

　耳からゆっくりスマホを下ろした直登は、あー！　と叫んだ。

　俺がぐだぐだ悩んでたから、余計に北見君が引いちゃったのかも……。

　年齢がどうとか経験がどうとか言っている場合ではなかった。さっさと抱かれておけば、もっと仕事のことを説明しやすかったかもしれない。納得してもらいやすかったかもしれない。

　もう手遅れなのか。

　でも、また連絡するって言ってくれた。

　でも、時間くださいって言ったのも北見君だ。

　あー！　と再び叫んだ直登はソファに腰を下ろし、隅で丸くなった。

　とりあえず、待つしかない。










　しばらくの間、ソファで丸まって凹へこんでいた直登だったが、おとなしく起き上がって最終話の脚本を書いた。プライベートで何があろうと、仕事はきちんとしなくてはならない。

　小説では、主人公は若い男とも同年輩の男とも別れることになる。いろいろな要因があってそうなるのだが、直登から見ると、主人公の身勝手に思えた。

　原作ありきのドラマだから、小説の結末の通りに書く予定だ。

　しかしできれば、ただの恋に溺おぼれた自己中心的な女で終わらせたくない。

　直登はキーボードに指を走らせた。

　結局、私は自分がかわいいだけなんだ。

　そう打って手を止める。原作にはない自じ嘲ちょうのセリフだ。

　わかってるんだったらどうにかしろよ、とあきれられるか。

　それとも、頭ではわかってるんだな、わかってても止められないんだな、と思われるか。

　前の俺だったら前者だ。

　しかし今は後者である。

　抱かれれば万事解決するとわかっていて逃げた。抱かれるのがどうしても嫌なら別れればよかったのに、それもしなかった。挙あげ句くに距離を置かれておろおろしている。わがままで身勝手でバカで滑こっ稽けいだ。

　しかしバカで滑稽だと思うのは、今振り返って考えることである。時間が巻き戻ったとしても、きっと同じ行動をとるだろう。

　書いたセリフをそのままにして文書を保存した直登は、ソフトを閉じた。パソコンの電源を落とすと同時に、ぐうう、と派手に腹が鳴る。

　ふと見上げた窓は、既に真っ暗だった。冷凍ピザを食べた後、何も食べていなかったことに気付く。しばらく北見が来ていなかったから、冷蔵庫はほぼ空からだ。

　ため息を落とした直登は、外で夕食をとるべく立ち上がった。










　身だしなみを整えたのは、制作発表に顔を出した後だったからだ。あまりだらしない格好でうろうろして、ドラマに影響が出ると困る。

　足を向けた店は数駅離れた場所にある居酒屋だった。大企業の本社が多く集まるオフィス街に比較的近いせいか、簡単な接待にも使われているらしく、チェーン店とは一線を画す高級な店だ。奥には個室もある。ここなら絶対に北見と顔を合わせることはないだろう。

　気持ちの整理がつかないうちは、俺に会いたくないかもしれないし。

　自分のその思考に、自分で落ち込んだ。

　案内されたテーブル席で、煮物を肴さかなに熱あつ燗かんをすする。

　もしかしたら、これで終わりかもしれない。別れると言われるかもしれない。

　やたらともてていた数年前なら、じゃあ次、と思っただけだ。しかし今は北見君じゃないなら他の誰もいらない、と思う。

　だめだ……。オッサンがすげぇキモイ思考になってる……。

「あれ、湯澤さん？」

　ふいに声をかけられ、直登はハッと顔を上げた。立っていたのは、数日前にゲイバーで遭遇したきれい系の男だった。

　改めて見ても好みそのものの外見なのに、やはり心は全く動かない。

　しかし一応ニッコリ笑って頭を下げた。

「ああ、この前の。こんばんは」

「こんばんは。テレビ見ましたよ。脚本書いてるって言ってくれたらよかったのに」

「いや、あの場で言っても雰囲気が壊れちゃうでしょう」

「どっちみち湯澤さんが雰囲気壊したんでしょ。僕を放って帰ったんだから」

　文句を言いながらも、男は空いていた正面の席に腰を下ろした。

「一人で飲んでるってことは、もう用事はないんでしょう？　これから昨日の埋うめ合あわせしてくれませんか？」

「あー……、ごめん、今日はちょっと……」

　言葉を濁にごすと、彼はこちらに身を乗り出してきた。

「二回も恥をかかせるつもりですか？」

　テーブルの上に置いていた手に、男の手が重なる。

　あ！　と声をあげたのは直登ではなく、店の奥へ入ろうとしていた客だった。

　声がした方を見遣ると、なんとそこには北見が立っていた。彼の後ろには四十すぎに見える男がいる。それなりに高級そうなスーツを身につけているというのに、どこかくたびれて見える冴さえない風ふう貌ぼうだ。
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　直登は思わず立ち上がった。

　え、何？　俺が嫌になったからそいつに乗り換えたの？

　しかし肝かん心じんの北見は真っ青な顔でこちらを見ている。彼の顔にも、そいつに乗り換えたの？　と書いてあることに気付いて、直登は正面に腰かけている男の存在を思い出した。彼の手は己の手に重なったままだ。直登は慌てて手を引いた。

「あ、いや、違うから！　ていうか北見君こそ！」

「え？　そんな、違いますよ！　ていうか湯澤さんこそほんとに違うんですか？　前に湯澤さんが言ってたタイプの人そのままですよね」

「だから違うって！　いろいろ考えて覚悟決めたんだ。今更タイプがどうとか関係ない」

「俺だっていろいろ考えて、悩んで覚悟決めましたよ。それやのに俺がちょっと時間くださいて言うた途端にこれですか……！」

　感情が高ぶったときにだけ顔を出す北見の関西の訛なまりに、直登はハッと我に返った。

　正面に腰かけた男は、あきれたようにこちらを見ている。北見の背後にいる男も困った顔をしていた。

　ひとまず、このややこしい状況から抜け出さなくては。

　直登は正面にいる男を見下ろした。

「あの、ほんとにごめん。この前も今日も、その気は全然ないんだ」

「わかったよ。じゃあね」

　立ち上がった男はさっさと店の奥へと消えた。もしかしたら連れがいたのかもしれない。

　連れがいて俺に声かけてきたんだったら大たい概がいだな……。

　そんなことを思っていると、北見も一緒にいた男に声をかけた。

「ごめん、今日は帰るわ」

「ああ、うん。わかった。ほなな」

　関西訛りで応じたスーツの男は、直登に向かってぎこちなく会え釈しゃくをした。反射的に頭を下げると、彼はどうしていいかわからないのでとりあえず笑ってみました、と一目でわかる曖昧な笑みを浮かべた。そしてやはりぎこちなく踵きびすを返す。

　その場には、直登と北見が残された。

　どう声をかけようか迷っているのか、北見は黙っている。しかし去ろうとはしない。

　北見君、と呼ぶと、彼は全身をびくりと震わせた。

「うちで話そうか」

「……いいんですか？」

「もちろん。話をさせてほしい」

　しっかりと北見の目を見て言うと、彼は嬉しそうに、しかし少し不安げに微笑んだ。










　タクシーに乗り、自宅マンションに着くまでの間、直なお登とと北きた見みは黙ったままだった。タクシーの運転手の手前、話をするわけにはいかなかったのだ。かわりに、直登は北見に言われた言葉を反はん芻すうした。

　俺だっていろいろ考えて、悩んで覚悟決めましたよ。

　それってつまり、俺に抱かれてもいいって思ったってこと？

　それとも別れると決めたのか。

　いやでも、別れるつもりだったらうちに来ないよな。

　それに、一緒にいた男が誰だったのかもわからないままだ。

　タクシーがマンションの前に停まったときには、喉のど元もとまで聞きたいことがせり上がってきていた、無言でオートロックを開け、エレベーターに乗る。どちらからともなく早足で部屋へ急いだ。ポケットからもどかしく鍵を取り出し、ドアを開ける。

「北見君」

　背後でドアが閉まると同時に呼ぶと、腕を強くつかまれた。驚いて見上げた先に、アップになった精せい悍かんな面おも立だちがある。あ、と思う間もなく唇を塞ふさがれた。

「んっ……！」

　いきなりのキスに目を見開いている間に、唇の隙間から舌が侵入してきた。今まで我慢してきたものを解放するかのように、直登の口内を忙せわしなく愛撫する。

「んう、ん、ちょ、待って……、ん」

　どうにか唇をずらし、広い肩を叩いて制止するが、北見は口づけをやめようとしない。舌がからみつき、唾だ液えきが混じり合う。

　くちゅくちゅと淫みだらな水音が耳の奥でこだまして、頭の芯が痺しびれたようになった。体が中から火に炙あぶられ、どろどろと溶けてゆく錯さっ覚かくに陥おちいる。手に持っていたコートがバサッと音をたてて落ちた。

　だめだ。これ以上キスしたら、なんだかよくわかんないままセックスすることになる。

　その場合、どっちがどっちだ。

「ふ、北見君……」

　ドアに押しつけられ、首筋に吸いつかれた体勢で呼ぶ。ジャケットを肩からはずされ、強引に脱がされた。

　力負けしているわけではなく、北見の全身から発せられる熱に圧倒されているのがわかった。必死に求められるのは不快ではない。

　もどかしげに直登のシャツのボタンをはずしながら、なんですか、と北見が尋ねる。

「俺に、抱かれる覚悟……、決めて、くれたんじゃないの？」

「決めましたよ……。噓じゃない。華やかな世界にいる湯澤さんの周りには、湯澤さん好みの、きれいで抱かれたい男が、たくさんいるでしょう……？　そいつらに、湯澤さんを取られるぐらいだったら、俺が抱かれようって……」

　熱っぽい口調で言いながらも、北見の手は止まらない。シャツの前を開き、胸や腹を撫でまわす。

「でも、湯澤さんが俺に抱かれる覚悟、決めてくれたんだったら……、抱きたい。抱きたいです。抱かせてください」

　あからさまな情欲を伝えてくる熱い掌てのひらの感触は、やはり不快ではなかった。それどころか、ぞくぞくと背筋が甘く痺れる。暖房がきいていない玄関は気温が低いはずなのに、体の熱が上がっているせいか、少しも寒さを感じない。

「あの男の人とは、ほんとに、何もなかったんですね……？」

「うん、何もないよ……。噓じゃない……」

　嫉妬を滲にじませた物言いに確かな喜びを感じながら、掠かすれた声で答える。

　よかった、とため息まじりにつぶやいた唇に、再び唇を塞がれた。ためらうことなく入ってきた舌が、口内を乱暴に愛撫する。

「んっ、んん」

　いいようにキスをされ、愛撫され、おもしろくない。それに、怖くないと言えば噓になる。

　けれど気持ちがいいのは本当だった。

　俺も北見君と別れることになるかもって不安になったり、北見君が中年の男と一緒にいてカッとなったりしたせいで、意識が切り替わったのかも。

　──あ、そういえばあの中年の男が誰だったのか聞いてない。

「ちょっと、待って、北見君……」

　口づけを解ほどき、熱心に乳首を弄いじり始めた男を呼ぶ。尖とがったそれに注がれる視線は痛いほどだ。

　ほんとに俺の体に欲情するんだな、と半なかば感心しつつ尋ねる。

「さっき、店で一緒にいた人……、誰……？」

「ああ、叔父です……。前に、文具メーカーで働いてるって言ったでしょう……。出張で上京してきたんで、久しぶりに会ったんです……。あの店は、上司に教えてもらったって……」

「なんだ、そうか……」

　ふ、と自然に体の力が抜けた。

　その瞬間を狙ったように、北見は乳首を強くこねる。むずがゆいような感覚が生まれて、ん、と思わず声が漏れた。北見が頰を緩ゆるめた気配がする。

「乳首、感じるんですね……。嬉しいな……」

「喜ぶのもいいけど……、ベッド行かない……？　ここで、やるのも悪くないけど……、ん、一応俺、抱かれるの、初めてだから……」

　息を乱しながら囁くと、北見はハッとして愛撫の手を止めた。慌てたように体を離す。

「す、すんません、俺、夢中で……」

　あからさまにうろたえた北見に、直登は思わず笑った。こういうところは本当にかわいい。すっきりとした形の良い唇に、ちゅ、と口づける。

「いいよ。必死になられるのも悪くない」

　北見は目め許もとを赤くしながらこちらをにらんだ。

「……余裕ですね」

「北見君より、十四年長く生きてるからね。なんだったら、今からでもタチとネコ交代しようか？」

「嫌です。湯澤さんを抱きたい。ベッド行きましょう」

　腕をつかまれ、引っ張られる。その強さから彼がいかに切せっ羽ぱつまっているかが伝わってきた。

　そうだよな、二十歳だもんな。

　散々遊んだ挙あげ句くに一度は枯れた、三十四歳の性欲と同じなわけがない。

　寝室に入ると同時に、北見君、と呼ぶ。

「なんですか」

　北見が応じた声を聞いたのは、ベッドに押し倒された後だった。ダウンジャケットとセーターを素早く脱ぎ捨て、のしかかってきた男の肩を軽く叩く。

「初めてだから優しくしてね」

　囁くと、びく、と北見の体が跳ねた。荒い息を吐きながら上半身を離し、間近で覗き込んでくる。情欲で潤うるんだ瞳がじっと見つめてきた。

「……優しくします」

「うん、お願い」

　頷いて手を伸ばし、北見が着ているシャツのボタンをはずす。はだけた前から手を入れ、肌に直接触れる。筋肉質なたくましい体だ。内に熱を秘めた滑なめらかな皮膚の感触が快こころよい。

　そうして肌を愛撫していると、北見はまたのしかかってきた。直登のシャツを肩口まで脱がせながら、鎖さ骨こつや胸に唇を這わせる。乳首にたどり着いた唇は、ためらうことなくそれに吸いついた。たちまちむず痒がゆいような感覚が生まれる。

「んっ……、ん」

　今までにも乳首を愛撫されたことはあったが、こんなに感じたりはしなかった。

　これから抱かれるって意識してるから、体も今までとは違うんだろうか。

「ちょっと、北見くん……」

「気持ち、いいですか？」

　乳首からわずかに口を離した北見が問う。熱い吐息が敏感になった乳首にかかって、またしても痺れが走った。

「いいけど……、そこばっかり……」

「じゃあ、ペニスも触っていいですか……？」

「うん、いいよ……、触って」

　下着の中の性器が頭をもたげ始めているのがわかって、素直にねだる。

　すると北見は弾はじかれたように直登のベルトに手をかけた。やや乱暴に留め金をはずして緩める。間を置かずにボタンもはずしたかと思うと、下着ごと一気にズボンを引き下ろした。劣れつ情じょうが布地に擦こすられる感触に、息がつまる。

「っ、ん……」

「ああ、もうちょっと勃たってる……」

　露あらわになった直登の性器に熱い視線を注いだ北見が、感激したようにつぶやく。

　我知らず甘い吐息が漏れた。

「見てないで、触って」

　はい、と掠れた声で応じた北見は、直登の性器をそっと握った。そのままゆっくりと摩さすり始める。

「ふ……、ん、ん」

　手しゅ淫いんももちろん初めてではない。しかし大きな掌と、骨太で節ふしの立った長い指で施ほどこされる愛撫は、今まで経験したそれよりも官能的に感じられた。最近、自じ慰いすらろくにしていなかった体はあっという間に高ぶる。

「は、はぁ……」

　とろとろと雫しずくをこぼし始めたそれに気付いた北見は、親指で先端を弄った。あ、と思わず声が漏れる。ごく、と北見の喉のどが鳴る音が聞こえてきたかと思うと、滴したたったものごと劣情を激しく扱しごかれた。

「まっ……、待って、北見く……」

「嫌ですか……？　気持ち悪い？」

　北見の愛撫に応じて張りつめ、雫をこぼし続けているのに、気持ちが悪いわけがない。直登が感じているとわかっていて、わざと聞いているのだと気付いて、コラ、と叱る。

「悪くないけど……、そんな、激しくしたら……、すぐ、いっちゃう……」

「いいですよ、いって……。いくとこ、見せてください」

　熱っぽく囁きながら、北見は先端を容よう赦しゃなく弄った。我慢しようとするが、耐え切れずに達してしまう。

「あっ……！」

　痺れるような快感が指先にまで浸透して、直登はぐったり四し肢しを投げ出した。はあはあと荒い息を吐いていると、快楽に蕩とろけきった顔や、上気して汗ばんだ胸や腹、濡れて尖った乳首、そして達したばかりでどろどろに濡れた劣情に強い視線が注がれるのがわかる。

　食われそうだ。

　そう思っただけで背筋が震えた。一度欲を吐き出して萎なえていた劣情が、再び震えながら立ち上がろうとする。

　その反応が恥ずかしくて、直登はわざと悪あく態たいをついた。

「バカ……、そんなに見惚れるような、体じゃないだろ……」

「自覚ないんですか？　湯澤さんの体、めちゃめちゃエロいですよ……。ほら、またあふれてきた」

　うっとりつぶやいた北見は、直登の劣情の先端から滲み出したものを指先ですくった。それだけの刺激で、びくん、と腰が揺れてしまう。

「敏感ですね」

　さも嬉しそうに言われ、ますます照れくさくなった。

「北見君が、エロい触り方するからだろ……」

「ずっと我慢してきたんです、エロくもなりますよ。ありがとうございます、湯澤さん」

「ん？　何が？」

「俺に抱かれてくれて。できるだけ、優しくしますから」

「うん、その点はほんとに頼む」

　真面目な顔で頷いてみせると、北見は愛いとしげに目を細めてはいと頷く。そして直登の顔の横に手をつき、唇を重ねてきた。北見を待つのではなく、直登も自みずから舌を差し出して彼の舌とからめる。

　互いを求めるキスは、次第に激しさを増した。角度を変え、深く重ね、口内を夢中で愛撫し合う。ぴちゅ、くちゅ、という淫みだらな水音が唇の隙間からあふれた。

「ん、ぅん……」

　喉の奥から艶めいた声を漏らしたのは直登の方だ。一度いかされて感じやすくなっているせいか、我慢できない。

　凄い、気持ちいい。

　知らず知らずのうちに北見の首筋に腕をまわしていた。飲みきれなかった唾液が唇の端からあふれる。ようやく唇を離した北見が、舌先でそれを拭ぬぐった。

「は、はぁ、あ……」

　胸を激しく上下させて喘あえぐと、ちゅ、と音をたててキスをされた。

「ローションか、ジェルありますか？」

「ん……。そこの、棚にある……。ゴムもあるから……」

　答えた自分の声が、一度も聞いたことがないほど甘く蕩けていて驚く。

「すみません、俺、用意してなくて……」

　北見はベッドから離れ、棚を覗き込んだ。いつのまにかシャツを脱いでいた彼のひきしまった上半身に見惚れながらも、体が離れてしまったことに物足りなさを感じる。なまじシングルベッドで密着していただけに、寂しさすら感じてしまう。

　こういう感覚は初めてだな……。

　北見はローションとゴムを手に戻ってきた。再びベッドに乗り上げてきた彼のジーンズの前が張っていることに気付く。

　そういえば北見君、一回もいってない。

　布地を押し上げているそれは、パッと見ただけでもかなりの大きさである。苦しそうでかわいそうだ。何より、我慢に我慢を重ねた後でそれを入れられると考えると怖い。

「北見君、ちょっと、立って……」

「立つって」

「膝で立って」

「？　はあ……」

　首を傾げつつも、北見は素直に膝で立った。

　ん、と頷いた直登は上半身を起こした。そして北見のジーンズの前に手をかける。

「え、ちょ、何ですか？」

　北見が腰を引く。が、そこは経験数で勝まさる直登だ。追いかけてボタンをはずし、ついでにファスナーも下ろす。

「一回抜いてあげる」

「えっ、いいですよ、そんなのしなくても」

「北見君のためじゃないよ、俺のため。こんな大きいのでガンガンやられたら、壊れちゃうだろ」

「そんな、優しくしますよ」

「ほんとに？　我慢できる？」

　ジーンズと下着を遠慮なく引き下ろすと、充じゅう溢いつした性器がまろび出た。北見が低くうめく。

「ほら、もうこんなだ……」

　想像していたよりも大きく育っていたそれに、我知らず喉が鳴る。正直、これほどの大きさの他人のものを見るのは初めてだ。自分より華きゃ奢しゃな男ばかり相手にしてきたせいかもしれない。

　怖いけど、かわいがってあげたい。

「我慢、します。ほんとです」

　往生際悪く逃げようとする北見の腰をしっかりとつかむ。

「だーめ。おとなしく言うこと聞いて。な？」

　上目遣いで囁いて、猛たけ々だけしく存在を主張している北見の性器に手を伸ばす。触れただけで敏感に反応したそれに、直登はためらうことなく舌を這わせた。

「うっ……！　あ、湯澤さ……！」

　甘く掠れた声で呼ばれる。その声に煽あおられた直登は、北見の性器に吸いついた。舌で先端を弄る。たちまち口の中に青い味が広がったが、少しも嫌だとは思わなかった。それどころかますます煽られ、唇をすぼめて熱の塊かたまりを扱く。

「ん、う……、湯澤さ……、あか……！」

　北見の手が直登の髪をかき乱した。しかし引きはがそうとはしない。

　当然だ。口の中にある劣情は大きく膨ふくれ上あがり、びくびくと脈打っている。歯が当たらないように、限界近くまで口を大きく開けていなくてはいけないほどだ。

　よく我慢してるな。かわいい。

　直登は、ちゅ、と音をたてて口を離した。あ、と北見は声をあげる。

「出していいよ……。飲んであげる……」

　自分でもぞっとするような色を帯びた声が出た。北見は必死な様子で首を横に振る。

「そんな……、湯澤さんに、そんなこと、させられん……」

「いいから、出して」

　吐息まじりに囁いて、直登は再び北見を口に含んだ。

　刹せつ那な、それは弾けた。口の中に勢いよく欲の証あかしが放たれる。

「んっ……、ん、ん……」

　直登はゆっくりと、少しずつそれを喉のどに落とした。

　顎あごが痛い。息も苦しい。味も決して旨くない。

　けれど北見に食らいつくような視線を注がれ、ひどく興奮した。触れられていないのに、己の性器が高ぶっているのがわかる。無意識のうちに腰をくねらせながらも、直登は全てを飲み下した。

　俺がいかせて、俺が全部飲み込んだ。

　満足感と達成感、そして征服欲が充分に満たされたのを感じつつ唇を離す。

　は、と熱い息を吐くと同時に、ベッドに押し倒された。突然の体勢の変化に目め眩まいがする。

　強く目を閉じている間に、膝のあたりに溜まっていたパンツと下着を引き抜かれた。右の靴下が一緒に脱げたので、下半身で身につけているのは左の靴下だけになる。

「湯澤さん、エロすぎ……」

　うめくように言われて、薄く目を開ける。

　脚の間に陣じん取どった北見と視線が合った。精悍な面立ちは上気し、汗に濡れている。興奮しすぎて怖い顔になっているのがかわいくて愛しい。自然と頰が緩んだ。

「俺に、抱かれたくなった……？」

「まさか、逆です。余計に抱きたくなりました。準備していいですか？」

　迷ったのは一瞬だ。うんと頷くと、北見は急せいた仕草でローションを掌てのひらに垂たらした。

　抱かれる恐怖が消えたわけではない。けれどそれ以上に、北見の好きにさせてやりたかった。

　片方の脚だけを強い力で持ち上げられ、誰も受け入れたことがない場所が露わになる。羞しゅう恥ちを感じる間もなく、そこに濡れた指があてがわれた。冷たさに、びく、と全身が跳ねる。

「大丈夫ですか？」

　ん、と頷く。

「平気だけど、ちょっと怖い……」

「すみません、優しくしますから……」

　申し訳なさそうな声に、強こわ張ばっていた体と心が、ふ、と軽くなる。

　うんともう一度頷いてみせると、北見は嬉しそうに笑った。そして慎重に指を押し入れる。

　うわ、想像してたより苦しい……。

　しかし一度絶頂を味わったせいか、そこはスムーズに北見の指を受け入れた。

「湯澤さん、平気？」

　心配そうに問われ、今度は無言で頷く。うんと答えたかったが、息がつまって声が出なかったのだ。シーツをしっかり握りしめ、ただ耐える。

　北見はゆっくり指を抜き差しした。傷つけないように、できるだけ苦しくないようにしてくれているのがわかる。

　その想いが少しずつ息苦しさを解消してゆく。異物感も薄れてゆく。

　一本だけなら平気かもと思い始めたその瞬間、二本目の指が新たなローションと共に入ってきた。

「ぅあ……！」

　思わず声が漏れる。シーツを握りしめる手に力が入った。苦しい。痛い。

　中に感じる場所があることはよく知っている。今まで抱いてきた男のそこを熱心に愛撫して、指でもペニスでも感じさせてきた。いい、凄い、溶けちゃう、などと言わせたことも一度や二度ではない。

　感じさせることはできても、俺自身が感じるのは無理なのかも……。

　でも北見君ががんばってんのに、そんなこと言えない。

「すんません、もうちょっとだけ、我慢してください」

「ん……、ぅん……」

　苦しさを逃のがすように、は、は、と浅く息を吐いていると、二本の指がまとめて動き出した。今度も緩やかな動きだ。

　二本の指がゆっくりと、しかし強く内側を抉えぐった。刹那、下半身を電撃で貫つらぬかれたような錯覚を覚える。

「っ……！」

　それが今まで感じたことのない強烈な快感だと気付いたときには、そこを連続して愛撫されていた。止めようとする間もなく次々に嬌きょう声せいがあふれる。

「あ、あっ……！　北見く……、あ、そこ、だめ……！」

　声だけでなく腰が跳ねるのも止められない。北見の腕をつかもうとしてつかめず、剝むき出だしの肩に縋すがる。

「やだ、や、ぁあ、だめ」

「だめやないでしょう？　凄く濡れてきてますよ……」

「ん、や、抜け、抜いて……！」

　気持ちよくなるのは無理ではないかと思ったのが噓のように、感じすぎて苦しくて、胸を喘がせながら訴える。しかし奥まで入り込んだ指の動きは止まらない。的確に感じる場所をとらえ、くり返し愛撫する。

「き、北見くん、あ、は、やだ、や……！」

　指がまた足されたのがわかった。解ほぐされ、かき乱され、ローションが淫いん靡びな音をたてる。宙に浮いた足指の先が、陸に上がった魚のように跳ね上がる。

　中、こんなに感じるんだ……。

　朦もう朧ろうとする意識の中で、そんな風に思う。

　気が付いたときには、半ば反応していた性器が完全に立ち上がっていた。先端から雫がとろとろと滴り落ちる。北見の愛撫に合わせて腰が艶めかしく揺れ、それに従って劣情も頼りなげに揺れた。

　しかしそんな風に乱れる己を恥じる理性は残っていない。感じるままに掠れた嬌声をあげ続ける。

「湯澤さん、腰も中も、凄く動いてますよ……。めちゃめちゃエロい。ほんとに、俺が初めてですか？」

　低い声を耳に注そそぎ込こまれ、緩く首を縦たてに振る。しかし開きっぱなしの唇からは、肯定の言葉とも嬌声ともつかない声があふれた。

「ん、ぅん、あ、あ」

「初めてか、初めてじゃないのか、どっち？」

「は、はじめて……、あ、こんな、こんなの……！」

「そうですか、よかった」

　ため息まじりに言いながら、北見はどろどろになった直登の性器を緩く擦こすった。それだけの愛撫で呆あっ気けなく達してしまう。

「っ……！　はっ、あは、き、北見君……！」

　すすり泣きながら呼んだ声は、ひどく色めいていた。こんなに早く達したのは生まれて初めてだ。しかも達したというのに強い快感は続いていて、その原因を作った男にしがみつく。

　快感に侵おかされた頭は痺れたようになっていた。思考がまともに働かない。

「入れて、いいですか？」

　掠れた声で問われ、きつく眉を寄せる。

「もう、入れてる、だろ」

「指じゃなくて、俺のペニス。湯澤さんの、ここに入れたい」

　ここ、という言葉に合わせ、北見は指をバラバラに動かして中をかき乱した。たっぷり注そそがれたローションの淫靡な水音と、たまらずに漏らした己の嬌声が室内に響く。

「湯澤さん、入れますよ」

　関西の訛りで囁いた北見は、ゆっくりと全ての指を引き抜いた。ああ、とまた嬌声をあげてしまう。

　指はもうそこにないというのに、中は激しく蠢うごめいていた。締めつけて緩んで、愛撫する動きをくり返す。自然と腰がくねった。

「北見く……、中、あ、中、すごい……」

　うん、と熱を帯びた声が応じる。

「知ってる。湯澤さんの中、とろとろになってたから」

「こんな、こんなの、初めてだから……、どう、どうしていいか、わかんない……」

「もうちょっとだけ待ってください。すぐあげますから」

　情欲を滴らせた声が答えてくれる。が、体は放置されたままだ。

　もどかしくて新たな涙があふれた。足指の先がシーツをかき乱す。

「なに、なにしてんの……、早く、はやくして……。早く、ほしい」

　自分がかつてねだられて、たまらなく欲情したセリフを、ごく自然に口にしていた。しかもその声はあからさまに男を誘っている。

「待たせてすんません、今、あげますから」

　優しいのに、どこか凶暴な物言いが耳に届いた次の瞬間、両の脚を大きく広げられ、持ち上げられた。ローションに濡れて不規則に収縮するその場所に、ひたりと熱の塊かたまりがあてがわれる。

　怖い、と思う間もなく、それは直登の中に侵入してきた。

「あっ、ん、あー……！」

　太く硬く、熱いもので体を押し開かれる初めての感触に耐えきれず、喉が反そった。

　発火するのではないかと怖くなるほど、そこが熱い。苦しい。息がつまる。限界まで拡げられて痛い。

　しかしどろどろに蕩けた内ない壁へきを擦られる感触は、確かな快感を呼び覚ました。それも今まで経験したことのない、内部から湧き上がってくる快感だ。荒く吐く息に、感じたままの嬌声が混じる。

　かなり奥まで北見が達したのを感じたそのとき、く、と彼が喉を鳴らす音が聞こえてきた。

「全部、入りましたよ……」

「ほ、ほんと……？」

「はい……、湯澤さんの中、凄く、いいです……」

　肉食の獣がうなるような物言いに、直登は思わず微笑んだ。

「そっか……、俺も、ん、いいよ……」

「ほんまですか……？」

　北見が上から覗き込んでくる。こちらを見下ろす視線はギラギラと底光りしていた。

　うわ、めちゃめちゃ欲情してる。

　嬉しいけれど怖い。もう一回ぐらい抜いておいてやった方がよかったか。

「気持ち、いいけど……、苦しいし、痛いのも……、ほんとだから……、ゆっくり、優しくしてね……」

　震える手を伸ばし、北見の頰を宥なだめるように撫でる。

　次の瞬間、体内を占拠していた北見の欲望が大きく脈打った。あ、と思わず声を漏らすと同時に、容よう赦しゃのない律動が始まる。

　熱くて痛くて苦しくて、直登は首を横に振った。

「あっ、ん、だめ……！　や、もっと、ゆっくり、ゆっ……、ぁん！」

「ゆっくり、して、ますよ……」

　北見が荒い息の合間に掠れた声で応じる。その間も激しく打ちつける動きは止まらない。

「噓、あ、うそだ、はやい、はやっ……、あっ、やっ」

　ぐちゅぐちゅとローションが泡立つ音、そして肌と肌がぶつかる音が室内に満ちる。聞き覚えのある音なのに、初めて聞いたような気がした。北見の荒い息遣いと、己のあられもない嬌声が、その音をより官能的で扇せん情じょう的てきなものにする。

「やだ、や、きた、く、や」

「かわいい、湯澤さん、かわいい」

「う、バカ、かわいくな……、あっ、だめ、だめ……！」

　少しも休むことなく動きながら、北見は直登の性器を握った。緩く擦られただけだというのに痺れるような快感が生まれ、ひ、と喉から悲鳴のような声が漏れる。ただでさえ内側から与えられる重く響くような快感に侵され、全身が蕩けそうになっているのだ。これ以上の快感は苦痛でしかない。

「さわ、触んなっ……！」

「なんで、ですか……。これ、撫でると、湯澤さんの中、凄く動きますよ……。気持ち、いいでしょ……？」

　今はその気持ちいいのが辛いのだと訴えようとしたが、言葉にならなかった。あ、あ、と色めいた声が出ただけだ。北見が言った通り、内部が彼の熱を包み込み、激しく愛撫するのがわかる。

　あまりに感じすぎて、ぽろぽろと涙がこぼれた。抱くことで得られる快感とは全く違う、渦に巻かれて揉もみくちゃにされ、自分の体がどうなっているかすらわからない快感に翻ほん弄ろうされ、すすり泣きながら訴える。
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「また、いく、いっちゃう」

「いいですよ、いって」

「でも、俺だけ、ぁあっ……！」

　感じる場所を強く突かれながら性器を愛撫され、とても我慢できずに達した。

　絶頂に酔う間もなく、更に激しい動きで中を擦られる。

「湯澤さん、湯澤さん……！」

「あぁ、は、あっ、あ……！」

　体の奥で北見が達したのがわかった。ゴムに阻はばまれて彼が放ったものに満たされることはなかったが、確かな快感と充足感で満たされる。

　なんだこれ、すげぇ気持ちいい……。

　強烈な快感に全身を侵され、ぐったり力を抜くと、中に入っていたものがずるりと抜かれた。あぁ、とため息とも嬌声ともつかない声をあげると同時に、北見が倒れ込んでくる。

　熱く濡れた体の重さが快くて、深いため息が漏れた。北見もまた、満足げなため息を吐く。

「めちゃめちゃ、よかったです……」

「……ん、俺も……」

「ほんまですか？　気持ちよかった……？」

「うん……、よかった……、っ、ん」

　喘ぎながら頷いた直登は、北見の下で身じろぎした。北見の熱い肌に直接触れているせいかもしれない、つい今し方まで彼を受け入れて愛撫していた場所が、失った刺激を請うように収縮したのだ。

　刹那、北見はなぜか勢いよく体を起こした。

「もう一回、してもいいですか？」

　ゴムの始末をしながら切せっ羽ぱつまった声で尋ねてきた男に、え、と思わず声をあげる。正直、くたくたに疲れている。何しろ抱かれたのは初めてなのだ。こんなに体力を奪われるとは予想外だった。

　しかし中は北見を求めて動き続けていた。信じられないことに、性器もゆるゆると反応している。抱くときも性欲は強い方で、何度も相手を喜ばせた。その強さは抱かれるときも同じらしい。

「いいけど……、今度は、ちゃんとゆっくり、優しくしてくれないと、嫌だからな」

「さっきも、できるだけ優しいしたつもりなんですけどね」

　悪いた戯ずらっぽく言いながら、北見は自みずからに新たなゴムをかぶせる。少しも衰おとろえていない彼の劣情を目の前にして、我知らずこくりと喉が鳴った。

　あれが入ってたんだ……。

　じわ、と体の奥が疼うずいた。漏れそうになった嬌声を苦労して飲み込み、かわりに文句を押し出す。

「……噓つけ、凄く激しかった」

「激しい思おもたんは、湯澤さんが感じやすいからですよ。めちゃめちゃ反応よかったですもんね」

　嬉しそう──というより、男くさい色気を滲ませた笑みを向けられ、頰が熱くなる。

　北見君ってこんなだっけ。

　最初からいい男だと思ってはいたが、こんなそそられる男ではなかった。関西の訛りがまた特別いやらしく聞こえる。

「今度も正面からしますか？　それとも、後ろからしましょうか」

　熱っぽい視線で見つめられた直登は、思わず目をそらした。

　俺がやる方だったけど、もっとエロくてえげつないセックスだってしたことあるのに、いたたまれなくてそっぽ向くってどういうことだ。

　貫かれている最中の方がまだ恥ずかしくなかった。しかし恥ずかしがっているのを知られたくなかったので、わざと素っ気なく答える。

「じゃあ、後ろからする」

「わかりました。後ろからですね」

　やはり嬉しそうに言った北見は、くったりと力の抜けた直登の肩をつかんでうつ伏せにした。そして間を置かず、強い力で腰を持ち上げる。北見に散々蹂じゅう躙りんされた場所を、彼に向かって突き出す体勢になった。ローションにまみれ、艶めかしく蠢くそこに強い視線を感じる。

　顔を見られるのが嫌だから後ろからって言ったけど、よく考えたらこっちのが恥ずかしくないか……？

　今更ながら羞恥を覚えた瞬間、後ろが激しく収縮した。

「や……！」

「凄い、柔らかなってひくひくしてますね。かわいいな。湯澤さんを抱くん、俺が初めてで、ほんまによかった」

　うっとり囁いた北見は、直登の腰をしっかりとつかんだ。そして、北見を待ち望んでいる場所にためらうことなく押し入る。

「あーっ……！」

　内壁を強く擦られ、止める間もなく嬌声があふれた。

　いい。凄く気持ちいい。

「動きますよ」

　今度は宣言してから動き出した北見の律動は、やはり激しかった。気持ちがいいのは間違いないが、体がついていかない。

「やっ、うそ、噓つき……！　ゆっくり、するって、言ったのに、あっ、あ！」

「ゆっくり、してますよ……。ほら、凄く、気持ちいいでしょう？」

　甘い声で宥めつつも、北見は強い力で突き入れてくる。抗議の言葉は嬌声に取って代わった。そうして貫かれながら性器を思う様愛撫され、揺さぶられるまま腰を振る。

　北見が再び深い場所で達したとき、直登もまた、もう何度目かわからない絶頂を迎えた。崩れ落ちた体に残されたのは今まで感じたことのない、濃密な快楽だった。










「北見君はさー、絶倫だよね……」

　湯に浸つかった直登は、半分眠りながらつぶやいた。

　そうですか？　と応じた北見は、先ほどから直登の髪を洗っている。大きな掌と骨太な指の感触が心地好い。

　直登のマンションの風呂はそこそこ広い。湯につかった状態で首を縁ふちに預けている。

　北見はといえば、椅子に腰かけ、直登の髪を洗っていた。全裸の直登とは違って、彼はスウェットのズボンに半はん袖そでのＴシャツを着ている。

　直登の体の至るところに赤い印が刻きざまれているのは、つい一時間ほど前までベッドで抱かれていたせいだ。初めて抱かれてから約四ヵ月。まだそれほど何度もセックスしたわけではないが、かなり濃厚に愛されたためか、すっかり抱かれるのに慣れてしまった。へとへとになることを除けば、激しく愛されるのはたまらなく気持ちがいい。

　今日も北見が事後の始末から風呂の用意まで、全てしてくれた。この後も夕食を作ってもらう予定である。北見のせいで動けなくなったのだから当然といえば当然だが、何もかも世話を焼かれるのはひどく心地好い。

「俺は絶倫ってわけやないですよ」

　直登の髪を優しく洗いながら、北見が答える。関西の訛りが出ているのは、彼が気を許している証拠だ。

「噓つけ。初めてのときもそうだったじゃん。ゆっくりしてって言ってんのにガンガンやるし」

「湯澤さんが初めてやのにエロすぎたからですよ」

「ガンガンやったのは否定しないんだ」

「すんません。我慢できんかったから」

「今更謝ってもらってもな……」

　しれっと謝った北見に、直登は苦笑した。流しますよ、と言ってシャワーヘッドを手にした恋人を、ぼんやりと見上げる。

　いい男だなあ……。

　くっきりとした二ふた重えの目が印象的な精せい悍かんな面立ちは、抱かれるようになって四ヵ月がすぎた今も好みとはかけ離れている。しかし好みとか好みでないという枠わくを飛び越えて、好きだなあと思う。見下ろしてくる眼差しが、この上なく優しいせいかもしれない。

「でもさあ、我慢できなくて何回もやるのは、やっぱり絶倫ってことだよね。俺も一回であっさり終わられるのはつまんないし、早いのも嫌だけど、あんまり何回もやられると体力的にきつい。もうちょっと抑えてくれるとありがたいんだけど」

　丁寧に頭をすすがれながら文句を言う。声がうっとり蕩けているのは、北見に頭を触られるのがひどく気持ちいいからだ。

　すんません、と北見は素直に謝る。

「けど俺、ここまで何回もやりとうなるん初めてなんですよ。実際こんなに何回もやったことないですし。湯澤さん、基本すげぇエロいのにときどき処女っぽいから、煽られて止められんようになるんです」

　真面目な顔で言った北見に、ぶふ、と直登は噴き出した。若いからなのか、あるいは単に性格なのか、北見はときどき突とっ拍ぴょう子しもないことを言う。

「ああ、動いたらあきません。お湯が目に入りますよ」

「あ、ごめん。ていうか処女っぽいってなんだそれ。俺はマジで処女だったの。北見君に俺の初めてをあげたんだから、ありがたく思うように」

　わざと偉そうに言うと、北見はやはり真面目に応じた。

「はい、ありがとうございます、大事にします」

　はは、と直登は笑った。

「まあ、三十四歳のオッサンの処女にそんなに価値はない気もするから、ほどほどでいいよ」

「何言うてるんですか。俺にとったら充分すぎるほど価値はありましたよ。せやから、いろんな人がいろんなこと言うて寄ってくると思いますけど、誰にも抱かれんといてくださいね」

　真剣に言われて苦笑する。脚本を担当したドラマの放送が始まったのは二週間ほど前だ。一話も二話も、そこそこの視聴率をとっている。デビュー当時から直登の脚本のファンでいてくれる人にも評判がいいようだ。

　とはいえ、ドラマは脚本家だけのものではない。俳優をはじめプロデューサーやディレクター、衣装、照明、編集、広報等々、スタッフ皆で作り上げるものだ。最終的にどんな評価を受けるかは、放送が全て終わってみないとわからない。

　寺本は案の定、最終回の脚本の打ち合わせで、原作にはないセリフを削れと言ってきた。しかしそのセリフを入れた理由を丁寧に説明すると、最終的に折れてくれた。

　脚本だけに限っていえば、寺本と言い合って妥だ協きょうした点も、どうにか踏ん張って残した点も、全部含めて良いドラマになったと直登は思う。自分なりに、主人公をただの自己中心的な女では終わらせなかった。己自身すら思うままにならない人生の滑こっ稽けいさと悲しみを、少しは出せたのではないか。

　とまれ、ドラマが好調なせいでインタビュー等のメディアに出る機会が増え、そのおかげか、オファーがいくつか舞い込んだ。有名な演出家の舞台の脚本を書くことが決まり、尾沼は上機嫌だ。あんた抱かれて一皮むけたんじゃないの？　やだー、もうとっくにむけてるわよね、と下ネタを絡からめてからかわれたのは、ほんの三日前の話だ。

　舞台の演出家をはじめ、スタッフや俳優たちも初めて仕事をする人が多く、最近様々な人に会っている。北見はそのことを心配しているのだろう。

「心配しなくても、俺を抱きたいって思うの北見君ぐらいだよ」

　ちょうどすすぎを終えた北見に、閉じていた目を開けて笑いかける。

　しかし北見は眉を寄せた。

「湯澤さんに抱かれたいて、きれいな男が寄ってきても絶対断ってくださいよ。よろめいたりせんように」

「んー、まあ、それは大丈夫だよ」

「ほんとですか？」

「うん。だって好みの男でも、全然抱きたいって思わないんだもん。抱くんだったら北見君がいいな」

　冗談ではなく本当のことだ。北見と付き合い出してから、どんなに外見が好みでも、他の男はどうでもよくなった。

　北見は嬉しいような困ったような、複雑な顔でコンディショナーを直登の髪に揉み込む。そうして優しく頭皮をマッサージしながら尋ねてくる。

「まだ俺を抱くんあきらめてへんのですか？」

「あきらめてないよー。北見君、かわいいもん。一回でいいから俺に抱かれてみない？　凄く気持ちよくしてあげる」

「抱かれてもええですけど、俺が湯澤さんを気持ちよくしてるのと同じくらい、俺を気持ちよくしてくれます？」

　悪戯っぽく問い返され、直登は言葉につまった。北見に抱かれるのは本当に気持ちがいい。毎回とろとろに蕩かされる。

　俺、誰もあんなに気持ちよくさせたことない気がする……。

　小さく笑って手を止めた北見は、黙ってしまった直登の額に口づけた。王子様が愛するお姫様にするキスはきっとこんなだろうと思わせる、恭うやうやしいキスだ。ちゅ、と音をたてて唇を離した北見は、そのまま上から覗き込んでくる。

「これからもずっと気持ちよくしますから、抱かせてください」

「んー……、気持ちよくしてくれるんだったら、いいかな」

　首を傾げつつも頷くと、北見はさも嬉しそうに笑った。

「ありがとうございます。がんばりますね」

　ああ、かわいいなあと思う。

　いろいろ思ってたのとはかなり違うけど、北見君が幸せそうだから、俺も幸せだ。

「はい、流しますよ。風呂上がったらご飯食べましょうね。何食べたいですか？」

「そうだなあ、おかかのおにぎりが食べたい」

　くす、と北見はおかしそうに笑った。

「湯澤さん、ほんまにおかかのおにぎり好きですよね。それだけでええんですか？」

「じゃあ玉子焼きも食べたい。甘いやつ。あとウィンナーも」

「おにぎりと玉子焼きとウィンナーか。なんかお弁当みたいやなあ」

「ほんとだ。お弁当みたいにして食べたいな」

「そしたらきんぴらとかお浸ひたしも作って、弁当箱につめて食べましょうか」

　甘やかす問いかけに、うんと頷く。

　やっぱり、凄く幸せだ。
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　ゴールデンウィークが終わって一ひと月つきもしない五月の末、東京は例年より早く梅つ雨ゆ入いりした。

　大学の構内に漂う空気が心なしか重いのは、梅つ雨ゆに入って以降、妙に肌寒い空気と、しとしとと降り続ける雨のせいだけではない。就職活動真っ只中の四年生に続いて、三年生も活動をスタートさせたからだ。

　夏休みに実施される企業の就しゅう業ぎょう体験──インターンシップへの申し込みは既に始まっている。もっとも、申し込んだからといって全員が参加できるわけではない。ここでも選考が行われ、ふるいにかけられるのだ。昨さっ今こんはインターンシップを重視する企業が増えており、これに参加できるかが、内定をもらえるか否かに直結していると言われている。氷河期を脱したとはいえ就職活動は甘くない。

　俺は、いくつ合格できるか。

　日程がかぶらないように、いくつかの企業に申し込んだ。今は合ごう否ひ待ちの状態である。

　なるべく多くのインターンシップに参加したい。そしてしっかりとした企業に就職したい。

　文具メーカーで働くという希望を叶えたいのはもちろんだが、早く社会人として一人前になって、魅力的な恋人に釣り合う自分になりたいというのも本音だ。

「きーたみ！　何読んでんだ」

　ぽん、と背中を叩かれた北きた見み良よし敬たかは、読んでいた雑誌から顔を上げた。

　立っていたのは同じ商学部で、同じマラソンサークルに所属する辻つじ井いだ。中学高校と陸上部で中距離選手だったという中肉中背のこの男は、ムードメーカー的な存在である。

　場所は大学の中にあるフリースペースだ。冷暖房が完備されていることもあり、整然と並んだテーブルの半分ほどが学生で埋うまっていた。飲食ＯＫなので、弁当を持参している日はここで食べることにしている。

「あれ？　勉強してるんじゃないのかよ」

　手て許もとを覗き込んできた辻井に、北見は苦笑した。

「昼飯食ってるときまで勉強したくない」

　読んでいたのは脚本家、湯ゆ澤さわ直なお登とのインタビュー記事だ。白いシャツに紺のジャケットという爽さわやかな格好をした端整な面立ちの男が、こちらに向かって柔らかく微笑ほほえんでいる。なかなかいい写真だ。

　斜め前に腰を下ろした辻井は、ああ、と声をあげた。

「これ、今やってる恋愛ドラマの脚本書いてる人だろ。北見も恋愛ドラマとか見るんだ」

　まあな、と北見は短く答えた。

　本当は恋愛ドラマだけでなく、芸能界にもテレビにもあまり興味がない。

　しかし、湯澤直登に関するものだけは別だ。彼は北見の恋人なのである。

　こうやって見ると、ほんとにきれいな人だ。

　仕事に追われているときの、もっさりした冴さえない出いで立たちからは想像できない。

　もっとも、もっさりした直登も可愛くて好きだ。なにしろ最初に直登が気になったのは、髪に寝癖をつけ、うっすらと無ぶ精しょう髭ひげを生やして、ふらふらと買い物をする姿だったのだから。

　危なっかしくて、けどかわいくて、目が離せなくなったんだよな。

　大学二年になるまで、主に女性にもててきた。実際に付き合ったのも女性だけだったが、男性に告白された経験は何度かあった。彼らのことが好きではなかったから断ったものの、嫌悪感はなかった。それに小学生のとき、教育実習にやってきた男子大学生に仄ほのかな恋心を抱いた経験もある。だから恐らく男もいけるのだろうという自覚は持っていたが、直登ほど引きつけられた人は初めてだった。

　また、好きになる人は決まって年上だったので、己の恋愛対象は年上の人だという自覚も持っていた。しかし年上だとしても、年が近ければ近いほどうまくいかなかった。北見に世話を焼かれたり優しくされることに慣れてくると、なぜか皆、ひどく横おう柄へいになるのだ。

　恋人のわがままを聞くのは嫌ではない。むしろどんどん言ってもらって、望みを叶えてあげたいと思う。が、彼女らの態度は通常のわがままの範囲を超えていた。わがままをきいたときには感謝してほしいとは言わないが、せめて嬉しそうにしてほしいと思った。しかし、それすらもなかった、やってもらって当たり前、という態度に変わっていった。そうして優しくて思いやりのある人だったのが、傲ごう慢まんで不ふ遜そんな性格に変へん貌ぼうする様は北見を苦しめた。

　おまえが尽くしすぎるから相手が図に乗るんや、もっと普通にしろと友人に説教されたことがある。しかし北見にとって好きな人に優しくするのはごく当たり前の行為だったから、どうすることもできなかった。

　最終的に、一緒にいてもつまらないと言われてふられたり、こちらから別れを切り出さざるをえなかった苦にがい経験から、もしかしたらかなり年齢差のある人の方がうまくいくのかもしれないと思っていた。

　そこへ現れたのが直登である。

　十歳以上年上の、かわいくて色っぽい男性。

　はっきり言って、彼は何もかもがドストライクだった。

　直登が北見の恋人だとは露ほども想像していないだろう辻井は、雑誌を横目で見ながら口を開いた。

「脚本家っていうより、俳優とかモデルみたいだなあ。俺はドラマ見てないけど、姉ちゃんは熱心に見てるよ。けっこう視聴率良いらしいな。あ、もしかして北見、マスコミ志望？」

「違うよ、息抜きに見てただけ。辻井もマスコミ志望じゃなかったよな？」

「うん。けど八や島しまがそっち系志望してたから。もし北見がマスコミ志望だったら、あいつ落ち込むぞ、勝ち目ないもん」

　購こう買ばいで買ったパンの封を開けながら辻井が名前をあげたのは、やはり同じ商学部の男の名だ。そんなことないだろと応じると、彼は大きく首を横に振った。

「いいや、あるね。この前、俺らん中で一番に内定もらうのは北見だろうって話してたんだ。ルックスは文句なしに良いし、英語もそこそこできるしコミュ力高いし、高校の陸上部で主将だったってことはリーダーシップもとれるってことだし、料理も上手いし」

「料理は就職に関係ない気もするけどな」

「バカ、最近はあるんだよ。ほとんど毎日手作り弁当持ってきてるなんて、サークルの代表とかよりずっとアピールになるじゃん。というわけで、その卵焼きひとつくれ」

　弁当箱に残っていた卵焼きを指さされ、北見は苦笑した。

「卵焼きがほしいんだったらほしいって最初から言え。無理に褒ほめなくてもやるから」

　あきれながら弁当箱を差し出すと、辻井はイタダキマースと嬉しそうに言って卵焼きをつまんだ。大きめに切ってあったが、ばくりと一口で食べてしまう。

「あ、うま、なにこれ、旨うまい。何が挟まってんの？」

「削けずり節ぶしを醬しょう油ゆで混ぜたのと味あじ海の苔り」

「へー、そうなんだ。マジでオフクロのより旨い。ていうか俺、卵焼きがほしくて褒めたんじゃないぞ。さっき言ったの全部ほんとのことだろ」

「いや、褒めすぎだ。俺はそんないいもんじゃない」

　ルックスは、まあ悪くはない方だと自分でも思う。就職活動に必要になるはずだと思ったから、英語は大学に入った後もよく勉強した。日常会話くらいならこなせる。陸上部で主将だったことも事実だ。就しゅう活かつ生せいの約六割が自分を「サークルの代表」だったとアピールするので、人事部はほとんどマユツバだと思っているという噂もあるから、大学でのサークル活動について話すより、手作り弁当の話をした方がインパクトがあるのは確かだろう。真面目に就職活動をすれば、どこかからは内定をもらえると思う。

　それでもまだ、スタートラインに立っただけだ。

　北見は雑誌に視線を落とした。湯澤直登のインタビュー記事は四ページに及んでいた。芸能関係に疎うとい北見でも知っている、有名な演出家の脚本を担当することになったと書いてある。直登はドラマの脚本をたくさん書いており、伝統のある賞も受賞している才能のある人なのだ。どこか素っ気ないのに、決して無愛想には感じられないインタビューの受け答えが、彼が年上の大人の男──それも社会的に成功した男なのだと伝えてくる。

　己を卑ひ下げするわけではなく、ただただ単純に、こんな人がよく俺の相手をしてくれたなと思う。

　初めて直登が有名な脚本家だと知ったときは、己がいる世界との落差を考えて呆然としてしまった。華やかな世界にいる彼が、自分を好きでいてくれるのか自信が持てなかった。そもそも直登は「抱かれる」のではなく「抱きたい」人だったのだ。もしかしたら抱かせてくれる人を選ぶかもしれないと思った。

　でも、俺は直登さんとどうしても別れたくなかった。

　それほど好きになっていた。だから抱かれる覚悟を決めた。

　とはいえ結局は、直登が抱かれてくれたのだが。

　十歳以上年が離れているのだから、焦あせる必要はないとわかっている。大事なのはこれからだ。

　しかし先の見えない就職活動を前にして、多少の不安は感じても仕方がないだろう。我知らずため息が漏れる。

「なんだよ、ため息なんかついて。あ、もしかして年上のカノジョとケンカでもしたのか？」

　からかう口調に、北見はすぐ首を横に振った。

「いや、ケンカなんかしてない。物もの凄すごくラブラブだ」

「うわー、その言い方なんか腹立つなあ……」

　辻井はぶつぶつと文句を言う。数ヵ月前、同級生に告白されたとき、社会人の恋人がいると言ったので、周囲は北見がフリーではないと知っているのだ。おかげで女からも男からも声をかけられなくなり、静かな生活が送れている。

「いいよなあ、社会人のカノジョ。就活のアドバイスとかもらえそうだし」

「職種が違うから、そんなにアドバイスはもらえないけどな」

「そうなのか？　でも学生とは違うから、悩みとか聞いてもらえたりするだろ。こっちが気を遣わなくても優しくしてもらえそうだし、甘やかしてもらえそうだし、俺も年上のカノジョ見つけようかなあ」

　曖昧に笑ったものの、辻井は根本的に勘違いしてるな、と思う。

　俺は直登さんに甘やかされたいわけじゃない。

　俺が、あの人を甘やかしたいんだ。










　午後の講義を終えた北見が向かったのはスーパーマーケットだ。

　たっぷり食材を買い込んだ後、一旦アパートへ戻り、昨夜ゆうべ作っておいた五ご目もく豆まめの煮物を容器に移した。それを食材が入ったエコバッグに入れ、すぐに直登のマンションへ出発した。

　今日、訪ねることは既に知らせてある。バイトは入っていないし、明日は土曜で講義はないから泊まる予定だ。深夜のコンビニでは会っていたが、二人きりですごすのは一週間ぶりである。

　一年や二年のときほどには講義が入っていないものの、その分就職活動があるので、思ったより忙しい。就職活動に専念するために、コンビニのバイトも来月いっぱいで辞めることになっている。

　深夜のバイトを始めたのは賃金が高い分、それほど根こんをつめて働かなくてもよかったからだ。遊びの金が必要だったわけではない。学費は親に負担してもらったものの、生活費の半分は自分で稼かせがなくてはいけなかったので、なるべく効率よく稼ぎたかった。

　入学した当初から勤めていたコンビニが閉店になったときには、別のバイトをやってみようかとも思った。が、たまたま大学の近くにあるコンビニに求人が出ており、結局そこに決めた。おかげで直登に出会えたのだから、別の仕事を探さなくてよかったと心底思っている。深夜のコンビニで彼と会うのは、二人だけの秘密を共有しているようで嬉しかった。

　けどそれも、もうすぐ終わりだ。

　これから先、直登と会える時間は確実に減る。夏休みにインターンシップに参加することになれば、その間はろくに会えないだろう。

　今のうちに、少しでも一緒にすごしておきたい。

　既に通い慣れたマンションのドアを開けると、どういうわけでそうなったのか、Ｔシャツにスウェットのズボンという格好で、タオルを頭からかぶり、右の足だけ裸足はだし、という出で立ちの直登が廊下に立っていた。

　驚いて目を見開くと、ばつが悪そうな笑みを浮かべる。

「いらっしゃい、ヨシ君」

「こんにちは。どうしたんですか？」

「今シャワー浴びたとこなんだけど、靴下が片方見つからなくて」

　言われてみると確かに、髪はまだ生なま乾がわきのようだ。舞台の脚本を書いている最中らしいから、北見が来るギリギリまで仕事をしていたのだろう。約束の時間が迫せまっていることに気付いて慌ててシャワーを浴びたものの、靴下が片方見当たらなくて探していた、というわけだ。

　面倒だからそのままでいいや、と投げやりになるのではなく、恋人と会うからきれいにしたいとシャワーを浴びるのは健けな気げだし、濡れ髪でうろうろする無防備なところは、たまらなくかわいい。

　けど、ちゃんと年上の人だ。

　ヨシ君って呼んでもいい？　と尋ねられたのは一ひと月つきほど前のことである。俺のことも直登って呼んでくれると嬉しいと言われて、すんなり名前で呼べるようになった。そろそろ下の名前で呼びたいけれど、いきなり呼んだら厚かましいだろうかと迷っていたところだったから、さすがだなと感心した。

「靴下は俺が探しますから、とりあえずスリッパ履はいてください。夜はまだけっこう冷えますから、裸足でいちゃだめですよ」

　荷物を下ろして廊下の脇にあったスリッパを差し出すと、ありがとう、と直登は嬉しそうに礼を言った。

「靴下、洗濯機の中にあるんじゃないですか？」

「あ、そうかも。ちょっと見てくる」

　洗濯機があるバスルームの方へ歩き出した直登だったが、ふと足を止めた。かと思うと、スニーカーを脱いで再び両手にエコバックを提さげた北見の頰を両手で挟む。

「直登さん？」

　十センチほど背が低い彼を見下ろすと、直登はつま先立ちをした。そして、ちゅ、と音をたてて北見の唇にキスをする。

「いらっしゃいのキス」

　にへ、と気の抜けた顔で笑った直登に、北見は心臓から頭から下半身から、あらゆる場所に衝撃を受けた。カッと一瞬で頰が熱くなる。

　なんだこれ。いらっしゃいのキスとかかわいすぎるだろ！

　雑誌の中のスマートな直登からは想像できない、恐らく北見だけが知っている直登だ。

「……あんまりカワイイことすると、今ここで襲いますよ」

　我知らず関西の訛なまりが出る。すると直登は悪戯いたずらっぽく笑った。

「かわいいのはヨシ君だろ。こんなに真っ赤になっちゃって、俺に襲われないように気を付けないと」

　からかう口調で言って、直登はまたしても、ちゅ、とキスをする。両手に食料品入りのエコバッグを持っているので、反撃できないとわかっているのだ。

　愛いとしいやら腹が立つやらで、バッグの中の卵が割れてもいいから思い切り抱きしめてやろうかと思ったそのとき、無常にも直登は体を離した。

「襲うにしても襲われるにしても、俺、凄くお腹減ってるから一回しかできないと思うよ。それでもいい？」

「それは、ようないです。一週間分溜まってますから一回では足りん」

「そう言うと思った。じゃあやっぱりご飯が先だな。お楽しみはご飯の後」

「はい……」

　たった一回では到とう底てい足りないとわかっていたので渋々頷くと、直登は楽しげに笑った。キッチンへと移動しつつ、こちらを横目で見上げてくる。柔らかな印象の二ふた重えの双そう眸ぼうには、やはり悪戯な色が映っていた。

「後でいっぱいしような」

「その言葉、忘れんといてくださいよ。あと、襲うんは俺ですからね」

「はいはい、わかりました。今晩、楽しみにしてるよ。あ、そうだ、言われた通りご飯炊たいておいたよ。今日のおかず何？」

　殺し文句を言っておきながらサラリと話題を変える直登に、更に顔が熱くなる。敵かなわない、と思うのはこんなときだ。

「今日は豚の生しょう姜が焼きといんげんのおひたしと、豆腐と油揚げの味み噌そ汁しる、それからうちで作ってきた五目豆です」

「聞いただけで美お味いしそう……」

　つぶやいた直登の腹が、ぎゅるる、と音をたてる。

　ハハ、と北見は思わず笑ってしまった。

「ほんまにお腹空すいてるんですね」

「だからそう言ってるじゃん。今日はちょっとパン食べただけで、その後はコーヒー飲んだくらいで何も食べてないから」

　恥ずかしかったのか、若干拗すねた口調になった直登に、じわりと胸の奥が熱くなった。この人のことがたまらなく好きだ、としみじみ実感する。

　俺のかわいい人。そんな恥ずかしい言葉が、何の抵抗もなく脳のう裏りに浮かんだ。

「食事はちゃんと取らないとだめですよ。体壊します」

「わかってるけど、ちょうど乗ってきたとこだったから面倒で」

「仕事、順調ですか？」

「ん、今んとこはいい感じ。舞台の脚本書くのは久しぶりなんだけど、学生の頃はずっと舞台だったからドラマより書きやすいかも」

　何でもないことのように──実際、彼にとっては日常的で何でもないことなのだろう──話す直登に、そうですか、と北見は優しく応じた。

　直登が脚本を書いた舞台が成功し、評価されれば、彼に釣り合うことは更に難しくなる。

　俺もがんばらないと。

　気を引きしめた北見は、直登と共に既に使い慣れた広いキッチンへ足を踏み入れた。

「直登さんがご飯を炊いといてくれたから、三十分くらいで用意できますよ。ちょっと待っててくださいね」

　ん、と直登がさも嬉しそうに頷いたそのとき、肩にかけていたデイパックの中で電子音が鳴った。スマホにメールが届いたらしい。

　直登と会うときは大抵マナーモードにするか、電源を切っておくのだが、インターンシップの合否が送られてくるかもしれないのでそのままにしていた。

「何？　メール？」

「ちょっとすみません」

　北見のスマホが鳴ったのが珍しいのだろう、目を丸くしている直登に断ってエコバッグを下ろす。すかさずスマホを取り出し、画面を操作した。

　予想していた通り、第二志望の企業からメールがきている。

　結果は合格だった。面接と筆記試験はなく、エントリーシートのみの選考だったので、これでインターンシップに参加できる。

　安堵のあまり、はー、とため息が漏れた。第一志望の企業の合否はまだだが、ひとまず第一関門突破と考えていいだろう。

「何かあった？」

　直登はスマホを覗き込むことはせず、だからといって離れもせず、心配そうに尋ねてくる。

　北見はニッコリ笑ってみせた。

「インターンシップの合否のメールがきたんです」

「インターンシップってときどき聞くけど、何だっけ？」

「就活生を対象にした企業の職業体験です。それに合格したんですよ」

「そうなんだ、おめでとう！　ていうかもう就活してんの？　ヨシ君まだ三年だろ、三年の六月に就活って早くない？」

　本当に驚いたらしく、直登は矢や継つぎ早ばやに尋ねてくる。インターンシップのことだけでなく、就職活動が始まっていることも、まだ直登には話していなかった。

「就活というか、就活の前ぜん哨しょう戦せんみたいなもんです。本格的な活動はもうちょっと先ですよ」

「でも、もう前哨戦は始まってんだよな。うわ、ごめん、俺、知らなくて」

「なんで直登さんが謝るんですか」

「や、だってほら、俺は就活途中でやめちゃったし、それ以前に俺が学生だった頃とは事情が違うだろうからよくわかんないけど、忙しいし大変だろ。それなのに買い物行かせてご飯も作らせちゃって、ごめん」

　直登は慌てて謝った。知ったかぶりしたり先輩風を吹かせたりせず、素直にわからないと言い、その上で気遣ってくれる。直登のこういうところも好きだ。

　成人したばかりの同級生たちですら、知らないことを知らないと言えない者が大勢いる。当人は己のプライドを守っているつもりなのだろうが、傍はたから見るとみっともないとしか言いようがない。

　俺も直登さんを見習おう。

「謝らんといてください。買い物も料理も好きでやってることやから、直登さんが気にすることありません。それに、まだそんなに忙しいないですから。ただ、七月から八月にかけてインターンシップに行かんとあかんし、七月いっぱいでコンビニのバイトも辞めるんで、会える時間は減ってしまうと思います」

　スマホをしまいながら言うと、そっか、と直登はつぶやいた。一瞬、端整な面立ちに寂しげな表情が浮かんだものの、すぐに笑みでかき消される。

「じゃあ、その間は俺も仕事がんばるよ」

「はい、がんばってください。あ、でもあんまり無理しないでくださいね。あと、会えなくても連絡は毎日しますから」

「ん、待ってる。俺もメールするから」

　嬉しそうに頷いた直登に、またしてもじわりと胸が熱くなる。

　会えなくて寂しいと思ってもらえて嬉しい。それを表に出すまいとしたのは、北見を困らせないためだろう。その気遣いがまた嬉しい。

「じゃあ食事の支度しますね。直登さんはテレビでも見て待っててください」

「んー、ダイニングにいちゃだめかな。邪魔しないから」

　傍にいたいと訴えてくる眼差しに、北見はたまらず破は顔がんした。

「いいですよ、もちろん！」










　翌朝、北見は直登よりも早く目を覚ました。

　二ヵ月ほど前に直登がセミダブルのベッドを購入したため、シングルだった以前よりもゆったりと休めるようになった。

　ぐっすり眠っている恋人を起こさないよう、彼を抱きしめていた腕を慎重にはずす。幸いにも直登は目を覚ますことはなかった。泣き腫らして赤くなっている目許に、そっと口づける。

　昨夜は無理させちゃったな……。

　今はＴシャツとスウェットのズボンで隠されている体には、無数の赤い印が散らばっているはずだ。

　夕飯を食べた後、早々にベッドルームになだれ込んだ。体位を変えてベッドで三回、その後、体を清めるために入ったバスルームでも一回した。事後のけだるげな様子がたまらなく色っぽくて、我慢できなかったのだ。

　バスルームの壁に腕をつかせて後ろから押し入ると、直登は色めいた嬌きょう声せいをあげて身み悶もだえた。扇せん情じょう的てきな声と蠱こ惑わく的てきな体、そして卑ひ猥わいに蠢うごめいて北見を狂おしく愛撫するその場所に、目め眩まいがするほどの快感を覚えた。もうだめ、死んじゃう、という掠かすれた声がバスルームに響いて、夢中でしなやかな体を貪むさぼっていた北見はようやく我に返った。そして抜かずに二回目に突入しかけていた己を、慌てて引き抜いた。

　抱かれているときの直登は色っぽくて艶なまめかしいだけでなく、ときどきひどく可愛らしい。そのアンバランスがたまらなく情欲を煽あおる。その上、体の相性そのものも抜群にいいのだから、正直、何度でもしたくなる。

　直登は今まで、相手が男にしろ女にしろ、ずっと抱く側だったという。抱かれるのは北見が初めてだと聞いたときの喜びと感動を、今もはっきりと思い出せる。もちろん、初めてでなくても直登とセックスできること自体が嬉しかった。が、初めての男になれる喜びは一ひと入しおだった。こんなにエロくてかわいい人が、よくぞ誰にも抱かれずにいてくれたと心底思った。

　それもこれも、直登さんが抱かれる決心をしてくれたおかげだ。

　目許だけでは飽き足らず、直登の額と頰にも口づけた北見は、後ろ髪を引かれながらベッドルームを後にした。心身共に満たされているのを感じつつ、リビングで着替えて顔を洗い、朝食の準備にとりかかる。

　普段の直登はご飯を炊くのが面倒なので──そう、彼は知り合ったばかりの頃、炊飯器を持っていなかった──、朝食にはパンを食べることが多いらしい。だからこうして朝食を準備してあげられるときは和食にする。今朝はご飯と昨夜の残りの味噌汁、海苔を挟んだ卵焼き、鮭さけの切り身、きゅうりとワカメの酢すの物というメニューだ。ついでに直登の好物であるおかかのおにぎりも握る。こちらは昼食用だ。

　直登さんて、案外素朴な食べ物が好きだよな。

　ワインとチーズが似合いそうな風ふう貌ぼうだが、おかかのおにぎりとかぼちゃの煮物が好物で、酒は日本酒が好きなのだ。ハンバーグやグラタンといった、子供が喜びそうな洋食も好きだ。そういうところも意外でかわいい。

　テーブルに皿を並べ終え、ふとリビングの掛け時計を見遣る。

　午前十時。そろそろ起こした方がよさそうだ。

　ダイニングを出ようとしたそのとき、プルルルル、と聞き慣れない電子音が室内に鳴り響いた。ぎょっとして周囲を見まわす。

　音をたてていたのは、リビングの片隅に置いてあるファックス付きの固定電話だった。

　この電話が鳴ってるとこ初めて見た……。

　プライベートの連絡も仕事の連絡もスマホかパソコンにくるらしいので、直登自身も滅めっ多たに使わないと言っていた。それでもごくまれにファックスを使う人がいるとかで、なくしてしまうわけにはいかないという。

　留守番電話に設定されていたらしく、案内の音声が流れた。

　ピー、という音の後、幾分か焦ったような男の声が聞こえてくる。

『あ、湯澤？　尾お沼ぬまです。今ケータイにかけたんだけど電源切れてたから、念のためにこっちにもかけました』

　低い声が紡つむいだ女性っぽい言葉遣いに驚く。

　直登が所属している事務所の所長の名前が、確か尾沼だった。

　オネエの人だったのか……。

『ついさっき玉たま木き先生から連絡があってね、返事は週明けってことになってたけど、早くあんたと話したいっておっしゃってるの。今朝早く起きて初稿を全部読んでくださったんですって。これ聞いたらすぐ玉木先生の事務所に電話してちょうだい。じゃ、頼んだわよ』

　玉木というのは、直登が舞台の脚本を書くことになった演出家の名前だ。御おん年とし七十歳で、厳しいことで知られている。尾沼の切せっ羽ぱつまった口調を考えると、直登を早く起こした方がよさそうだ。

　北見は一旦キッチンに戻った。冷蔵庫から取り出したミネラルウォーターをグラスに注そそぎ、それを手に足早にベッドルームへ向かう。

　軽くドアをノックするが、返事はない。そっとドアを開けると、案の定、直登はまだ眠っていた。体を丸めた寝姿は、まるで猫のようだ。

「直登さん、起きてください」

　銀色に光る毛並みを持った血統書付きのネコを連想しつつ、そっと肩を揺する。

　小さくうなった直登はうっすら目を開けた。が、すぐにまた目を閉じて布団の中へ潜もぐり込こむ。

「まだねむい……」

　声が掠れていたのは、寝起きだけが理由ではないだろう。

　甘えを含んだ色っぽい口調に頰を緩ゆるめながら、北見はグラスをサイドテーブルに置いた。ベッドの脇に跪ひざまずき、今度は肩を優しく撫でる。

「寝かせといてあげたいんですけど、さっき家いえ電でんに尾沼さんから留守電が入って、急いで連絡してほしいみたいでした」

「えー……、土日はオフだって言っといたのに……」

「玉木さんが、直登さんと早く連絡をとりたがっておられるって」

　そう言った瞬間、布団の奥に引っ込んでいた直登の首が、勢いよく外へ出てきた。

「噓だろ、昨日の今日で……」

　つぶやいた直登は、恐らく本人的には素早く、しかし北見から見れば緩かん慢まんな動作で起き上がる。咄とっ嗟さに彼の背中を支えた北見は、枕を腰に据すえた。ありがと、と直登はわずかに頰を染めて礼を言う。

　恐らく直登は土日に北見とゆっくりすごせるよう、昨日の夕方に仕事を終えたのだ。無理をして仕上げたからこそ、シャワーを浴びるのがぎりぎりになった。

　直登さんも俺との時間を大事に思ってくれてる。

　改めてそのことを実感して胸が熱くなる。

「俺が昨夜、無茶したのが悪いんだからお礼なんか言わなくていいですよ。スマホそこにありますよね。持ってきましょうか？　ペンとメモはいります？」

「ん、どっちもいる。右の一番上の引き出しの中にノートとえんぴつが入ってるから」

　北見は早速、ベッドから少し離れた場所に置いてあるデスクに歩み寄った。この寝室は普段、直登の仕事部屋になっているのだ。すっきり整せい頓とんされた机の引き出しからノートとえんぴつを取り出し、脇の棚に置いてあったスマホと共に渡すと、ありがとうと直登は礼を言った。

「慌ただしくてごめん。週明けに打ち合わせのはずだったんだけど……」

「気にしないでください。水置いときますから、喉が渇いてるようだったら飲んでくださいね」

「ほんとありがとう。助かった」

「たいしたことはしてませんよ。それじゃ、仕事がんばってください」

　微笑んでみせて踵きびすを返す。が、ドアに向かって歩き出した途端、くいとシャツの裾すそを引っ張られた。

　驚いて振り返ると、上目遣いの直登がそこにいた。

　下から見上げてるんだから上目遣いになって当然なんだけど。かわいい。

　我知らず赤くなった北見に、直登は遠慮がちに尋ねてくる。

「ヨシ君、もう帰る？」

「え？　いえ、帰りませんよ。キッチンにいます」

　ほっと息をついた直登に、胸がぎゅっと締めつけられた。

　俺が帰ると思って寂しくなったのか。

　歓喜と愛しさが同時に込み上げてきて、北見は寝癖がついた直登の髪を軽く梳すき、露あらわになった額にキスをした。
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「帰ったりしませんから、心配しなくても大丈夫ですよ」

「そっか。たぶん三十分くらいで終わると思うから。ほんとごめん」

　くすぐったそうに目を細めながらも、直登は尚も謝る。

　付き合って半年以上が経たつのに、彼は北見の気遣いや優しさを当たり前とは思っていない。ちゃんと礼を言ったり、謝ったりしてくれるのがその証拠だ。

　この人を好きになって、好きになってもらえてよかった。

「朝飯用意してますから、終わったら一緒に食べましょう」

　今度は目許にキスをすると、直登はさも嬉しげにうんと頷いた。

　じゃあ後で、と手を振ってみせて今度こそ踵を返す。

　ドアを閉める寸前に、ちらとベッドにいる直登を見遣る。

　幸せそうに頰を緩めてスマホを操作し始めた端整な面立ちから、スッと甘さが消えるのがわかった。そこにはもう、北見とすごすときの柔らかな表情はない。また、雑誌に載っていた穏やかな表情もなかった。あるのは、仕事に真剣に向き合う大人の男の顔だ。

　音をたてないように静かにドアを閉めた北見は、小さく息を吐いた。

　きっとこの先、直登以上に好きになれる人、そして、ずっと一緒にいたいと思える人は現れない。

　直登さんに相応ふさわしい男になりたい。

　改めて、強くそう思った。










　必修の講義が行われる教室は、既にそこそこ席が埋うまっていた。外はわずかに肌寒いが、室内は人いきれのせいで蒸している。

　どこへ座ろうかと教室を見まわしていると、窓際の中ほどの席で、おーいと辻つじ井いと八や島しまが手を振った。手を振り返して彼らに歩み寄る途中で、北きた見み君、と呼ばれる。

　少し離れた席に腰かけている女子学生が手招きしていた。こげ茶色のセミロングの彼女は、同じゼミの女性だ。それほど親しいわけではないが、挨あい拶さつをかわす程度には顔見知りである。

　辻井たちより先に、直登は彼女に話しかけた。

「おはよう、何？」

「先週の金曜の産業史のノート、できたら貸してもらえない？　私、体調崩して休んじゃって」

「ああ、いいよ。じゃあ今度のゼミのときに持ってくから」

　彼女はほっと息をついて微笑ほほえんだ。

「ありがとう、助かる。あ、ちゃんとお礼するからね」

「そんなの気にしなくていいよ。たいしたことじゃないし」

　こちらも笑顔で応じて、改めて辻井の隣に腰を下ろす。

　辻井が早速こそこそと話しかけてきた。

「おい北見、あのコ去年の準ミスの朝あさ吹ぶきさんだろ。知り合いか？」

「知り合いっていうか、ゼミが同じなんだよ」

「えっ、マジで？　なんだよ、俺も谷たに口ぐちゼミに入ればよかったー」

　辻井はジタバタと足を動かす。

　本当に悔しがっているらしい様子に苦笑していると、辻井越しに八島が声をかけてきた。

「北見がぎりぎりに来るって珍しいな。だいたい十分前までには来てるだろ」

「昨日日曜だったし、ひょっとしてカノジョんちにお泊まりだったとか？」

　辻井が羨うらやましげな視線を向けてくる。

　直なお登とは「カノジョ」ではないが、まあな、と北見は正直に頷いた。

　土曜の夜はコンビニのバイトに入っていたので、一旦、直登のマンションを出た。日曜の午前中は自宅アパートで眠り、午後から再び直登を訪たずねた。そのまま直登のマンションに泊まって、直接大学へ来たのだ。

「一緒に朝飯食べてきた。二人で後片付けしてたんだけど、時間オーバーしてるのに気付かなくて、いつもより遅い時間に出ることになってしもた」

　北見の頰が緩ゆるんでいることに気付いたのだろう、辻井と八島は頰を引きつらせた。

「うわ、微妙な関西訛なまりが腹立つ……」

「いいよなあ、年上の美人なカノジョの手作り朝ごはん……」

「言っとくけど、飯作ったの俺だからな」

　う、と料理ができない二人は言葉につまる。ちなみに辻井も八島も今はフリーだ。

　北見が用意した朝食を、直登はやはり嬉しそうに食べてくれた。北見が料理を作ることに対しても、彼は当たり前だと思っていない。いつも、嬉しい、美お味いしい、ありがとうと素直な言葉を口にしてくれる。

　ヨシ君が来てくれると朝から美味しいご飯が食べられるし、当たり前だけどヨシ君と一緒に食べられるから嬉しい。

　今朝もそう言って無防備に笑った顔はたいそう可愛らしく、仕事のときの厳しさは欠片かけらもなかった。

　ちなみに土曜の朝の仕事の電話は、一時間ほどかかった。玉たま木きは怒ど濤とうの勢いで感想を述のべた後、間かん髪はついれずに改善点をまくしたてたらしい。脚本を書き始める前の打ち合わせでも、こうしたいと思ったらすぐ動かないと気が済まない感じではあったそうだ。けどあそこまで自由人だとは思わなかった、と直登は苦笑していた。

　かっこよかったな、直登さん。

　自分の知らない世界で認められ、活躍している人。

　胸にわずかな痛みを感じていると、はー、と辻井がため息を落とした。

「料理が得意でマメな奴はいいよなあ……」

「辻井も料理の練習すればいいだろ」

「そういう問題じゃないんだよ。俺は作りたくない。作ってもらいたい」

「じゃあ作ってもらえる相手を探せばいいんじゃないか？」

「簡単に言うなよイケメンが。あーあ、俺なんかもう一生、誰とも付き合えないで終わるんだ」

　頭を抱えた辻井を見て、八島と顔を見合わせる。何かあったのかと目で問うと、知らない、という風に八島は小さく首を横に振った。

　今日の辻井はどうも僻ひがみっぽい。前向きな彼らしくない。もしかしたら就しゅう活かつとは別に、何かプレッシャーを抱かかえているのかもしれなかった。皆、口にしないだけで様々な事情がある。

「北見、インターンシップの合ごう否ひもうきただろ？　どうだった？」

　気を取り直したように尋ねてきた八島に、北見も気持ちを切り替えて頷いた。

「ああ、ひとつは合格もらえた」

「うわ、マジか。俺、まだひとつも受かってないんだよなあ」

「合否が決まるの今週中のとこが多いから、そんなに落ち込むことないんじゃないか？　俺もまだメールきてないとこあるし」

「なんか余裕だな」

「まさか。余裕なんかないよ」

　本心から言ったそのとき、前方のドアが開いた。教授が入ってきて、ざわついていた教室が幾分か静かになる。

　口を閉じると同時に、トートバッグの中に入れていたスマホが震えた。メールがきたようだ。

　取り出すことはせず、バッグの中で画面を操作する。

　第一志望の文具メーカーからのメールだ。インターンシップの合否の知らせである。

　ごく、と我知らず喉のどが鳴った。わずかに震える指先を動かしてメールを開く。

　──結果は、不合格。

　全身の血の気けが引くのが、はっきりとわかった。










　インターンシップの合否が、そのまま内定につながるわけではない。

　とはいえ、内定者の半数がインターンシップ経験者という企業もある。第一志望の文具メーカーは、まさにそれだ。

　就活で大変なことはたくさんあるけど、友達に気軽に愚ぐ痴ちれないのもそのひとつだよな……。

　もしかしたら、愚痴を自慢や厭いや味みととられるかもしれないからだ。

　今まで一応でも横並びだった同級生たちの中に、先に行く者、取り残される者、という区別ができるのが就職活動だ。友達といえども、否いな、友達だからこそ妬ねたみが生まれても不思議はない。もちろん、純粋に喜んでくれたり心配してくれたりする者もいるだろうが、妬みはなくても焦あせりは感じるはずだ。だから就活の他に何か悩みがあるらしい辻井にも、まだインターンシップがひとつも決まっていないという八島にも、不合格の通知がきたことは言わなかった。

　二つ合格したんだから、一つ落ちたくらい気にすんなよって言われるだろうし。

　不合格の知らせが届いた後、第三志望の企業から合格のメールがきた。面接と筆記試験がある企業だったのでまだ油断はできないが、少しほっとした。しかし第一志望に落ちたショックが和やわらいだわけではなかった。

　気持ちを切り替えないとだめだ。とにかく一つの企業からは合格をもらえたのだから、そこでしっかり就しゅう業ぎょう体験を積めばいい。だいたい、まだ第一志望の企業に就職できないと決まったわけではないのだ。

　頭ではわかっているのに、気持ちが追いついてこなかった。

　他のことだったら直登さんに話すんだけど、就活はな……。

　直登に心配をかけたくない。

　否、それは建前だ。社会に出る第一歩である就職を成功させることで、彼に認められたい。

　北見は今まで誰に対しても、見栄や意地を張ったことがなかった。どんなに自分を良く見せようとしたところで、中身が伴ともなわなければ、結局メッキは剝はがれる。そんなのは何の意味もないし、逆に惨みじめだと思っていた。

　けど、直登さんにはカッコ悪いとこを見せたくないと思ってしまう。

　俺も大たい概がいしょうもないというか、アホというか、小さい男や……。

　コンビニの棚を整理していた北見は、大きなため息を落とした。

　きっと直登は、小さくないよと笑ってくれる。みっともないところも受け止めてくれるだろう。可愛らしい人だが、そこは大人の男なのだ。だからこそ余計に話せない。

　だって、そんなのカッコ悪いじゃないか。

　──て、行き着くとこはそこかよ。

　己の狭きょう量りょうさに嫌気が差して、再びため息が漏れる。

「すみません、レジお願いします！」

　北見のかわりに深夜のバイトに入ることになる新人、村むら田たの焦った声が聞こえてきて、北見はハッとした。

　いつのまにか、レジの前に四人の客が並んでいる。月曜日の深夜、客は多くもないが、少なくもない。いつもはもう一人、店長か他のバイトが入っているのだが、今日は都合がつかなくて村田と二人だけだ。

　はい、と返事をして早足でレジに向かうと同時に、新たな客が入ってくる。

　Ｔシャツにパーカー、スウェットのズボンというラフな格好の男──直登だ。

　今まさに彼のことを考えていたところだったので、反射的に背筋が伸びる。

　目が合うと、直登は笑みを浮かべて小さく手を振った。今朝、別れたときより心なしかげっそりして見える。

　直しの作業がうまくいってないんだろうか。

　話しかけたかったが、パニックに陥おちいりかけている村田を放っておくわけにはいかない。軽く手を振り返しただけでレジへ入る。すみませんと謝る彼に、こっちこそごめんと応じて隣のレジを開けた。北見が来て安心したのか、村田の処理が早くなる。

　二人で対応したおかげで、列はすぐに解消した。あっという間に客が引き、店内にいる客は直登だけになる。

　北見は思わずほっと息をついた。隣の村田も同じくため息を落とす。学部は違うが、彼も北見と同じ大学に通う一年だ。

「混雑してんの気付かなくて悪かった」

「いえ、俺もすぐ呼べばよかったのに、パニクってすみません」

　神妙に謝る村田は、なかなか真面目な性格である。おかげで引き継ぎも楽だ。

　北見は村田にレジを任せて再び店内に戻った。目当てはもちろん直登だ。仕事中だからがっつり会話するわけにはいかないが、少しくらいなら話せる。

　直登は珍しく菓子の棚の前にいた。真剣な表情で菓子を見ている。

　普段の彼はあまり駄菓子を食べない。執筆中に口にするのはコーヒーばかりだと聞いている。

　気になるお菓子でもあったのかな。

　不思議に思いながら歩み寄ろうとすると、賑にぎやかな話し声と共にヨーロッパ系らしき外国人の集団が入ってきた。レジに突進した彼らは、癖の強い英語で村田に話しかける。

　村田は明らかに動揺していた。あ、う、え、と意味のない言葉を発している。

　これは助けに行かないと。

　昨さっ今こんは外国人が来店することも珍しくないが、六人グループというのは北見も初めてだ。

　何をお探しですか？　と英語で話しかけると、彼らは一斉にこちらを向いた。次の瞬間、口々にまくしたててくる。聞き取りづらかったが、今テレビでコマーシャルをやっているアイスクリームを探していることがなんとかわかった。

　こちらです、とアイスクリームが入っているボックスへ案内する。蓋ふたを開けてやると、目当ての商品を見つけたらしく歓声があがった。

　ちらと振り返った先で、レジもお願いします、という風に村田が両手を合わせている。

　うん、まあそうだよな。

　直登の様子が気になったが、仕方がない。

　大量のアイスクリームをカゴに入れて持ってきた彼らを、こっちですと誘導する。レジで作業をしている間にもひっきりなしに話しかけられた。皆、日本のアイスクリームや菓子を頻しきりに称賛する。君はどんなアイスが好きだと聞かれたので、無難に抹まっ茶ちゃアイスと答えた。その答えにまた、マッチャマッチャと陽気な彼らは盛り上がる。

　アリガト！　と笑顔で礼を言って去っていく集団を見送っていると、凄いな、という直登の声が聞こえてきた。

　いつのまにか、隣のレジの前に直登がいた。ドキ、と心臓が跳ねる。

「夜中なのに凄いテンションでしたね」

「違う違う。凄いのはそっちじゃなくて、ヨ……北見君。な、そう思うだろ」

　外だからだろう、苗字呼びに言いかえた直登に、村田ははいと勇いさんで頷いた。そして尊敬の眼差しを向けてくる。

「俺、あの人たちが何言ってるのか全然わかんなかったです」

「それは早口だったからじゃないか？」

　首を傾かしげると、直登はまた違う違うと首を横に振る。

「凄いのは言葉が聞き取れたことじゃないよ。や、聞き取って会話したのも凄いけど、落ち着いて対応したのが凄いってこと」

「そうそう、そうです、その通りです。俺、北見さんのかわり務まるかな……」

　気弱につぶやいた村田に、直登は改めて向き直った。

「北見君のかわりに入る新人さん？」

「はい、そうです。村田といいます。よろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げた彼に、こっちこそよろしく、と直登は笑みを浮かべて応じる。

　常連客と新人バイトの和なごやかなやりとりだったが、北見は愕がく然ぜんとした。

　──八月からは、夜中に直登さんとこうやってしゃべるのは俺じゃないんだ。

　わかりきっていたことなのに、目の前に現実を突きつけられるとショックだった。

　しかも今まで気にしていなかったが、村田はそこそこ整った面立ちである。身長は直登より少し低いくらい。色白で、男にしては華きゃ奢しゃだ。

　もしかして、直登さんのストライクゾーンど真ん中なんじゃ……。

　おまけに村田は素直で性格も良い。

「じゃあ、がんばってね」

「はい、がんばります。ありがとうございました」

　会計を済ませた直登に、村田はまたペコリと頭を下げる。

　村田から北見に視線を移した直登は、ニッコリ笑った。

「北見君も、がんばって」

「あ、はい。あの、気を付けて」

　我に返って漸ようようそれだけ言うと、直登はうんと嬉しそうに頷く。そして振り返ることなくコンビニを出て行った。

　半なかば呆然として、その後ろ姿を見送る。

　しまった。仕事のことも、どの菓子が気になるかも聞けなかった。

　直登はきっと、北見と少しでいいから話したくて来たのに。

「北見さん、今の人、脚本家の湯ゆ澤さわ直登さんですよね？」

　小声で尋ねられ、思わず勢いよく振り返ってしまった。

　村田は驚いたように瞬まばたきをする。

「え、違いました？」

「いや、そうだけど……、よくわかったな」

「やっぱりそうなんだ。有名な脚本家を普通にコンビニで見かけるって、さすが東京ですね。俺、裏方だけど演劇サークルに入ってるんですよ。雑誌とかに載ってる写真とは雰囲気が違いましたけど、顔見て湯澤さんじゃないかなって思って。今度、玉たま木き長ちょう次じの舞台の脚本を書かれるらしくて、楽しみにしてるんです」

　村田はニコニコと笑う。おとなしい彼にしては饒じょう舌ぜつだ。

　俺とは違って、最初から演劇に興味があるのか……。

　きっと直登と話が合うに違いない。脚本の仕事の苦労も、北見より理解できるかもしれない。

　北見の沈黙をどうとったのか、村田は慌てたように言葉を紡つむぐ。

「あ、もちろんサインをねだったりとかは絶対しませんから。お客さんとして来てくださってるんだから、ちゃんと店員として接します」

「……ああ、そうした方がいいな」

　かろうじて笑みを浮かべて答えたものの、焦しょう燥そう感かんは消えなかった。










　バイトを終えてアパートへ戻ったときには、いつも以上に疲れていた。

　第一志望のインターンシップに参加できなくなったことに加え、これから直登が深夜のコンビニで顔を合わせるのが、彼のストライクゾーンに見事にはまる村田であることが、自分で思っていた以上に心にのしかかっていた。

　今日の講義は午後からだ。シャワーを浴びた北見は、仮眠をとるべくベッドに横になった。

　雨が降ってきたらしく、ぽつぽつという雨音が絶え間なく聞こえてくる。肌寒いくらいに気温が低くて、北見はかけ布団の中に潜もぐり込こんだ。

　そうして暗闇の中にいると、思考が後ろ向きになっているのがはっきりとわかった。

　せめて第一志望のインターンシップに受かってるか、村田が直登さんの好みじゃない男か、どっちかだったらよかったのに。

　直登はそう簡単に心移りするような人ではないと信じている。

　けれど、彼がもともと「タチ」だったのは事実だ。今も時折、冗談まじりにではあるが、北見を襲うとか抱きたいなどと口にする。「ネコ」になるのは北見が初めてだと言っていた。北見が好きだから譲ゆずってくれたのだ。

　直登に無理をさせている部分が全くないと言えば、噓になる。

　一緒にいる時間が少なくなれば、彼の本来の欲求が出てくるかもしれない。

「あー、あかん。マジであかん」

　忌いま々いましい考えを捻ひねり出した自分に、自分でダメ出しする。

　こんなことを考えるだけでも直登さんに失礼や。

　一人で悶もん々もんとしているのがよくない。

　直登さんにメールしよう。

　次に会うのは今週末と決めてある。何が食べたいですかと尋ねて、直登のリクエスト通りのメニューを作ろう。直登が気になる菓子を聞き出して、買って行くのもいい。食費は直登が出してくれているが、菓子代は北見がバイト代から出すのだ。

　直登が喜ぶ顔を思い浮かべ、ベッドの脇にあるカラーボックスの上に置いておいたスマホを手にとる。電源を入れると、メールが届いているのがわかった。

　直登さんからだ。

　ドキ、と心臓が強く脈打った。急いで画面を操作してメールを開く。

　──お仕事お疲れ様。今日のヨシ君、凄くかっこよかった！　新人君に優しかったり、英語話せたり、いろんなところが見れて惚れ直しました。

　そこまで読んで、安堵の吐息が漏れた。たいしたことはしていないが、直登が惚れ直してくれたのならよかった。一気に心が軽くなった己の現金さにあきれながら、メールの続きを読む。

　──あと、本当に申し訳ないんだけど、仕事が思うように進んでなくて今週末も仕事しないといけなくなったんだ。だから会えません。ごめんなさい。来週の水曜日には落ち着くと思うんだけど、水曜って忙しい？

　たった今浮上したばかりの気持ちが、急激に降下する。水曜の午後は講義で埋まっているし、その後はコンビニのバイトが入っている。会えるのは、早くても木曜日だ。

　はー、と今度は憂ゆう鬱うつなため息を落としつつ、北見はスマホを操作した。

　──直登さんこそ、お仕事お疲れ様です。すみません、水曜は無理です。木曜だったら大丈夫です。木曜の夕方にお邪魔してもいいですか？

　それだけを打って送信する。

　恐らく直登は眠っている。執筆中は夜中まで仕事をして、昼頃に起きることが多いと言っていた。返信がくるのは昼をすぎてからだろう。

　そう思うのに、すぐに返信がこないかと待ってしまう。

「あー、あかん」

　未練を断ち切るために、北見は勢いよくスマホをボックスの上へ戻した。

　その瞬間、スマホが電子音を奏かなでる。

「！」

　驚いたものの、北見は再びスマホを手にとった。

　直登からメールがきている。起きていたようだ。

　──疲れてるのに申し訳ないんだけど、今ちょっとだけ電話してもいい？

「もちろんです！」

　思わず返事をした北見は、ベッドの上で体を起こした。早速直登の番号を呼び出す。

　直登さんが電話してもいいかって聞いてくるの、初めてだ。

　会えないときはメールのやりとりが主で、電話はほとんどしたことがない。それでも深夜のコンビニで会って少しだけでも話していたおかげだろう、寂しさを感じなかった。

　しかし今日は顔を合わせたものの、ろくに話せなかったので、物足りなさが残っている。

　今、電話ででも話せたら凄く嬉しい。

　直登はワンコールですぐに出た。

『あ、ヨシ君、疲れてるのにごめん』

　慌てたような物言いに、いえ、と応じる。耳に押し当てたスマホから届いた直登の声が、全身に染みていくような気がした。

「全然大丈夫ですよ。俺も直登さんの声が聞きたい思てたから、嬉しいです」

『ほんと？　だったらよかった』

　ほっとした物言いが愛いとしくて頰が緩む。

「どうしたんですか、何かありました？」

『や、別に何もないんだけど。あの、週末、ほんとごめんな。打ち合わせと締め切りが立て込んで急に忙しくなっちゃって。ごめん』

「さっきメールで謝ってもろたし、そんなに何回も謝らんでええですよ。俺のことは気にせんといてください。それより直登さん、忙しくてもあんまり無理しないでくださいよ。ちゃんと食べて、ちゃんと寝てください」

　自分でもどうかと思うほど、甘く優しい口調になっているのがわかった。

　直登ははにかむように、ありがとうと応じる。きっと頰を染めているに違いない。

　直登さんのこういうとこ、ほんと初うい々ういしくてかわいい。

　胸がぎゅっと締めつけられる。優しくしたくて甘やかしたくてたまらない。

「そうや、直登さん、気になるお菓子があるんでしょう。今度買って行きますから、どれか教えてください」

『お菓子？　や、特にないけど……』

「けどコンビニで、真剣にお菓子見てたやないですか」

『え……？　ああ、あのときか……』

　直登の小さなつぶやきが聞こえてきた。

　が、すぐに違う違うと明るい声が否定する。

『気になるお菓子があったわけじゃないんだ。チョコとか甘いものを食べれば、仕事の効率が上がるかなあって思って見てただけ。今回は今までと勝手が違うから、ワラをもつかむ思いっていうか』

　とってつけたような物言いに、北見は微かすかな違和感を覚えた。

　菓子を真剣に見ていたのが照れくさかったのか。

　──いや、たぶん違う。直登さんは何か隠している。

　隠す、というほど大おお袈げ裟さではないにしても、何かをごまかしている。恋人として付き合ってから今まで、こんなことは一度もなかった。

　直登さん、と呼ぼうとしたのを遮さえぎるように、ヨシ君、と直登が呼ぶ。

『今度会うの、木曜だったら大丈夫だから木曜にしてくれるかな。時間はいつも通りでいい？』

「はい、大丈夫です。じゃあ夕方にお邪魔しますね」

『ん、待ってる。ヨシ君、寝るとこだったんだろ。ごめんな、邪魔して』

　突っ込んで聞いた方がいいのか流した方がいいのか判断がつかないうちに、話が移ってしまった。大きな違和感ではなかったこともあり、問とい質ただすことなく応じる。

「邪魔なんかやないですよ。さっきも言いましたけど、直登さんの声が聞けて嬉しいです。せやから謝らんといてください」

『ありがと』

　嬉しそうな声が、ヨシ君、と呼ぶ。

「何ですか？」

『好きだよ』

　スマホを通して聞こえてきた甘い睦むつ言ごとに、北見は絶句した。

　みるみるうちに顔だけでなく首筋まで熱くなる。

　真っ赤になった顔が見えたかのように、直登はクスクスと笑った。

『電話くれてありがとう。声聞けて嬉しかった。おやすみ、また来週』

　優しい声が耳をくすぐったかと思うと、通話が切れた。

　北見はスマホを耳にあてたまま、あー！　と叫びそうになるのを必死で堪こらえた。

　だめだ、俺、直登さんのことが凄く好きだ。

　数時間前に会ったばかりなのに、もう会いたい。

　俺がこんな風に思ってるって知ったら、直登さんはどう思うだろう。

　面倒だと思うだろうか。










　それから金曜まで、第三志望の企業の面接と筆記試験を受けに行った以外は、アパートと大学とバイト先のコンビニを行ったり来たりする生活が続いた。大学の居心地はあまりよくなかった。インターンシップの合否がはっきりしてきたせいだろう、一見すると穏やかな空気の底に、小さい棘とげのような違和感が潜ひそんでいる気がしたのだ。おかげで気を抜くことができなかった。

　ちなみに辻井と八島は、各おの々おのひとつの会社のインターンシップに合格したという。二人とも幾分か安心した顔をしていた。

　北見も第一志望の会社に不合格だったことに対するショックは和らいでいた。どこにも合格できなかった者もいるのだ。彼らの落胆ぶりを見ていると、落ち込んでいるのが申し訳ない気持ちになる。

　でも、俺の気持ちがささくれてるのは就活だけが原因じゃないからな……。

　直登と二人きりになれるまで、あと六日。

　早く顔が見たいと思うのは、月曜に深夜のコンビニで会ってから二度バイトに入ったのに、一度も直登を見かけなかったせいだ。メールのやりとりでも、直登が仕事に追われていることが伝わってきた。きっと出かけている余裕すらないのだろう。火曜の朝に珍しく電話したいと言ってくれたのは、こうなることがわかっていたからかもしれない。仕事だから仕方ないと思いつつも、やはり寂しかった。

　しかし一方で、ほっとしたのも事実だ。直登が深夜のコンビニに来ないということは、北見と会えないが、村田とも会わないということである。

　俺はつくづく狭量や。

　八月になれば、直登と村田は嫌でも頻ひん繁ぱんに顔を合わせるのだ。いちいち気にしていても仕方がない。

　憂ゆう鬱うつな気分を振り払うように、北見は大きく深呼吸した。意識して背筋を伸ばし、大学を出る。一旦アパートに戻って仮眠をとり、バイトへ向かう予定だ。

　頭上に広がる空は灰色の雲に覆おおわれていた。昨日までは蒸し暑かったが、今日は少し肌寒い。長なが袖そでのシャツを羽は織おってきて正解だった。

　直登さん、ちゃんとあったかい格好してるかな。

　執筆しているときは身の周りのことがどうでもよくなるらしく、平気で薄着をしたり、逆に厚着をしたりする。レンジやオーブンで温めてすぐに食べられるように、冷凍や冷蔵しておいた作り置きのおかずも、そろそろ切れる頃だ。食生活も心配である。

　明日と明後日あさって、直登のマンションですごすはずだった時間を、手間がかかる料理を作るのにあてようと思う。保存できるものを作っておけば、直登に食べてもらえる。

　普段からヨシ君の手料理食べてるせいか、今年は風邪とか全然ひかなかったんだよな。体調もいいし、食生活って大事だって実感したよ。いつもありがとう、ヨシ君。

　至し極ごく真面目な顔で感謝されたのは、ほんの一ヵ月ほど前のことだ。

　嬉しかったし、誇ほこらしくもあった。

　俺が直登さんを支えてるって実感があったからだ。

　しかしこの先は、学生の頃と同じようにはいかない。直登に好きだよと甘く囁いてもらえる関係を、はたして維い持じしていけるのか。

　結局、電話で話しているときに感じた違和感の正体に見当はつけられなかった。そもそも直登には、かなり無理をさせているのだ。今は小さなごまかしで済んでいても、次第に大きなすれ違いになっていくかもしれない。

　またしても思考が後ろ向きに走り出して、北見は一人苦笑した。

　今まで自分はポジティブな方だと思っていたが、そうでもないらしい。

　ていうか、こんなネガティブ思考は初めてだ。

　それだけ直登が特別だということだろう。

「北見君」

　ふいに声をかけられて振り返ると、同じゼミの女性──朝吹が小走りで駆け寄ってくるところだった。淡い色のカーディガンを身につけた彼女は、ニッコリと笑いかけてくる。

「この前はノートありがとう。ほんと助かりました」

「ああ、別にいいよ、あれくらい」

　軽く頷いてみせると、彼女は横に並んだ。

　なんだろう、何か言いたいことでもあるのか？

　会えば挨拶をするが、朝吹とはそれほど親しいわけではない。

　不思議に思っていると、彼女は歩き出した。北見もつられて歩を進める。

「北見君、東京で就職するんだ？」

「そのつもりだけど、俺が東京で就職したいって思っても、会社が採とってくれないとどうにもならないから。まだはっきりしたことはわからない」

「でも、インターンシップいくつか合格したんでしょ？　もう決まったようなもんじゃない」

　誰に聞いたんだろうと一瞬訝いぶかしく思ったが、そうした情報は自然とどこかから漏れ出すものだ。学食で辻井と八島に話したときに誰かが聞いていたかもしれないし、就職課で相談員に報告したときに聞かれていた可能性もある。就活中の学生は他人の活動にも敏感だ。噂話が広まるのも早い。

「インターンシップに行けたからって採用されるとは限らないよ。朝吹さんはどうするの。東京で就職？」

　尋ねたのは、朝吹の進路に興味があったからではない。単純に聞かれたことをそのまま返しただけだ。

「ああ、うん。一応」

　朝吹の返事は歯切れが悪かった。もしかしたらインターンシップに合格できなかったのかもしれない。

　話をふったのはまずかったかと思ったが、彼女は口調を明るいものに変えた。

「この前、辻井君たちと話してるのが聞こえちゃったんだけど、北見君、年上の人と付き合ってるんだって？」

　隠しているわけでもないので、ああと頷く。

　すると朝吹は上目遣いでこちらを見上げてきた。

「なんか、ご飯作らされてるって聞いたけど、ほんと？」

「作らされてるわけじゃないよ。俺が好きで作ってる。料理は趣味だから」

「え、そうなんだ」

　朝吹は拍子抜けしたような声を出した。

　なんだ、この反応。意味がわからない。

　しかし朝吹は気を取り直したように口を開く。

「付き合ってどれくらい？」

「半年とちょっとぐらいかな」

「そうなんだ。案外短いんだね。その人といくつ年離れてるの？」

　さすがに踏み込まれすぎだと感じた北見は口を噤つぐんだ。単純に好奇心から尋ねているのかもしれないが、答える必要のない問いである。正直、不愉快だ。

　北見が意識的に黙ったことに気付いたらしく、朝吹は慌てたように言葉を紡いだ。

「ほら、あんまり年が離れてると話も合わないだろうし、一緒にいても疲れるんじゃないかなって思って。その点、年が近いと話題には困らないし、お互いに同じ感覚でいられるからいいと思うんだ」

「朝吹さんがそう思うんなら、朝吹さんには年が近い人が合ってるんじゃない？」

　俺はそうは思わないけど、と言外に匂わせて言うと、朝吹は怯ひるんだ。北見の意図をちゃんと汲くみ取とったようだ。

　柔らかく描かれた眉を悔しげに寄せる彼女に、北見はふと気付いた。

　もしかして、俺に気があるのか？

　──いや、違うな。

　今まで朝吹に見られているとか好かれているとか、感じたことはなかった。

　好意はゼロではないかもしれないが、彼女は恐らく「東京でそれなりの企業に就職できそうな男」なら誰でもいいのではないだろうか。自分が希望通りの就職ができなくても、いざとなれば結婚してしまえばいいと考えているのかもしれない。それだけ自みずからの就職活動に不安があるのだろう。

　気持ちはわからないでもない。

　俺だって不安だ。

「朝吹さんは、どういう会社に就職したいの？」

　棘を取り払って穏やかに尋ねると、彼女はうつむいた。

「え、あ、私は……、一応、化粧品会社を……」

「そうなんだ。お互い希望の会社に入れるといいな」

　敢あえてさっぱりとした口調で言う。

　うんと小さく頷いた朝吹の耳は赤くなっていた。自分の言動が今更ながら恥ずかしくなったのかもしれない。

　辻井が言った通り、彼女は大学で行われるミスコンテストで準グランプリをとった美人だが、それを鼻にかけるような人ではなかった。しっかりとした意志を持った女性に見えていた。

　今まで経験したことがない将来への不安のせいで、皆、平静ではいられないのだ。

　俺も、人のことをどうこう言えない。










　直なお登とがコンビニに姿を見せるのは、大抵、日付が変わった頃だ。

　今日も来なかった……。

　村むら田たと共に着替えを終えた北きた見みは、更衣室を出る前にスマホを確認した。バイトに入る前に、メールを送っておいたのだ。しかし直登からの返信はなかった。

　いつもはだいたい夜中に返信があるんだけどな。

　もっとも、昼頃や夕方にくるときもたまにあるので、特別何かが起こったわけではないのだろう。こちらが不安で弱っているから気になるだけだ。

「カノジョさんですか？」

　好奇心というほど下世話ではないものの、興味があるのは隠さずに村田が尋ねてくる。

　ああと頷いてみせると、やっぱり、と彼は納得した顔になった。

「俺、カノジョいないんですよね」

「村田君、もてそうだけど」

「や、そんな、全然ですよ。色も白いしひょろっとしてるから、あんまり男として見てもらえないっていうか。その点、北見さんはかっこいいし優しいし、カノジョさん、幸せですね」

「いや、俺なんかそんないいもんじゃないよ」

　本心から言っただけだったが、村田は謙けん遜そんととったようで、ただ笑った。

　連れ立ってコンビニを出ると、辺りはうっすらと明るかった。バイトに入る前は肌寒かったのに、日を跨またいだ今は蒸し暑くて顔をしかめる。

「ちょっと、いい加減自分の足で歩きなさい」

　男の腹立たしげな声が背後から聞こえてきて、思わず振り返る。

　コンビニの前に差しかかっていたのは、大柄な男とスラリとした細身の男、直登だった。

　飲んできたのか、それとも単に疲れているのか──この時刻だと前者だろう──、大柄な男の肩に腕をまわし、引きずられるように歩いている。白いシャツにチャコールグレーのパンツという服装から見ると、遊びに行っていたわけではなく仕事帰りのようだ。

　それにしても、隣の大男は誰なのか。

　がっちりとした体を包んでいるのは、こちらも直登と同じく、何の変へん哲てつもない白いシャツにスラックスである。が、なぜかサラリーマンには見えない。もっとも、直登も平凡な服装でも洗練されているため、サラリーマンには見えなかったが。

「んもー、マンションの前まで行けばいいのに、なんであんなとこでタクシー降りるのよ。めんどくさいったらないじゃない」

　うわ、凄すごいオネエ口調だ。

　驚いて大柄な男を見つめる。

「だからぁー、一人で大丈夫って言ったでしょー」

　今度は呂ろ律れつが怪しい直登を凝視する。

　あんなに酔ってる直登さん、初めてだ。

　まだ日が昇っておらず、辺りが薄暗いせいで、彼らは足を止めた北見と村田に気付かなかったらしい。会話を続ける。

「ベロベロのあんたを一人にできるわけないでしょ。なんであんなに飲んだのよ。そりゃ改稿はしなくちゃいけないけど、まだ二回目でしょうが。とことん話して妥協点も見み出いだせたんだし、荒れる理由なんかないでしょ。ほんと意味わかんない。バカじゃないの」

「バカじゃないですぅ。バカって言った方がバカなんですぅ」

「あーもううるさいしめんどくさいっ。とにかくちゃんと歩いてちょうだい」

　大柄な男は怒ってはいるが、心配そうでもある。二人は相当親しい間柄のようだ。やりとりから察するに、直登を支えている男は事務所の所長、尾お沼ぬまだろう。

　声をかけようか、それとも黙って立ち去ろうかと迷っていると、あ、と直登がふいに声をあげた。

「ちょっと待ってください」

「何よ。待たないわよ」

「待って、待って」

　尾沼から逃れた直登は、ふらふらしながらコンビニの中を覗き込んだ。

　が、次の瞬間にはがっくりと肩を落とす。

「何？　何かほしいものでもあるの？」

「……ある」

「今買わなくてもいいでしょ。明日買いなさい、明日！」

　苛々と言いながら、尾沼は再び直登を脇から抱えた。うーん、とわかっているのかわかっていないのかはっきりしない返事をした直登は、おとなしく彼にもたれかかる。

　信頼が感じられる仕種に他意はないとわかっていながらもムッとしたそのとき、隣に立っていた村田が感心したようにつぶやいた。

「あれ、湯ゆ澤さわさんですよねえ。東京って凄すごいなあ。普通に脚本家の人とオネエの人が歩いてるんだもんな」

　心底感心した、という言い方に、思わず噴き出してしまう。

　その気配を感じたのか、直登がふと顔を上げた。視線が合った途端、ぱあ、と赤く染まった端整な顔を輝かせる。

　たちまち胸の奥がじんと甘く痺しびれた。

「ヨシ君だ」

「こんばんは」

　とりあえず普通の挨あい拶さつを返したのは、村田と尾沼がいたせいだ。

　しかし直登は酔っ払いである。頓とん着ちゃくせずにふらふらとこちらへ歩き出す。

　尾沼は慌てたように後をついてきた。

「ちょっと、どうしたの、知り合い？」

「うん、ヨシ君」

「ヨシ君って……」

　尾沼は北見ではなく村田をまじまじと見つめた。

　オネエ口調の大男に凝視された村田は、慌てたように両手と首を横に振る。

「あの、違います、人違いです、じろじろ見てすみません」

　村田が謝ると同時に、腕の中に直登が倒れ込んでくる。

　とうに受け止める姿勢をとっていたので、難なんなく支えることができた。
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「ヨシ君だー」

「はい、そうですよ。なんでこんなに酔っ払ってるんですか」

「ごめん、怒んないでー。こっち行って、こっちー」

　いつもより随分と甘えた口調で言って、直登は北見の背中にまわした手でシャツを引っ張る。どうやらコンビニ側へ移動させたいらしい。

　わけがわからないまま、それでも彼が望むように移動すると、直登は満足そうに笑った。

　酒臭いけれど、やはりかわいい。

「くっついちゃだめ」

「くっついてるのは、な……、湯澤さんでしょう」

　直登さんと言いかけて、湯澤さんと言い直す。が、呼び方を変えたところで、抱きつかれている状態に変わりはない。

　村田と尾沼が、まじまじとこちらを見つめているのがわかった。

　咄とっ嗟さに何と言っていいのかわからなくて、曖あい昧まいな笑みを浮かべてみせる。

　すると尾沼が瞬まばたきをした。何もかも呑みこんだような顔になって、こくりと頷く。

「あたし帰るから、あとはよろしくね。あなたも帰りなさいな。バイト終わったんでしょ？」

　唐突に話しかけられた村田は半なかばぽかんとしながらも、あ、はい、と頷く。

「でも、あの、湯澤さんは……」

「あら、湯澤のこと知ってるの？　ひょっとしてファンの方かしら？　今はあんなだけど、ほんといいもの書く男だから応援よろしくね。さ、帰りましょ」

「でも、北見さんが……」

「いいからいいから。おうちどっち？　こっち？　あ、そう。あたしもこっち。一緒ね。じゃ、一緒に帰りましょう。はい、行くわよ」

　踵きびすを返した尾沼に会え釈しゃくをすると、彼はばちんとウィンクをしてきた。どうやら直登と北見の関係を知っているらしい。

　尾沼に追い立てられるように去っていく村田にも、お疲れと一応声をかける。村田は狐につままれたような顔で、お疲れ様ですと返してきた。バイトと常連客という関係だけでは説明できない諸もろ々もろに疑問を持った村田は、あれこれ尋ねるかもしれないが、尾沼がうまくごまかしてくれるだろう。

　二人を見送っていると、ふいに両の頰を、ぺち、と両手で挟まれた。そのままぐいと直登の方を向かされる。酒で潤うるんだこげ茶色の瞳が、じろりとにらみ上げてきた。

「見るな」

「見るなって、何をですか」

「村田君。村田君だけじゃなくて、女の子も見るな」

「女の子なんか、今いませんよ」

「今じゃなくてもだめー」

　なんだろう、このかわいいの……。

　本人は精一杯怖い顔をしているつもりらしいが、拗すねた表情にしか見えない。

「わかりました、見ませんから安心してください」

「ほんと？」

「ほんとです」

　頷いてみせると、ふにゃ、と直登は笑った。

「よかったー」

「うん、よかったですね。それじゃ、帰りましょうか」

「帰るー」

　素直に頷く直登に、どうしようもなくにやけるのを感じつつ、しゃがんで背中を向ける。

「どうぞ」

「ん、ありがとう」

　嬉しそうに礼を言った直登は、ためらうことなくおぶさってきた。

　くったりと全身を預けてくる彼を背負い、人ひと気けのない道を歩き出す。

「ヨシ君、重い？」

「いいえ、全然」

「力持ちだ。かっこいい！」

　はしゃいだ声をあげた直登だったが、ほどなくして寝息をたて始めた。

　遊び疲れた子供のような恋人に、クス、と笑いが漏れる。

　随分と明るくなってきた早朝の道を歩く足取りは、いつになく軽い。

　直登さんに会えて、直登さんに甘えてもらったからかな。

　必要とされることで気持ちが満たされたのか、このところずっと胸の奥に居座っていた焦しょう燥そう感かんや不安が、今はほとんど感じられなかった。










　柔らかく頭を撫でられる感触に、ふと意識が浮上する。

　ああ、気持ちええ。

　自然と頰が緩む。続けて目許に柔らかな感触が触れた。

　これも気持ちええ。

　笑み崩れながらうっすら目を開けると、すぐ近くに直登の端整な面立ちがあった。

「あ、起こしちゃった？　ごめん」

　いえ、と応じた北見だったが、一瞬、何がどうなっているのかよくわからずに瞬まばたきをした。

　確か、酔っ払った直登を背負って彼のマンションへ戻ってきたのだ。直登をベッドに寝かせ、シャワーを借りた。それから直登の様子を見に戻ったが、深夜バイト明けだったので眠気が襲ってきた。ちょっとだけ横にならせてもらおうと彼に添い寝し、そのまま熟睡してしまったようだ。

　なぜかひどくばつが悪そうな顔をしている直登の髪が、しっとりと濡れていることに気付く。身に着けているのはＴシャツとスウェットのズボンだ。風呂に入ったらしい。

「直登さん、ちゃんと乾かさないと風邪ひきますよ」

　体を横にしたまま手を伸ばして髪に触れると、直登はわずかに肩をすくめた。

「おぶって連れて帰ってきてくれたんだよな。大変だっただろ。迷惑かけてごめん」

「それは全然かまわないですけど、飲みすぎは体に悪いですから、お酒はほどほどにしてくださいね」

「うん、気を付ける。ごめん」

　神妙に謝った直登は、恐る恐る、という風にこちらを見つめてきた。

「あの、俺、昨ゆう夜べっていうか今朝のこと、断片的にしか覚えてないんだけど、何か変なこと言わなかった？」

「いえ、特には。くっついちゃだめとか見るなとかは言ってましたけど」

　思い出しながら言うと、直登は目を見開いた。次の瞬間、ばふ、と勢いよく枕に顔を埋める。

「ごめん。ほんとごめん。忘れて」

　直登の形の良い耳が真っ赤になっているのを見て、北見は瞬きをした。

　え、くっついちゃだめとか見るなって言ったの、そんなに恥ずかしいことだったのか？

　改めて今朝の出来事を振り返ってみる。

　抱きついてきた直登は、北見を横に移動させた。あのとき、隣にいたのは村田だ。

　その村田と尾沼を見送っているときに、見ちゃだめ、と言われた。

　コンビニの菓子の棚からは、レジの様子がよく見える。月曜に深夜のコンビニで会った際、直登は菓子を選んでいたのではなく、実際は北見と村田のやりとりを観察していたのかもしれない。だから菓子のことを聞いたとき、ごまかしている感じがしたのだ。

　──直登さんは、村田に嫉妬してたんや。

　湧き上がってきた歓喜を抑おさえきれず、北見は俯うつぶせたままの直登を抱きしめた。

　直登はわずかに抗あらがったものの、直登さん、と耳元で呼ぶとおとなしくなる。

「なんで村田に妬やくんです。ただのバイト仲間ですよ。そのバイトも、もうすぐ辞めるんやし」

「だって村田君、きれいだろ。ヨシ君、村田君に優しいし……」

「別に優しくないですよ。普通に仕事を教えてるだけです。それに、きれいな男が好みなんは直登さんでしょう？　これから先、直登さんが深夜にコンビニへ行ったときに出迎えるのは村田やて思ったら、俺の方が心配になりました」

「きれいな男より、ヨシ君がいい」

　ぽそぽそと小さな声で囁かれ、抱だき潰つぶしてしまいたい衝動に駆られる。

　俺のかわいい人！

　熱い想いを腕に込め、北見は細身の体を強く抱きしめた。

「俺もですよ、誰よりも直登さんがええ」

「ほんと……？　かわいい女の子の方がいいんじゃないの？」

「全然ようないですよ。女の子なんかどうでもええ」

　そういえば今朝も、周囲には女性の姿などいなかったのに、女の子も見ちゃだめと言われた。

「急に女の子とか、どうしたんです？」

「昨日、ヨシ君が女の子と並んで歩いてるの見たんだ。凄すごくお似合いだったから……」

　大学からアパートへ向かう道すがら、朝あさ吹ぶきと歩いているところを見られていたようだ。

　北見は直登を抱きしめる腕に、更に力を入れた。

「あの人はゼミが一緒なだけで、ただの知り合いです。直登さんが妬くようなことは何もありませんよ」

「うん、ごめん、俺の下げ種すの勘かん繰ぐりだってわかってるんだ……。ただ、ヨシ君、就しゅう活かつで忙しくなるから、今までみたいには会えなくなるだろ。ヨシ君が大変なのに俺は何もできないし、就職したら、もっと会えなくなると思ったら、なんか不安になって……。それでヤケ酒っていうか、飲みすぎちゃった。重いよな、俺。鬱うっ陶とうしくてごめん」

　恥ずかしいのか、それとも落ち込んでいるのか、直登は枕から顔を上げようとしない。

　俺も不安だったけど、直登さんも不安だったのか。

　今までとは異なる環境に置かれたとき、二人の関係がどうなるか。変わらないままでいられるか。直登も自信がなかったらしい。

　でも、俺が就職した後──未来のことを考えてくれたってことは、どんなになっても別れる気はないってことだ。

「直登さんより俺の方が重いし、情けないですよ」

「え、なんで？」

「直登さんは社会的に認められた大人でしょう。大学の頃から脚本書いてはって、余よ所そ見みせんとそれを仕事にしはった。今は有名な演出家と対等に仕事をしてはる。尊敬しますし、めっちゃかっこええなあて思う反面、そういう直登さんに相応ふさわしい男にならんとあかんて、ちょっと思いつめてたんです。今やれることを精一杯やるしかないて頭ではわかってるんですけど、第一志望のインターンシップに不合格やって落ち込んだり……。今回不合格やったからて内定もらえんて決まったわけやないのに、情けないですよね」

　一度言葉を切った北見は、それに、と続けた。

「直登さんは、もともと抱かれるんと違ちごて抱いてきた人や。俺は、直登さんに無理をさせてる。俺との関係がしんどいて思われても、仕方ない」

　本音を打ち明けてくれた直登に、北見も本心をさらけ出した。

　みっともなくても情けなくても、これが今の俺や。

　どんなに見栄を張っても、直登のような「本物」の前ではメッキなど意味がない。すぐに中身がないと見抜かれてしまうだろう。

　そっちの方がずっとカッコ悪い。

　あきれられるかもしれないと覚悟していると、直登がこちらを向いた。

　柔らかな印象の二ふた重えの瞳がじっと見つめてくる。

「正直に言うから、よく聞いて」

　はいと頷いてみせると、うんと直登も真面目な顔で頷き返した。

「抱く抱かれるは、どっちでもよくなってる。ヨシ君とだったらどっちでもいいっていうのもあるけど、ヨシ君、凄く気持ちよくしてくれるから、抱かれる方で満足してる。無理なんかしてないから、そこはほんとに気にしなくていいよ」

　落ち着いた口調で言われて、思わずほっと息をつく。

　優しい笑みを浮かべた直登だったが、ふいに自じ嘲ちょうするように眉を八の字に寄せた。

「あと、俺はそんな立派な大人じゃない。ヨシ君も知ってる通り、料理はできないし、わりとズボラだし、協調性もあるようでないとか言われるし。脚本家になったのも強い意志があったわけじゃなくて、偶然が重なったっていうか、流れでそうなったって感じだから、才能もそんなにたいしたことないよ。その証拠に、ひどいときは五回とか六回とか直すときもある」

「え、そんなにですか？」

　目を丸くした北見に、直登は苦笑する。

「ドラマとか映画は監督、ディレクター、プロデューサー、スポンサー、たまに俳優さんも含めて、いろんな人の意向が働くんだよ。だから誰か一人でもノーって言ったらやり直さないといけない。俺一人が作るものじゃなくて大勢のスタッフで作り上げるものだから、当たり前といえば当たり前なんだけど、自分が書きたいことと違うことを書かないといけないときもある。最後にはもう、誰が書いたんだかわかんなくなったりね」

「そういうことがあっても前向きに仕事をしてはるんやから、やっぱり凄いです」

　心から言うと、いやいやと直登は首を横に振った。

「前向きじゃないよ。凄く落ち込むし、もうやだってベソかくこともある」

　直登は北見の腕の中で身じろぎした。わずかに腕の力を緩めると、彼は体を反転させて北見と向かい合う。すっきり整った面立ちには、柔らかな笑みが浮かんでいた。

「だからってわけじゃないけど、俺に相応しい男になろうなんて考えなくていい。ヨシ君も落ち込んだっていいんだ。もっと俺に甘えてくれていい。俺にできることだったら何でもするから。無理してがんばりすぎて、俺と付き合うのがしんどいって思われたら、そっちのがやだ。ヨシ君に甘えてばっかりの俺がこんなこと言っても、説得力ないけど」

　包み込むような口調は、やはり年上の人のものだ。不安と緊張で強こわ張ばっていた心が、心地好く解ほどけるのがわかる。

　愛いとしさと幸福感に包まれながら、いいえ、と今度は北見が首を横に振った。

「そんなことない。嬉しいです。ありがとうございます」

　真しん摯しに礼を言って、恭うやうやしく頰にキスをする。

　嬉しそうに笑った直登は、北見の体に腕をまわしてきた。再び体がぴたりとくっつく。

　ボディソープと直登の匂いが混じり合った香りが、強く甘く鼻先をくすぐった。

「ヨシ君、大好き。愛してる」

　甘い囁きに、ぼっと顔が火ほ照てる。

　愛していると言われたのは初めてだ。

「俺も、直登さんが好きです。愛してます」

　わずかに声が震えたのは、心も体も歓喜で震えていたからだ。

　嬉しそうに笑った直登の唇に、触れるだけのキスをする。

　視線が合った。こげ茶色の瞳の奥に映っているのは色めいた熱だ。

　目が離せなくてじっと見つめると、背中にまわっていた直登の手がはずれた。かわりに頰を優しく撫でられる。

「エッチしよっか」

「ええんですか？　まだ仕事終わってないんですよね」

「そうだけど、したい」

　ねだる口調に、体と心が一気に熱をあげる。

　この誘惑に勝てる人がいたら、お目にかかりたい。

　すぐにでもかぶりつきたい衝動を抑え、北見は彼の額に自分の額を軽くぶつけた。

「直登さんは、やっぱりちょっとダメな大人ですね」

「ダメな大人か。ヨシ君に言われると悪くないな」

　クスクスと笑った直登が顎あごを上げる。

　唇と唇がしっとり重なった。










　一度口づけを解いた北見は、勢いよくＴシャツを脱ぎ捨てた。

　少し驚いたようにその様子を見ていた直登だったが、自みずからもＴシャツを脱いだ。そして嬉しそうな笑みを浮かべ、両腕を広げた。

　その笑みにまたたまらない気持ちになって、北見は直登に飛びかかるようにして口づけた。

　躊ちゅう躇ちょなく開かれた唇に舌を差し入れ、口こう腔こうを余すことなく舐なめる。直登の舌が淫みだらに絡からんできて、唾だ液えきが混じり合う音が耳の奥に響いた。

　そうして口づけを続けながら、直登の剝むき出だしの鎖さ骨こつや肩、胸を確かめるように撫でまわす。

「ん、ん」

　喉の奥から小さな声を漏らした直登が、わずかに身み悶もだえた。

　感じてくれているとわかって興奮がいやます。

　男を抱いたことはあっても、抱かれるのは初めてだったという直登だが、最初のセックスから敏感だった。自らも能動的に動いてくれる仕種には、滴したたるような色気と経験値を感じた。しかしひどく恥じらうときもあって、そのギャップにまたそそられた。

　抱かれるようになってから、直登の体は以前とは異なる凄せい絶ぜつな色気を纏まとうようになったと思う。匂い立つような、といえばいいのか。一度触れれば、搦からめ取られて離れられなくなる。

　一週間ぶりに直登に触れる今日、いつも以上に煽あおられる気がするのは、不安を和やわらげてもらったせいか。それとも、愛しているという言葉をもらえたせいか。

　どちらにせよ、愛しくてほしくてたまらない。

　息継ぎのために唇を離すと、直登は甘い息を吐いた。が、次の瞬間には、あ、と嬌きょう声せいをあげる。北見が指先で乳首を弄いじったせいだ。小さな尖とがりは触れば触るほど硬くなる。

　日が高く昇っているからだろう、遮しゃ光こうカーテンが閉まっていても、部屋の中はほんのり明るい。上下する胸の先でぷくりと存在を主張しているそれもはっきりと見える。色濃く染まった尖りは健けな気げでありながら淫いん靡びだ。たまらない気持ちになって、左側の乳首にも吸いつく。

「あ、ん、そんな、強く吸うな」

「なんでですか。気持ちええでしょ？」

　ほんの少しだけ唇を離して問うと、ぴく、と敏感に直登の体が跳ねた。吐息があたっただけで感じたようだ。それに気を良くして、再び乳首を口に含む。舌で思う存分かわいがりつつ、右側のそれを指先で弄った。

「んっ、は、乳首は、も、いいから……」

　焦じれたように囁いた直登は、ひきしまった腰をくねらせた。性器が熟しつつあるらしく、スウェットの柔らかな生地がわずかに膨ふくらんでいる。

　直登の高ぶりを想像しただけで息が荒くなって、北見は乳首を弄っていた指をはずし、脇腹や腰を撫でまわした。肌き理めの細かい肌が掌てのひらに吸いついてくる感触に煽られる。

「あ、やだ、やめ……！」

　直登が甘い泣き声をあげる。

　つい力が入って、乳首を嚙んでしまっていた。

「すんません、痛かったですか？」

「平気、だけど……、どうしたの、いつもより興奮してる……？」

　乱れた息の合間に悪戯いたずらっぽく問われて、はいと正直に頷く。否定したところで、いつも以上に執しつ拗ような前ぜん戯ぎになっているのは事実だ。

「直登さんが俺を凄く好きでいてくれるて、わかったから」

「何？　今まで、俺がヨシ君のこと……、そんな好きじゃないって、思ってたんだ？」

「いいえ。今までも、好かれてるて思おもてましたけど、俺が思てた以上に、もっと好かれてるんやと思て」

　言い終わらないうちに、直登の手が両の頰を包んだ。

　激しい情欲と、それに負けない愛しさが入り混じった眼差しが、まっすぐに見つめてくる。

「そうだよ。こんなに好きになったの、ヨシ君が初めてだから」

「直登さん……！」

　湧き上がってきた歓喜に突き動かされ、直登の唇に嚙みつく。

　たちまち口づけが深くなった。直登の腕が首筋にまわり、音をたてて唾だ液えきを吸われる。

　求められていることが伝わってくる濃厚なキスに応こたえながら、北見は下に手を伸ばした。スウェットのズボンと下着をかいくぐり、直登の欲望に触れる。それは既に形を変えているばかりか、しとどに濡れていた。

　キスと上半身への愛撫だけで、こんなに感じてくれた。

　興奮のまま激しく擦こすると、たちまち色めいた声があがる。

「あっ、は、いい、あ、あ」

　どこをどう触れば直登が感じるか、既によく知っている北見は、休むことなく彼の性器を愛撫した。激しい動きのせいで、下着ごとズボンがずり落ちる。露あらわになった欲望の先端から、次々と欲の証あかしが湧き出してくるのが見えた。思う存分かわいがる度たび、くちゅくちゅと淫みだらな水音があふれる。

「も、出る、いく……！」

　直登が身悶えながら訴える。

　その声は耳を焦こがしそうなほど熱く、寒気がするほど甘い。

「いってええですよ」

　擦れた声で囁いて性器に刺激を与えてやると、直登は呆あっ気けなく達した。

「ん、ぁん……！」

　勢いよく迸ほとばしったものが、彼の白い腹や胸に飛び散る。

　はあはあと息を荒げながら、直登はぐったりと四し肢しを投げ出した。快感の余よ韻いんに浸ひたっているのか、潤うるんだ瞳は茫ぼう洋ようと宙を見つめている。散々キスをした唇は濡れ、ぬらぬらと光っていた。

　何もかもが色めいていて蠱こ惑わく的てきで、堪こらえきれずに熱いため息が漏れる。

「直登さんも、いつもより感じてますね」

　囁いて、薄く開かれた唇にキスをする。

　直登はうっとり微笑んだ。

「ん……。俺も、ヨシ君に……、思ったより、好かれてるってわかって、嬉しかったから……」

「今まで俺が直登さんのこと、そんな好きやないて思てたんですか？」

　先ほど問われたことを、そのまま尋ね返す。

　直登は瞬きをした後、ひどく幸せそうに笑った。

「俺が、大好きだってことは知ってたよ……」

「そうですよ。俺も、こんなに好きになったんは、直登さんが初めてや」

　想いを込めて言うと、直登は目を細めて北見を見つめた。かと思うと、ふと悪戯な笑みを浮かべる。そして何を思ったのか、両腕を北見に向かって差し出した。

「起こして」

　直登が何をしたいのかわからなかったが、ねだる物言いに頰が緩む。北見は恋人が望む通り、まだ熱をもっている体を優しく抱き起こした。

　ありがと、と律りち儀ぎに礼を言った直登は、腿ももに留まっていたズボンを下着ごと引き下ろす。左の足に下着がひっかかったが、面倒になったのか、そのまま放置した。大胆で少し乱暴な仕種が、逆に色っぽい。

「あの、直登さん？」

「ヨシ君も、脱いで」

「え、あ、はい」

　言われた通り、北見も下着とズボンを脱ぎ捨てた。露わになった性器は、直登を愛撫してその嬌きょう態たいを余すことなく見つめたせいで、かなり高ぶっている。

　それを見て、ん、と満足そうに頷いた直登は、おもむろに膝で立った。そして胡坐あぐらをかいた北見の上に乗り上げてくる。

「え、ちょ、直登さん、何するんですか」

「ヨシ君のを、入れるに決まってるだろ」

「待ってください。まだ慣らしてませんよ」

　今にも落ちそうな細い腰を、慌てて支える。

「大丈夫。さっきシャワー浴びたとき、自分でやったから」

　なんでもないことのように言われて、その光景が脳のう裏りをよぎった。

　壁に手をついて前かがみになった直登は、自らの後ろにそっと指を入れる。最初はゆっくりと出し入れするが、次第にその動きは早くなっていく。ひきしまった腰が淫らに揺れた。息が荒くなり、甘い嬌声が断続的に漏れる。シャワーを浴びて火ほ照てった体が、更に赤く染まる。

「あ、大きくなった」

　嬉しそうな声をあげた直登の言葉通り、北見の性器は更に大きくなっていた。

　北見の首筋に腕をまわした直登は、色めいた笑みを浮かべる。

「俺がやってるとこ、想像した？」

「……しました。するに決まってるでしょう」

「それで大きくなったんだ。かわいいな、ヨシ君」

　言いながら腰をくねらせ、直登は北見の性器の先端を自らの蕾つぼみにあてがった。直登も興奮しているのは、彼の劣情がゆるゆると反応しているのを見ても明らかだ。

「ちょっと、ちょっと待って。ローションだけでも塗ぬらせてください」

「いいよ、ヨシ君の濡れてるし」

「や、でも、負担をかけとうないから」

　片手で直登の腰を支えつつ、もう片方の手でベッドヘッドに置いてあるピンク色の容器をとる。掌てのひらにローションをたっぷり垂たらしていると、直登はようやく腰を浮かしてくれた。クスクスと楽しげに笑って、額に口づけてくる。

「ヨシ君、優しいなあ」

「優しいわけやないですよ。痛かったり辛つらかったりすると、直登さん、途中でバテてまうでしょう」

「今日も一回で終わらない気だ」

「直登さんは、一回で足りますか？」

「んー、どうだろう。足りないかも」

　やはりクスクスと笑いながら答えた直登の中に、北見はローションにまみれた指を一本、押し入れた。たちまち、あぁ、と甘い嬌声があがる。

　いつも北見を受け入れて甘やかしてくれるそこは、既に柔らかく綻ほころんでいた。自分でしたというのは本当らしい。これなら二本、否いな、三本入れても大丈夫だと判断して指の数を増やす。たちまち蕩とろけるような熱を孕はらんだ内壁が、指を包み込んでくれた。

　熱いため息を落とした直登の感じる場所を押してやると、細い腰が官能的にくねる。目の前にある形を変えた性器が揺れ、次から次へと雫しずくをあふれさせる。

　ああ、かわいい。色っぽい。エロい。

　腰に爆発しそうなほど熱が溜まっているのを感じつつ、北見はますます激しく指を動かした。

　直登はその動きに合わせ、艶なまめいた嬌声をあげる。

「そんなに、したら、いっちゃう……！」

　淫靡な水音をたてるそこが激しく収縮し始めたのを機に、北見は指を全て引き抜いた。崩れ落ちそうになった直登の腰を、すかさず支える。

「直登さん、待って。今、ゴムつけますから」

「ゴム、しなくて、いいから……」

「けど……」

「ゴムより、早く……、入れて……」

　潤みきった瞳で見つめられ、北見は息を呑んだ。限界近くまで膨らんだ己の性器を、やや乱暴な仕種で直登のそこに押し当てる。そして少しずつ直登の腰を落としていく。

　自らの体重とたっぷり注いだローションの力を借りて、直登のそこは着実に北見を呑みこんでいった。首筋にまわった腕に力がこもる。

「あ、あーっ」

　熱く熟れた内部が、隙間なく性器を包んでくれる。ゴムを使っていない分、その感触はダイレクトに伝わってきた。あまりに強い快感に、堪えきれずにうめき声が漏れる。

「あぁん！」

　全てが直登の中に収まると同時に、一際甘い悲鳴が耳に届いた。腹や胸に、ぴしゃりと液体がかかる。

　きつく閉じていた目を開けると、直登が絶頂を迎えていた。入れただけで達してしまったようだ。性器をきつく締めつけられ、またうめき声が出てしまう。

　今にも果ててしまいそうになるのをどうにかやりすごし、北見は熱い息を吐いた。

「直登さん、大丈夫ですか……？」

「ん……、へ、き……」

　甘く掠かすれた声で応じた直登は、息も絶え絶えになっていた。下から入れられたせいで、いつも以上に北見の大きさと形を実感しているのだろう。達したばかりでどろどろになった性器も、北見を受け入れた白い腹も、大きく開かれた腿も、小刻みに痙けい攣れんしている。迸ほとばしったものが、赤く膨らんだ乳首にも飛んでいた。

　──あかん。エロすぎる。

　またしても突き上げてきた欲望を必死で抑え込む。

「っ……、動け、ますか？」

「ん……、動く、けど……、足りなかったら……、ヨシ君も、動いて……」

　舌足らずな口調で言いながら、直登は腰を揺らし始めた。しかし二度達したせいか、思うように動けないようだ。気持ちがいいのは確かだし、直登が淫らに腰を振る様をずっと見ていたいのはやまやまだが、刺激が足りない。

　北見は荒い息を吐きながら、直登の背後に手をまわして尻を両手でつかんだ。谷間に凶暴な熱を埋め込まれた小ぶりなそれは、掌にすっぽりと収まる。

「直登さん、動かしますよ……」

　直登が頷くのを待てず、北見は直登の尻を激しく揺さぶった。たちまちつながった場所から、ぐちゅぐちゅと淫靡な水音があふれ出す。

　我慢できずに下からも強く突くと、がくん、と直登は上半身を反らした。

「あぁっ、あ！　だめ、そんなに、しちゃ、だめ……！」

「直登さん、直登さん……！」

　欲するままに激しく揺さぶり、幾度も突き上げる。

　直登の一際甘い嬌声を耳にしながら、北見は達した。強烈な快感が腰を貫つらぬき、全身が発火するかと思うほど熱くなる。

　快楽と熱と歓喜と幸福感が混じり合ったこんな感覚を、北見は他に知らない。

　荒い息を吐きながら、力の抜けた直登の体をそっとベッドに横たえる。

「は、ぁ……」

　つながる角度が変わったせいか、あるいは全身が鋭えい敏びんになっているのか、直登は甘い吐息を落とした。内部が緩やかに収縮して、一瞬息がつまる。

　直登の性器はその体と同じく、くたりと力尽きていた。いつのまにか三度目の絶頂を迎えていたらしい恋人に愛しさが込み上げてきて、唇にキスをする。それだけでは到底足りず、額や瞼まぶた、鼻先、頰にも続けて口づけると、直登は薄く目を開けた。

　涙と快感で蕩けた瞳が、ぼんやりと見上げてくる。

「また、いっちゃった……」

「うん。気持ちよかったんですね」

「ん……、でも、次は、もうちょっと、ゆっくりしてね……」

　擦れた声で囁いた直登は、しどけなく開いていた膝を北見の腰に絡めた。

　続けてしてもいいという合図に、直登の中に入れたままだった劣情が、あっという間に力を取り戻す。

　あ、と敏感に嬌声をあげた直登だったが、乱れた息を吐きながらも艶めいた笑みを浮かべた。

「今度は、一緒にいきたい……」

「がんばります……」

　頷いて、北見はスラリと伸びた直登の脚を抱え直した。

　激しいセックスをしてしまうのは、直登の嬌態が扇情的すぎて欲を抑えきれないからだ。直登は毎回ゆっくりしてと言うが、そういうセックスも嫌いではないようだった。

　けど、直登さんが言うみたいに、一回ゆっくりしてみよう。

　我慢できずに途中で激しくしてしまうかもしれないが、今は直登のペースに合わせたい。

　北見は直登の反応を見ながら、ゆったり動き出した。

「あぁ、は……、あ、あ」

　直登の口から、今まで聞いたことがない、甘えを多分に含んだ嬌声があふれた。北見の動きに合わせ、自らも腰を緩く揺らす。二人一体となって動く度、中に放ったものとローションが混じり合い、ぐちゅ、ぱちゅ、と淫らな音を放つ。

　激しく動いたときとはまた異なる、痺しびれるような快感がじわじわと全身に広がっていくのを感じて、北見は熱い息を吐いた。

　これも、凄くいい。

「ヨシく、ヨシくん……、好き……、好き」

　感かんに堪たえかねたように囁かれ、込み上げてきた愛しさのままに唇を塞ふさぐ。互いに互いの唇を食はみ、熱心に舌を絡める。
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　そうしながらも、ゆったりとした動きは止めない。離して口づけて、優しく揺らし、また口づけて、直登のペースに合わせて揺さぶる。

「んう、あ、は、ぁん、んん」

　直登の声はますます甘く蕩けた。見下ろす位置にある直登の劣情は、再び立ち上がり、とろとろと彼自身の腹に雫しずくを滴らせている。ひどく感じているのは明白だ。

　二つの体がひとつに溶け合ってしまったような快感に、我知らず頰が緩んだ。達したいというよりも、この熱く解ほどけた場所にずっと包まれていたいと思う。

　緩やかだが、終わりがないように思える快感に先に耐え切れなくなったのは、直登の方だ。すすり泣きながら訴える。

「あ、また、いく……、いきそ……」

「そしたら、一緒にいきましょう」

　応じた声は自然と甘く優しいものになった。

　うん、うん、と直登は何度も頷く。

　そのどこか幼い仕種に胸の奥が熱くなるのを感じながら、少しずつ律動を速めていく。

　直登は北見の動きに合わせ、自らも淫らに腰を揺さぶった。

「あっ、いい……、もっと……！」

　ねだられるままに、直登の感じる場所を狙って強く突く。

　すると、直登は掠れた声をあげて達した。

　ほんのわずかに遅れて、既に限界に近かった北見の欲望も弾はじける。

　中をたっぷり潤うるおされる感触にも感じてしまったらしく、直登はか細い声をあげてのけ反る。

　放出を終えると同時に、北見は直登の上に倒れ込んだ。汗と体液に濡れ尽くした熱い体がぴたりと密着する。髪の毛一本一本から爪の先、そして骨の芯しんに至るまで、甘い快感が浸しん透とうしている気がした。くらくらと眩め暈まいがする。

　──凄い、こんなん初めてや。

　セックスには、まだこんな未知の快感があったのかと感じ入る。

　直登さんとやから、できたセックスや。

　息を整えつつ、直登さん、と愛しい人の名を呼ぶ。

「めちゃめちゃ、よかったです……。直登さんは……？」

　ん、とぼんやりとした答えが返ってきた。どうやら朦もう朧ろうとしているようだ。

　直登さんもよかったんや。

「二回も、中に出してすんません。今、抜きますね……」

　北見はゆっくりと直登の中から己を引き抜いた。

　直登がため息のような嬌声をあげる。

　つながっていた場所から滴ったものを、枕にかかっていたバスタオルで受け止めた。しかし少なくない量を出したせいで、簡単には止まらない。すっかり綻んだ蕾から、とぷとぷと北見の欲があふれ出る。その度に、直登の体は敏感に震えた。

「っ、や、見るな……！」

　一部始終を見つめる北見の視線に気付いたらしい。自身が粗そ相そうをしている錯さっ覚かくに陥ったのか、直登は北見から逃れようとするかのように、足指の先でシーツをかきまわした。もちろん、そんなことで逃れられるはずもない。今度はきつく目を閉じていやいやと首を横に振る。

　淫らに乱れて喘あえぐ姿をさらしておいて、時折こんな風にひどく恥じらう。たまらない。

「なんで見たらあかんのですか。中から出てくるんが恥ずかしい？」

　真っ赤な顔で小さく頷いた直登に、全身が総そう毛け立だつような愛しさが湧いた。

　ああ、俺のかわいい人！

「そしたら、蓋ふたしましょうか？」

　とびきり甘く囁いて、細かな収縮をくり返しているそこに指を入れる。軽くかきまわすと、くちゅ、と淫靡な水音が漏れた。

　たちまち直登の体がぴくぴくと敏感に震える。既に四回も達しているのだ。どこを触られても感じてしまうのだろう。それが蕩けた粘ねん膜まくなら尚更だ。

「バカ、だめだって……！」

　指先だけを中に入れて尚も弄ると、涙に濡れた目でにらまれる。

　こげ茶色の瞳の奥に確かな情欲の炎を見つけて、性しょう懲こりもなく体が芯から熱くなった。

「指やない方が、ええですか？」

　こちらも燃もえ盛さかる情欲を隠さずに尋ねる。

　すると、直登はふいと横を向いた。露わになった耳から首筋にかけての滑なめらかなラインが、たまらなく色っぽい。嚙みついて吸いついて舐めまわしたい。

「今度は、ゴムつけて……」

　拒絶ではなくお願いに、北見は笑み崩れながら、はいと返事をした。

　そして爽さわやかな返事とは裏腹の濃厚で淫いん猥わいなセックスに、再び没ぼっ頭とうした。










「美お味いしい！　ソースも美味しいよ、ヨシ君」

　正面の席で嬉しそうに言った直登に、ありがとうございますと笑顔で礼を言う。

　テーブルの上に並んでいるのはハンバーグだ。今までは大根おろしで食べていたが、今日はソースをかけてある。付け合わせはコーンとニンジンとほうれん草のソテー。他は厚あつ揚あげと切干大根の煮物と味噌汁、ご飯という和洋折せっ衷ちゅうのメニューだ。

　今日は、当初に会う約束をしていた木曜日。場所は直登のマンションである。

　先週末、濃密なセックスをたっぷり楽しんだ後、一旦は二人で休んだ。が、二、三時間眠った後、直登は仕事にとりかかった。どうやら締め切りが翌週の火曜日だったらしい。既に土曜の夕方になっていたので北見は焦った。

　すんません、俺、調子に乗って何回も。

　ヨシ君が謝ることじゃないよ。俺がしたかったから誘ったんだし、凄く気持ちよかったから。

　ニッコリと幸せそうに笑った直登を抱きしめたい衝動を抑えるのに苦労した。

　水曜日に無事改稿は仕上がり、木曜の午後に玉木からＯＫが出たそうだ。

　なんかうちの所長に高い焼肉奢おごらされたんだけど、俺、酔っ払ってたとき何かしたっけ？

　首を傾かしげる直登に、北見は苦笑した。ばちんとウィンクをして去っていった大柄な男は、やはり所長の尾沼だった。

　ほんまは俺が奢らなあかんのです。助けてもろたんは俺ですから。

　え、そうなの？　と瞬きをした直登に、はいと北見は頷いた。あれから一度、村田と共に働いたが、湯澤さんと仲いいんですねと言われただけだった。羨うらやましそうな雰囲気はあったが、特に直登との関係を疑われている感じは受けなかった。尾沼がうまくごまかしてくれたらしい。

　社会人になったら改めてお礼させてくださいって伝えといてもらえますかと言うと、直登は腑ふに落ちない顔をしながらも頷いた。

「やっぱりヨシ君のご飯が一番だなあ。この煮物も薄味で好き」

　しみじみと言って厚揚げを頰張る直登に、もう一度ありがとうございますと礼を言う。

「もうほんまにのんびりしててええんですか？」

「うん、大丈夫。稽古に入ったら呼び出されるかもだけど、ひとまずは区切りがついたから。それに次の仕事までは間があるし、ちょっと休憩」

　ニッコリ笑った直登に、それならよかった、と笑みを返す。

　直登と腹を割って話し、溶け合うようなセックスをした結果、焦りや不安が全くなくなったかといえば、ノーだ。直登は随分と大人だし、こちらは就職もできていない子供である。現実は何も変わっていない。

　でも、直登さんに愛されてるんはようわかったから。

　確信があるから、揺れることはあっても折れることは決してない。

「ヨシ君」

「はい」

「今日もする？」

　あっさり問われ、ゴホ、と北見はむせた。食事中にセックスの話題を出されるとは思わなかった。

　まあでも、食欲は性欲にもつながるっていうしな。

　頰を染めながらも、真剣な眼差しを向けてくる直登を見つめる。

「直登さんは、したいですか？」

「したい。あ、でも、いつもの激しいのじゃなくて、この前みたいなとろとろになるやつがいいな」

「激しいのは嫌ですか」

「嫌じゃないよ。激しいのも好き」

　直登は躊躇することなく言ってのけた。

　時折処女のように恥じらうくせに、普段は剛ごう速そっ球きゅうをストレートで投げてくる恋人が、北見は嫌いではない。いや、控えめな表現はやめよう。大好きだ。

「ただ、五日前にしたばっかりだからちょっとしんどいかなって思って」

「確かにそうですね。俺も直登さんには無理してほしいないです」

「じゃあ、この前みたいなセックスしてくれる？」

「わかりました、しましょう。俺も凄く気持ちよかったから嬉しい」

　こちらも直球を返すと、直登は目を輝かせた。

　おお、めちゃめちゃいい笑顔だ。

「じゃあ、ご飯食べたらしような」

「はい。ていうか直登さん、俺が好きなんか、俺とのセックスが好きなんか、どっちですか」

　悪戯っぽく尋ねた北見に、直登は瞬きをした。

　クス、と悪戯な笑みを漏らした後、すまして答える。

「どっちも大好きだよ」










　　　　あ　と　が　き







　お楽しみいただけましたでしょうか。

　お楽しみいただけたなら、幸いです。

　表題作は、「小説ディアプラス」の年に一度の特集号に掲載していただいた話です。

　特集のテーマは「初めてのＨ」でした。

　今振り返ると、初う心ぶな年下受を書かせていただいた方が、テーマにきちんと沿った内容になったと思うのですが、当時の私は年下攻モエの真っ只中におりました……。しかも年の差があればあるほどモエる、かつてないモエです。

　このあふれんばかりの年下攻（年の差有り）モエを、どうにかして「初めてのＨ」に反映できないだろうか。

　どんな形でも「初めて」なら、なんとかぎりぎりテーマに沿っていることになるはず。

　よし、「受は初めて」な人の話にしよう！

　そんな初めてじゃないけど初めて、という微妙にテーマとずれた内容になってしまいましたが、攻が受になる話を書いてみたいと常々思っていたので、執筆は非常に楽しかったです。

　読んでくださった方に、少しでも気に入っていただけるよう祈っています。

　最後になりましたが、本書に携たずさわってくださった全ての皆様に感謝申し上げます。

　編集部の皆様、ありがとうございました。特に担当様にはたいへんお世話になりました。これからもがんばりますので、よろしくお願いいたします。

　素敵なイラストを描いてくださった、おおやかずみ先生。お忙しい中、挿絵を引き受けてくださり、ありがとうございました。直なお登とを色っぽく、北きた見みを爽さわやかな好青年に描いていただけて、とても嬉しかったです。雑誌のコメントに描いていただいた直登もかわいかったです！

　支えてくれた家族。いつもありがとう。

　そして、この本を手にとってくださった皆様。貴重なお時間を割さいて読んでくださり、ありがとうございました。もしよろしければ、ひとことだけでもご感想をちょうだいできると嬉しいです。

　あとがきの後に、ショートストーリーが収録されています。もう少しだけ直登と北見にお付き合いくださいませ。




　それでは皆様、お元気で。







　愛してるならいいじゃない







　パソコンのエンターキーを押した直なお登とは、はー、とため息を落とした。

　できた……。

　名演出家と言われる玉たま木き長ちょう次じの舞台の脚本を書いたのが三年前。脚本が完成した後も、稽古場に呼び出されるわ、台詞セリフの変更を迫られるわで、なかなか大変だったが、舞台は大成功を収めた。ロングラン公演となり、脚本を担当した直登も賞を受賞した。

　そして昨年また、玉木から新たな依頼がきた。スケジュールが埋まっていたので、次の年の秋にしか執筆できないと断ったのだが、待つと言ってもらえた。どうやら玉木は直登の脚本を気に入ったようだ。

　玉木は世間で言われるほど強きょう権けん的てきではない。稽古場に呼び出されるのは直登の意見を尊重してくれているからだし、台詞の変更も、実際に俳優が口にしてみて違和感があったせいだ。

　ただ、物もの凄すごく自由人なんだよな……。

　思いつきで動くので予測がつかない。とはいうものの本人に悪気は全くないので、コツさえつかめば案外付き合いやすい人物だと思う。だからこそ二度目も引き受けた。

　今回も成功しますように。

　そんな祈りを込めて保存ボタンをクリックする。

　すると、ふいにコンコンとドアがノックされた。

　脚本が仕上がった安あん堵どとはまた別の、弾はじけるような歓喜が胸に湧わく。

　はいと返事をすると、遠慮がちにドアが開いた。精せい悍かんな顔を覗かせたのは、スラリとした長身の男──直登の恋人である北きた見み良よし敬たかだ。

「ご飯できましたけど、持ってきましょうか？」

「や、ダイニングで食べるよ」

「ていうことは完成したんですか？」

「うん、できた！」

「それはよかった。お疲れ様です」

　北見はニッコリと笑ってくれる。

　素早くパソコンの電源を落とした直登は、北見に駆け寄った。そのままの勢いで抱きついた体を、難なんなく受け止めてくれる。

「昨日のうちに仕上げとくはずだったのに、遅くなってごめん」

「全然大丈夫ですよ。いつも予定通りにってわけにはいきませんものね」

　優しく目を細めて見下ろしてきた北見は、目許にキスをしてくれた。

「今日は、久しぶりにハンバーグにしましたよ。大根おろしで食べるやつ」

「ヨシ君の手料理は何でも美お味いしいけど、大根おろしで食べるハンバーグ、凄く好きなんだよな。嬉しい、ありがとう」

　ハンバーグではしゃぐなんて自分でも子供っぽいと思うが、本当に嬉しかったので声が弾んだ。

　北見は目を見開いた後、ふは、と目尻に皺しわを寄せて笑う。今度は額にキスをされた。

「直登さんに喜んでもらえて、俺の方こそ嬉しいです。じゃあ行きましょうか」

　うん、と頷いた直登は、北見にくっついたままダイニングへと移動した。肩を抱いてくれる腕は伸びやかで力強い。

　ヨシ君、どんどんカッコよくなるなあ……。

　北見がワイシャツにスラックスという格好なのは仕事帰りだからだ。就職活動は大変だったようだが、希望通り、文具メーカーに就職した彼は社会人二年目である。学生の頃もしっかりとした印象だったが、最近落ち着きが加わったように思う。直登さんが俺の愚ぐ痴ちを聞いてくれたから就しゅう活かつも仕事も乗り切れたんですよ、と北見は言うが、愚痴らしい愚痴など聞いたことがない。ただ少し話を聞いただけだ。

　今のところ、北見は東京の本社勤務なので、週に一回程度は会えている。そして会う度たび、こうして料理を作ってくれる。

　恋人として付き合って四年。いつも作ってもらってばかりで悪いから外へ食べに行こうと提案したこともあるし、実際に外食をしたこともある。何度か二人で旅行にも行った。北見はとても喜んでいたが、手料理を振る舞うときの方が何倍も嬉しそうな顔をすることに、直登は気付いた。だから遠慮したり気を遣ったりするより、感謝の言葉を素直に伝えることにしたのだ。

　実際、どこのどんな料理よりヨシ君の手料理が一番美お味いしいから、作ってもらえるのは凄すごく嬉しいし。

　テーブルについた直登の前に、北見がご飯と味噌汁を運んできた。

「きのこがいろいろ入ってる！　美味しそう。秋だなあ」

　室内は緩ゆるく暖房がきいているので快適だが、吹く風は確実に冷たくなっている。

「けっこう寒くなってきましたし、次は鍋にしましょうか」

「お、いいね。俺、水みず菜なと鶏肉の鍋が食べたいな。ニンジンとか油揚げも入ったやつ」

「はりはり鍋ですね。わかりました。来週はそれにします」

　北見は嬉しそうに頷いてくれる。

　や、嬉しいのは俺の方なんだけど。

　テーブルにはハンバーグの他に、春雨とワカメのサラダも並んでいた。

　なんとなく見覚えのあるメニューだ。

　あ、と思わず声をあげる。

「これ、初めてヨシ君がうちに来てくれた日に作ってくれたメニューだ」

「そうです。よく覚えてましたね」

　正面に腰を下ろした北見が目を丸くする。

「そりゃ覚えてるよ。食べてる最中に告白されてびっくりしたから」

「あのときは、俺もいっぱいいっぱいやったんですよ。今を逃のがしたら告白するチャンスはないかもしれんと思たから、必死でした」

　北見は照れくさそうに頭をかく。

　かわいいなあ、と思うのは四年前も今も変わらない。

　けどあのときの俺は、ヨシ君を抱けるかどうか確信が持てなかったんだっけ。

　北見に抱かれることにすっかり慣れてしまった今の自分を知ったら、当時の自分はどう思うだろう。びっくりするだろうか。

　いや、それよりも、こんなに好きになって、こんなに長く一緒にいるっていう方がびっくりするだろうな。

　尾お沼ぬまにも、よく続いてるわねー、と感心されたくらいなのだ。

　抱かれることに悩んでいたのを懐かしく思い出した直登は、あ、とまた声をあげた。

「日付も四年前と同じだ！　今日って付き合った記念日なんだ。ごめん、俺、何も用意してない」

　互いの誕生日は祝ってきたが、付き合った記念日は祝ったことがなかった。そもそも、その日に会えていなかったせいもある。

　北見は慌てたように手を横に振った。

「いえいえ、そんな、いいんですよ。俺も今朝、たまたま四年前の今日やったなて気ぃ付いて、同じメニューにしてみただけですから」

「そっか、ありがと。あのときのヨシ君、かわいかったな」

　ニコニコと笑って言うと、北見は悪戯いたずらっぽく尋ねてくる。

「今はかわいくないですか？」

「もちろん今もかわいいよ。でも、凄すごくかっこよくもなった」

　本当のことをありのまま言っただけだったが、北見は鋭くなった頰のラインを赤く染めた。はあ、と小さく息を吐く。

「直登さんには、いつまで経たっても敵かなわないな」

「そんなことないだろ。敵わないのは俺の方だ。俺、前よりヨシ君にめろめろだよ？」

　これも本当だ。北見の周りにはきっと年の近いかわいい男女が大勢いるだろうなとか、かっこよくなってますますもてるだろうなとか、いろいろなことを考えてしまうのは今も変わらない。不安になるときもある。

　けれど、そんな不安を感じることが申し訳なくなるくらい愛されているのが伝わってくるから、荒れてヤケ酒を飲んだりはしない。

　ただ、たまにちょっと拗すねてみたりはする。北見はそれが嬉しくてたまらないらしく、全力で甘やかしてくれる。

「だから。そういうとこが敵わんのですよ。言うときますけど、俺もかなりめろめろですからね」

「うん、知ってる」

　へにゃ、と笑って頷くと、北見は絶句した。みるみるうちに、頰だけでなく耳や首筋まで赤くなる。

「またそんなかわいい顔して……。後で覚えといてくださいよ、もっとめろめろにしますから。さあ、食べましょう。今日は、ていうか、今日もいっぱいしますからね、たくさん食べて体力つけてください」

　直球を投げてくる北見に、はい、と直登は良い返事をした。

　いっぱいするのに異論はない。最初は激しいセックスばかりだったが、ここ二、三年は体を芯しんから蕩とろかせるような、密度の濃い情交が増えてきた。北見に出会う前に「タチ」として経験したセックスなど、セックスのうちに入らなかったと思えるほど気持ちがいい。心から愛している人とだからこそ、できるセックスだ。

　自然と笑み崩れながら、いただきますと手を合わせて箸はしをとる。そして早さっ速そくハンバーグを頰ほお張ばった。

「あ、旨い。ほんと美味しい。俺、やっぱりこのハンバーグ好きだな」

「よかった。いつも通り、おかかのおにぎりも作っておきましたから」

「ありがと。ヨシ君のおにぎりも大好き」

「……だから。そんなかわいい顔してかわいいこと言わんといてください。直登さんは、どんどんかわいいなっていってますよね。嬉しいですけど、困ります」

　うつむいて白米を頰張る北見の耳が赤いままであることに気付いて、直登は笑った。

　俺、愛されてるなあ。

　でもヨシ君に負けないぐらい、俺も愛してる。








Novel　　　　久我有加［くが・ありか］

３月１日生まれ。魚座・Ｂ型。

小説家。主な作品に「何でやねん！」を始めとする芸人シリーズ、「頬にしたたる恋の雨」（すべて新書館）がある。





Illustration　 おおやかずみ

３月20日生まれ。魚座・Ａ型。

漫画家、イラストレーター。

主な作品は「ビタースウィート・ハニー」、「タクミくんシリーズ（原作：ごとうしのぶ）」（すべて角川書店）ほか多数。
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